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			冒険者をクビになったので、錬金術師として出直します！　～辺境開拓？　よし、俺に任せとけ！

			佐々木さざめき

			イラストレーション／あれっくす

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			目次

			　

			後生大事にしてたもんが、足枷だったって話

			予想外のもんに才能あったら、驚くよなって話

			やってみたら上手くできたってのは、嬉しいよなって話

			ムカつくやつには、反抗したくなるよなって話

			信じてもらえるってのは、ありがたいよなって話

			大事なやつができたら、守ってやろうって話

			自分だけ理解していることを伝えるのって、大変だよなって話

			強くなるのを実感できるのは、いいよねって話

			頼られたら、何とかしてやろうとなるって話

			緊急事態に、慌てちゃだダメだって話

			悪戯心は、時として危ないって話

			病気の駆逐には、剣がいるよなって話

			目的があれば、戦えるよなって話

			気遣いは、時と場合によるって話

			後から知る事実って、意外と多いよなって話

			育てたもんが大きくなるって、満足感あるよなって話

			ほしい物は、取りに行けばいいって話

			立てたフラグは、回収されるって話

			貴重品は、慎重にって話

			信頼関係を築ければ、頼れるって話

			頑張る理由なんて、大事だからだよなって話

			成功の秘訣は、事前準備って話

			決意があれば、恐怖は払拭できるって話

			予定が狂うと、慌てるよねって話

			仲間がいたから、やりきれたって話

			凱旋報告は、誤解が生まれるって話

			目標が達成されると、満足できるって話

			終わりよければ、すべて良し！　って話

			書き下ろし番外編　リーファンの輝く日

		

	
		
			　

			後生大事にしてたもんが、足枷だったって話

			　

			「クラフト。お前、クビ」

			「えええええ！」

			　俺はこうして、またもやパーティーをクビになった。

			　十六歳の誕生日から冒険者を始めて、ちょうど四年目の晴れた日だった。

			「ほんと、お前使えなかったよ」

			「悪いとは思うんだけど、本当に魔術師なの？」

			「まさかと思うが、その左手に刻まれた魔術師の紋章、偽物なんじゃねぇのか？」

			「ぐ……」

			　パーティーリーダーの戦士マルボロの一言から、紅一点であるレンジャーのマリエッタも続く。

			　他のメンバーも似たような反応だった。

			　マルボロはむかつくが優秀なやつだ。俺の実力を考えたら文句があるのはわかるが、言いすぎだろうとも思う。

			「なんで魔法系の紋章持ちなのに、初級魔法しか使えないんだよ。しかもその威力は信じられないほど弱いしよ！」

			「さすがにゴブリン一匹倒せる魔法が使えない魔術師ってのはねぇ」

			「ぐぐぐぐ……」

			　彼らが言っていることは正しい。

			　ゴブリンは一般人には脅威だが、俺たち冒険者が苦労してよい敵ではない。

			　正論すぎて反論できないこの身が恨めしい！

			「まぁそんなわけで諦めてくれ」

			「……わかった。今までありがとう」

			　どうしようもないことだとはわかっていた。いつものことだった。

			　だから俺は本音を飲み込んで、パーティーを抜けるしかない。

			「こう言っちゃ悪いけどよ、クラフトあんた、冒険者の才能ねーよ」

			「魔法がほとんど使えない魔術師とか……」

			　俺がその場を去った後も続く悪態を背中に受けながら、俺はその場を離れた。

			　今まで俺たちが話していた冒険者ギルドのラウンジから、そのままとぼとぼと受付カウンターへと歩いて行く。

			　それまでの会話を聞いていた受付嬢が、げんなりとした顔を向けてきた。

			「……またですか、クラフトさん」

			「ああ、まただ」

			　同じギルドでずっと受付をやっている彼女は遠慮がなかった。

			「とても言いにくいのですが、正直、冒険者は向いてないと思いますよ？」

			「頑張ってきたんだけどな」

			「それは知ってます。ですが、魔術師の紋章持ちとは思えないほど、魔法が弱すぎですよ」

			「……ああ」

			　彼女の言葉がぐっさりと胸に刺さる。

			「これからどうしますか？　新しいパーティーを探しますか？」

			　今まで数えられないくらいのパーティーに参加してきたが、どれも長続きしたことはない。

			　理由は簡単だ。

			　そっと左手の甲に刻まれた紋章を撫でる。

			　魔術師の紋章。

			　成人の儀という紋章を授かる日、人よりも高い魔力から、悩むこともなく即座に魔術師の紋章を選び、刻み込んだ。

			　儀式を担当してくれた人も、将来良い魔術師になるだろうと太鼓判を押してくれたものだ。

			　実際に紋章が刻まれるのは数十人に一人と言われているのに、俺の左手には見事に黒く輝く紋章が刻まれた！

			　そのときの喜びがどれほどのものだったか。

			　たしかに、俺はそれ以降魔法を使えるようになった。

			　そのまま憧れの冒険者となり、魔術師として活躍していくのだと信じて疑わなかった。

			　だが……。

			　だが……。

			　なぜか俺の魔法は育たなかった。

			　魔力だけは人並み外れていたので、連発できたことから、駆け出し冒険者の頃はそれほど問題はなかった。

			　初めは魔法に慣れていないから、練習が足りないから、未熟だから、師匠がいないから。

			　そんな理由だと思っていた。経験を積めば他の魔法系紋章持ちの冒険者と同じく強くなっていくと信じていたのだが、現実は残酷だった。

			　どういうわけか、俺の魔法はどれもこれも圧倒的に弱いままだったのだ。

			　しかも、覚えられたのはごくごく初歩の魔法のみ。

			　紋章を持つ者は、その成長に応じて新たな魔法や技を授かるというのに……。

			　こうして俺は、パーティーに入っては、役立たずとして追い出されることを繰り返したのだ。

			「クラフトさん、実はですね、生産ギルドからちょっと頼まれごとをされていまして」

			　俺の回想を遮るように、受付嬢が話を続けてくる。他のギルドからの依頼とは珍しいことだ。一人でできる仕事ということか？

			「生産ギルド？　どんな依頼なんだ？」

			「依頼とはちょっと違うんです」

			「？」

			　受付嬢は少し迷うそぶりを見せてから、決意したように続ける。

			「最近、ベイルロード辺境伯の領地で、新しく開拓村を作ることになったんです。そこで長期滞在できる方を生産ギルドが探してまして」

			「開拓村？」

			　人類の生存圏は、魔物の生存圏と比べると圧倒的に狭い。だから定期的に開拓地を決め、人類の生活圏を広げるのは良くある話なのだが、それと生産ギルドというのが結びつかない。

			「はい。魔物に詳しく、ある程度戦える人間。つまり冒険者の経験がある人物を探しているのです」

			「つまり、長期の護衛任務ってことか」

			「いいえ、ちょっと違います」

			　話が見えないな。

			「えっと、向こうの希望は、冒険者の経験がある人間に、生産ギルドの職員に転職した上で、参加してほしいとおっしゃっていまして」

			「それって、もしかして」

			　そこでようやく、彼女の言っている意味を理解してしまった。

			「冒険者ギルドを辞めて、生産ギルドに所属しろってことか？」

			「そうなります」

			　彼女は申しわけなさそうにこちらを見上げていた。ようは冒険者ギルドとして俺という人材は、生産ギルドに送って痛くないと認識されてしまったのだ。先ほどのやり取りを見ていれば、さもありなん。

			　実質的なクビ宣言ということだ。

			　俺も彼女も無言になり、冷えた時間がすぎる。

			　わかってはいた。理解もしていた。だが、感情がそれを認めなかったのだ。

			　俺は、冒険者として成功する道はもうないということだ。

			　どこかで踏ん切りをつけなければならないとしたら、それは今をおいて他にないだろう。これを逃したら間違いなく、このまま冒険者をずるずると続けて、きっと野垂れ死ぬ。

			　孤児院出身で天涯孤独の俺が、冒険者をやれないのであれば、即急に次の職を見つけなくてはならない。

			「……わかった。その話、受ける」

			　迷いを断ち切るように、即答した。

			「え!?」

			「詳細を教えてくれ」

			「わっ！　わかりました！　紹介料もありますから！」

			　この流れで引き受けるとは思わなかったのだろう、受付嬢は慌てて書類をひっくり返した。

			　こうして、様々な手続きのあと、俺は冒険者をクビになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　これは転機だったのだ。せっかくだから、田舎でのんびり暮らそう。

			　そう自分自身に言い聞かせながら、生産ギルドへの道を歩いていた。

			「よし！　気分一新！　これから俺は生産ギルドのクラフトとして生きていくんだ！」

			　今さらの転職だが、頑張っていこう！

			　正直にいえば空元気だが、盛り上げていかないとやってられない。

			　そんなことを考えながら歩いていたせいで、気がついたら、生産ギルドに到着していた。

			　よく知った町なので、場所は知っていたが、中に入るのは初めてだった。入り口を潜るといきなり戦場のように人々が行き交っていた。

			「おい！　荷馬車の準備はどうなってる!?」

			「腐らない物から積み込みを始めてます！」

			　筋肉質のおっさんが、大声で次から次へと指示や質問を飛ばしていた。

			「同行者はまだ増えるかもしれないからな！　物資には余裕を持たせろよ！」

			「二割くらいでいいですか？」

			「アホ！　不測の事態を考えろ！　三割はいる！」

			　おっさんの所へ、別の男性が木板を片手に駆け寄っていく。

			「予算はどうなってます？」

			「辺境伯に請求する！」

			「わかりました！」

			　生産ギルドなんて言うから、もっとこう、職人がむっつり顔でたむろしているのかと思ったが、そういうわけではなさそうだった。

			　筋肉質のおっさんが、入り口で立ち尽くしていた俺に気付いて、大声を上げた。

			「ん？　あんた！　そこで何してる!?」

			「あ、すまん。受付の人間はいるか？」

			　見たところ受付カウンターは空っぽで誰もいないようだ。

			「何の受付だ？　職人登録か？　商会の仕入れか？」

			「いや、冒険者ギルドの紹介でやってきた」

			「ん？　おお！　もしかして、開拓村の件か!?」

			「そう聞いてる」

			「いやあ！　それは助かる！　こっちに！　おいお前ら！　ちょっと席を外すがサボるなよ！」

			　偉そうに指示を飛ばしていたごついおっさんが、そのままカウンターに陣取って、席を勧めてくれた。

			「よく来た！　俺は生産ギルドのギルド長グリム・ドンドールだ！」

			　え？　このおっさんギルド長だったのか！

			「す、すみません。俺……私はクラフト・ウォーケンと申します」

			　慌てて言葉をただすが、ギルド長は大笑いした。

			「がはははは！　普段どおりの喋りでかまわん！　普段から職人相手で慣れてるからな！　ギルド員相手には自然に喋れ！」

			　俺はほっと胸をなで下ろす。

			「ならそうさせてもらうよ」

			「おう！　それにしても名前がクラフト？　生産ギルドでクラフトとは縁起が良い名だな！　がはは！」

			「ははは……」

			　笑うしかないだろ、こんなん。

			「冒険者ギルドでだいたいの話は聞いてきたんだが、詳しい話を教えてくれ」

			「もちろんだ。と言っても話は簡単で、新しく作る開拓村に、生産ギルドから二人ほど送るって話でな、一人は決まってるんだが、どうしてももう一人決まらなくてな」

			「なるほど。だがどうして元冒険者を指名したんだ？」

			「そりゃ簡単だ。ど辺境だからな。どんな危険があるかわからん。少しでも戦えるやつがほしかったのよ」

			「普通に冒険者を雇うのではダメなのか？」

			「開拓村までの道中は冒険者を雇うが、いつまでも現地にいてもらうわけにゃいかんだろう？」

			「まあ、そうだな」

			　冒険者として何年も護衛の仕事を振られたら、普通に断るだろう。

			「一応、開拓村の責任者が現地で合流して、護衛の兵を出してもらえることになってるが……まぁ信用はしてない」

			「そんなもんだろうな」

			　領主からすれば、開拓村なんて成功すればよし。失敗したらそのまま放置だろう。

			　派兵の約束なんて、あってなきがごとしだ。

			「なもんで、モンスターと戦える人間を、生産ギルドから送りたかったんだ。そんじゃ手続きしちまおうか」

			「ああ頼む」

			　ギルドからの紹介状のおかげで、手続きはさくさくと進む。

			「へぇあんた魔術師なのか。よくもまぁ冒険者ギルドが紹介してくれたもんだ」

			「はは……四年やって、初級魔法の一部しか覚えられなかったへっぽこだからな」

			「なんだって？」

			　グリムは生産ギルドの代表に相応しい、隆起した筋肉をピクリと震わせた。

			「それは……ちゃんと紋章適性を見てもらったのか？」

			「え？　いや、生まれつき、人より圧倒的に魔力が高かったんだよ。だから特に調べたりはしなかった」

			　そういえば、適性を調べることもできるんだったよな。

			　だけれど、あまり一般的ではない。

			　理由は簡単で、普通は親の職業を継ぐのが当たり前だから、たいていの場合、才能云々よりも、親と同じ紋章を刻むものだ。

			　そして大半の場合は、それが最適と聞いた。

			　騎士の家の跡取りに、もし鍛冶の適性があったとして、鍛冶の紋章を得ようとするだろうか？

			　そんなわけがない。

			　少々の適性が足りずとも、騎士の紋章を刻み鍛えればいい。努力である程度は補えるのだから。

			　それに相性の悪い紋章は、刻むことができないらしく、そのときは別の物を選ぶらしい。

			　なお、成人の儀で紋章を刻み込めるのは一度だけ。孤児だった俺は、唯一無料で紋章を刻んでくれる成人の儀しか頭になかったが、金持ちならば成人の儀以外でも紋章官に金を払って、適性検査をしたり変更したりすることも可能だったなと思い出す。

			　もっとも、紋章の適性検査はかなり高額だ。貴族や商家ならともかく、貧乏冒険者の俺には適性検査をしようという発想すらなかった。

			「ふーむ。今ちょうど、紋章官がいるんだ。せっかくだから調べてみないか？」

			「紋章適性の検査か？　あれは結構な金が必要だろ？」

			　冒険者として細々と生活している俺の、数ヶ月分くらいの金額だったはずだ。

			「今回は俺が持つ」

			「なんでそこまで？」

			「可能性は低いが、もしかしたら生産関連に才能があるかもしれないじゃないか」

			「ああ、なるほど」

			　たしかに、無駄に高い魔力から、魔術師以外の適性を考えたこともなかった。

			　なるほど、役に立たない魔術師の紋章ではなく、大工や鍛冶の紋章が刻めるのであれば、生産ギルド的にはありがたいだろう。冒険者としての経験と知識はあるのだから、戦闘能力が落ちても、求められていた役割はある程度こなせる。

			　もう魔術師の紋章に未練なんてないしな。

			「わかった。ではお言葉に甘えさせてもらうよ」

			「よしわかった。……紋章官殿！　お願いします！」

			　ギルド長が呼ぶと、奥で書類仕事をしていたローブ姿の年配男性が立ち上がり、こちらにやってきた。左手に刻まれているのは、紋章官の紋章だ。ちょっとややこしいよな！

			　紋章官の紋章持ちは大変貴重で、そのほとんどは強制的に国に仕えるそうだ。

			　ちなみに、貴族などの紋章を覚える紋章官でもある。ほんとどうでもいい。

			「ふむ。そちらの青年を調べればいいのかね？」

			「ああ、よろしく頼む」

			　ギルド長が大きく頷いた。

			　俺たちのやり取りは聞こえていたのだろう、紋章官は俺の左手を取り、そっと紋章の上に指を置いた。

			「では、見てしんぜよう。〝紋章適性判断〟」

			　俺の左手の紋章がわずかに輝き、震えた。

			「な……なんだと!?」

			「えっと、何かわかったのか？」

			　なぜか驚きよう愕がくして目を見開く紋章官に、恐る恐る声を掛けた。

			　え？　何？

			「ばっ！　馬鹿な！　こんなことがあり得るのか!?」

			　俺の紋章を凝視する紋章官。

			　もの凄く不安になるんですが！

			　爆発とかしないよね？

			「な、何か問題でも？」

			「い、いや、ちょっと信じられないのだが……貴殿にもっとも不向きな紋章が魔術師なのだよ」

			「は？」

			　なぜ、紋章官が俺の紋章をガン見しているのか、その理由が判明した。

			　不向きな紋章？

			　あれ？　紋章って向いてるから発現するんだよな？

			「貴殿、何か魔法が使えるのかね？」

			「あ、ああ。四属性の初歩の初歩くらいだけど」

			「信じられん！　こ！　これほど相性の悪い……いや！　最悪……それどころか下手をすれば命にすら関わるほど、徹底的に合っていない紋章の力を使っていただと!?」

			「え!?　生命に影響!?」

			「うむ。あまり知られていないが、あまりにも不適合な紋章の場合起こりうる。もっとも発現すること自体が、まずあり得ないのだが……」

			　唸る紋章官にギルド長が口を挟んできた。

			「ちょいと先生よ。つーことはこのクラフトは、そんなハンデを背負ったまま四年も生きてきたってことかい？」

			「うむ。信じられんが、そうなのだろう。紋章官としては今すぐに紋章を書き換えることをお勧めする」

			「相性の良くない紋章は、そもそも持てないって聞いてたんだが」

			「一般的にはそう知られているな。だが、とてつもなく確率は低いが、不適合な紋章が刻まれてしまうこともある。あまりにも稀なので紋章官でもなければ知らないことだ」

			　なんてこったい……。

			　俺はそんな紋章をずっと後生大事に抱えて生きてきたのか。

			「本来、紋章の書き換えには手続きが必要だが、生命にも関わる非常事態だ。望むのなら私の権限で今すぐにでも書き換えよう」

			「それはありがたいのだが、だとしたら俺の適性紋章ってのは……？」

			「すまない。その話をしていなかったな。こちらも信じられん話なのだが」

			　紋章官が杖を握りしめ、こちらを凝視する。

			「とてつもない……それはもう、尋常ではない力を秘めた紋章が一つ、貴殿にもっとも相応しい、最適な紋が存在しておる」

			「そ、それは？」

			　思わず、ごくりとツバを飲み込んでしまう。

			　わざとなのか、天然なのか、紋章官はたっぷりとタメを作ったあと、ゆっくりと吐き出した。

			「錬金術師。……それも神のごとき力を持った、黄昏たそがれの錬金術師だ」

		

	
		
			　

			予想外のもんに才能あったら、驚くよなって話

			　

			「黄昏の錬金術師だとぅ!?」

			「うわびっくりした！」

			　紋章官の放った謎の名称に、建物が揺れるほどの音量で、ギルド長が吠えた。

			　ちょっと怖い！

			「うむ。信じられん……まさか実在する紋章だったとは……」

			「俺も名前だけは知っていたが」

			　二人だけで話を進めないでくれ。

			「えっと、普通の錬金術師とは違うのか？」

			「少し違うな。錬金術師自体が貴重だが、黄昏の錬金術師は存在するだろうと予見だけされていて、今まで見つかったことのない紋章だ」

			「ん？　どういうことだ？」

			「君の質問に答えるならば、……そうだな。騎士に上位の紋章があるのは知っているかね？」

			「ああ。聖騎士や竜騎士なんて紋章があるはずだ」

			　冒険者では滅多に見ないし、ほとんどの場合、親がその紋章でなければ発現しないらしい。

			「うむ。生まれつき相性を持つか、騎士としてきわめることで、ごく稀に書き換え可能な上位の紋章。黄昏の錬金術師はそういう立ち位置の紋章だ」

			　え、つまりその黄昏の錬金術師ってのは、上位の紋章ってこと？

			「ただ、錬金術師の上位紋章は確認されていなかったからな。仮の名称が割り当てられていただけなのだよ」

			「なるほど。それにしても黄昏って変な名称だな」

			「それには理由がある。錬金術師をきわめると、黄金を作れるようになると言われていてな。成功している者はおらんが」

			「はあ」

			　聞いたことはあるな。

			「つまり黄昏は黄金の比喩であり、黄金すら作れる錬金術師だろうという意味でつけられた」

			「ああ、なるほど」

			「もっとも本当に作れるかは謎なのだが……」

			　そこで話を終わらせる紋章官。

			　言うべきことはすべて伝えたということなのだろう。

			「さて、それで、黄昏の錬金術師に紋章を書き換えるかね？」

			　そんなもの、聞くまでもないだろう。

			　俺はお願いすると、左手を差し出した。そこに刻まれた魔術師の紋章。

			　四年付き合ってきた相棒が弱々しい光を放っていた。

			　お前……いらない子だったのか。

			　妙にさっぱりした気持ちで、紋章官に書き換えを頼んだ。

			「うむ……私としたことが、少し緊張するな。よし〝紋章変換！　その名は黄昏の錬金術師！〟」

			　紋章官の魔力が左手の紋章へと流れ込む。
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			　するとまるで、今までの紋章が蓋にでもなっていたかのような魔力が奔ほん流りゆうとなって、一気に左手に流れ出し、体内でくすんでいた大量の魔力が踊っているようだった。

			　生産ギルド会館が、黄金の光に包まれた。

			「うわっ！」

			　あまりの輝きに、思わず声が出る。

			　当然、周りの人間たちもそれに気付いた。

			「な！　なんだ!?」

			「俺は見てたぞ！　そこの冒険者が紋章を書き換えてるんだ！」

			「紋章の書き換えってこんな光るのか!?」

			「そんなわけねぇ!!」

			　いつの間にか、野次馬たちに注目されていたらしい。

			　どうやら、俺の抑え込まれていた魔力が紋章官の魔法に激しく反応したようだ。

			　紋章が書き換わることで、唐突に理解した。

			　生まれつき多かった魔力が、魔術師の紋章によって押さえ込まれていたことに。

			　それまで体内で行き場がなく暴れ回っていた魔力が、新たな紋章に書き換わることによって、光になり溢れ出たのだ。

			　たった今理解したことだが、これまでの魔力がいかに淀んでいたのかがわかる。

			　新たな紋章に、するりと流れ込んでいく魔力。

			　今まで感じていた、川の流れを堰せき止めようと努力するような魔力の圧力は綺麗さっぱり消え去り、まるで魔力が滝となり、滝壺へと吸い込まれていくがごとく、滑らかな感触へと様変わりしていた。

			　これが本当の俺の魔力だっていうのか!?

			　みなぎる魔力の量と質に、我ながら驚愕せざるを得ない。

			　書き換わった紋章の力を借りて、魔力を安定させると、ようやく光が収まった。

			　ようやく左手の甲を見ることができた。

			「……黄金の紋章？」

			「色つきの紋章か。やはりな。しかし黄金とは」

			　紋章を見れば、複雑で見たことのない紋様へと書き換わっているだけでなく、黄金の輝きを放っていた。

			　ギルド長がこれ以上ない喜びの表情で、俺の肩をばしばしと叩いてくる。痛い！

			「ほう！　上位職の紋章でもより強力な紋章には色が付くが、黄金とは初めて見るな！」

			「昔、聖騎士の紋章を見たことがあるけれど、それとも全然違うな」

			　俺は刻まれた新たな紋章をマジマジと眺める。

			「ふーむ。良い物を見させてもらった。他の紋章官に、この模様を知らせねばな」

			　それは紋章官のお仕事だろうから、俺がそれを否定することはできない。

			「書き換えの費用は、この紋章の情報と引き換えで良いだろう」

			「助かるよ。いろいろとありがとう。生まれ変わった気分だ」

			「いや。私も良き仕事をさせてもらった。貴殿の幸福を祈るよ」

			「貴方も」

			　お互い固い握手を交わした後、紋章官は自分の仕事に戻っていく。

			　こうして俺は黄昏の錬金術師へと生まれ変わったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ギルド長のグリムがニカリと笑って、俺の肩をバンバンと叩いた。

			「おめでとう、クラフト」

			「ありがとう」

			「凄いですね、クラフト君！　錬金術ってだけでも凄いのに、その上位クラスなんて！」

			「え？」

			　ギルド長の横に、いつの間にかオレンジ髪の少女が笑顔で立っていた。突然会話に割り込んできたのは、この少女らしい。

			　えっと、君誰？

			「おっと、ちょうどいいな。紹介しておこう。こいつはリーファン・ハマン。開拓村へ行くもう一人のギルドメンバーだ」

			「はじめましてクラフト君！」

			「あ、ああ。はじめまして」

			　平坦な体つきの少女で、活発そうな大きな瞳は少し吊り目気味。

			　太陽で育ったオレンジに輝く髪は、細長いツインテールで、元気そうに揺れていた。
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			　それにしても、こんな子供が開拓村へ？

			　あと、君くん付けで呼ぶの？

			「錬金術師が一緒なんて心強いよ！」

			「ま、まだ初心者も初心者なんだが」

			「紋章が定着すれば、紋章が力を教えてくれるよね？」

			　そう。

			　紋章は発現した瞬間、まるで囁くようにその能力を本人に教えてくれるのだ。明日には大まかな知識が身についているだろう。

			　よく見ればリーファンの左手にも紋章が刻まれていた。その辺はよく知っているということだろう。

			「ギルド長としては詳しい能力を確認しておきたいところだが、実は開拓村への出発は明日なんだ」

			「え？」

			　そんな急な話だったのか!?

			「いや、冒険者ギルドに人材の相談をしたのはだいぶ前の話なんだが、条件に合うやつがいなかったんだろう。正直そこまで期待もしていなかったんだ」

			「それはそうだな」

			　開拓村に長期滞在できて、なおかつ冒険者ギルドを辞めて生産ギルドに入れというのだ。普通に考えてＯＫするやつはいない。

			「ま、俺としてもダメ元で相談してただけだからな。来てくれただけでも嬉しいんだが……」

			　そこでギルド長の言葉が切れる。どうにも複雑な顔つきだ。

			「貴重な錬金術師を開拓村に送るなんて、ちょっともったいないよな。やっぱりここで……」

			「あ！　ダメですよ！　クラフト君は渡しませんよ!?」

			　がばりとリーファンが抱きついてきた。

			　え!?　ちょ!?

			　つるぺったんの割りに柔らかい!?

			　あとやっぱり君付け！

			「いや、だが……」

			「ダ・メ・で・す！　そもそも誰も辺境に行ってくれる人がいないから、わざわざ来てもらったんですよ!?　それともギルド長が代わりに来ますか!?」

			「うぐ……」

			「おい、ちょっと……」

			「気にしなくていいぞ。そいつ、土小人ノームの血が入ってるからちっこいが、実際は結構な歳――」

			「ギ・ル・ド・長？」

			「うぉっ!?　ハンマーはよせ！　ハンマーは！」

			「その空っぽの頭をぷちってしてあげましょうか？」

			「可愛く言ってるけど、完全に俺をトマトピューレにするつもりだよな!?」

			「美味しくなさそうだね」

			「このロリバ――」

			「な・に・か・言・い・ま・し・た？」

			「ごめんなさい」

			　ギルド長弱ぇえ……。

			「そ、それじゃクラフト、急ぎだが、明日の出発に合わせられるか？」

			「もともと身軽な冒険者だから大丈夫だ。部屋の退出手続きや準備も、明日までならなんとか」

			　部屋の件や、生産ギルドへの転向手続きなどあるが、もともと準備されていたので、夜までにはすべて終わるだろう。

			「それは重ちよう畳じよう。これでいいか？　ロリバ……」

			「な・ん・で・す・か？」

			「これでよろしいでしょうか！　リーファン様！」

			「はい。良くできました」

			「リーファンさん。そろそろ離してくれ」

			「あ、ごめんね、クラフト君」

			「いやまぁいいんだけどよ、ちょっと落ち着かない」

			「ロリババアに抱きつかれても嬉しくないとよ。二重の意味で」

			　どごーん！

			　カウンターがハンマーの一撃で破壊され、ぱらぱらと木片が降ってきた。

			　巨大なハンマーなのに、見えなかったんだが!?

			「修理代はギルド長持ちで」

			「はい。リーファン様！」

			　正直、今のはギルド長が悪いと思うので擁護できない。

			　それにしてもちっこい身体で、よくこんなハンマー振り回せるなぁ。

			「あー、土小人ノームってのは、ハンマーやピッケル、あとシャベルを使ったとき、通常よりも使いこなせるんだよ」

			「冒険者ギルドで、種族補正って呼んでたやつだな」

			「そうそう。原理は不明だけどな」

			「エルフの弓補正や、ドワーフの斧補正はよく見たな」

			　紋章がもたらす特別な魔法や技などとは別に、種族ごとに補正があるのは有名な話だ。

			　専門家の間でも、ただの得手不得手の問題なのか、魔法的な力が働いているかは議論が続いているらしいが、単純に相性の問題というのが優勢らしいと、昔冒険者仲間に聞いたことがある。

			「ま、そんななりだが、このギルドの中じゃかなり優秀なやつだ。開拓村ではギルド長として働いてもらうから、わからんことはリーファンに聞いてくれ」

			「わかった」

			「そんなことよりも、現地の責任者の方が心配だな」

			　グリムギルド長が太い腕を組んで眉根を寄せた。

			「どういう意味だ？」

			「もしかしたら、辺境伯の直系が責任者になる可能性がある」

			「直系が？」

			　一〇〇人にも満たない開拓村に、この地を治める辺境伯の血縁が来るとは、ずいぶんきな臭い話だ。

			「ああ。こっちとしてはやりにくいから、代官にしてもらえるように交渉中なんだが……」

			「貴族が、一つの開拓村の責任者になるなんてあり得るのか？」

			「かなり特殊だろうな」

			　だいぶ嫌な予感がするなぁ。

			「こっちは仕事をこなせばいい。なに、一〇年も頑張ってくれたら、あとは自由にしてもらってかまわんしな」

			「いや。できれば生産ギルドでお世話になって、小さな店でも開けたらと思ってる」

			「そうかそうか。リーファンはちっこいが腕はかなりのもんだ。鍛えてもらうんだな」

			「ちっこいは余計です！」

			　リーファンが腰に手を当てて文句を吐き散らす。ついでに気になっていたことを彼女に聞いてみた。

			「それは何の紋章なんだ？」

			「これは鍛冶の紋章だよ！」

			　なるほど、ノームやドワーフが持てば、鬼に金棒に違いない。

			「頼りにさせてもらうよ」

			「うん！　任せて！　一緒に頑張ろうね！　クラフト君！」

			「ああ。骨を埋める気で頑張ってみるさ」

			　こうして、俺は新たな人生を歩むことが決定したのだが、次の日、俺の人生を大きく左右する事件が起きるのであった。

		

	
		
			　

			やってみたら上手くできたってのは、嬉しいよなって話

			　

			　次の日、生産ギルドにやってくると、先日忙しく梱包していた荷物が外に運び出されているところだった。たくさんの馬車が並び、これから積み込みを始めるらしく、最後のチェックをしているようだ。数えると馬車は二〇台も並んでいた。

			　木板を片手に指示を出しているリーファンを見つけたので、片手を上げて近づいた。

			「おはよう、リーファンさん」

			「おはよう、クラフト君！　普通に呼び捨てで良いから！」

			「名前もか？」

			　タメ口なのは冒険者時代からなのでとても楽だが、さん付けくらいはするぞ？

			「いいのいいの。向こうに行ったら二人だけのギルドメンバーじゃない。仲間だと思って気楽に接してほしいな」

			「それもそうだな。改めてよろしく頼む、リーファン」

			「うんうん。むしろ嬉しいよ！」

			　たしかにこれから長く付き合うことになるのだ。気楽にやれるならそちらのほうがありがたい。

			「それで、すぐに出発なのか？」

			「今、大急ぎで荷物を馬車に積み込んでいるところだよ」

			「凄い量の馬車と荷物だな。全部一緒に向かうのか？」

			「開拓だから、必要なものは全部持っていかなくちゃならないからね」

			「そういえば、錬金術師になったら〝空間収納〟魔法を使えるようになったんだよな」

			　錬金術師の紋章を刻み一日すぎたことで、かなりの知識が頭に流れ込んできていた。

			　紋章は、その所有者に使える力を教えてくれる。

			　ただ、あまりに大量の魔法や知識を得てしまったので、いまいち把握しきれていない。どうやらもともとの知識として知らないことを理解するのには少し時間が掛かるようだった。

			　それでも気になった魔法に関しては、ある程度確認してある。意図的に覚えたいこと、理解したいことを意識すれば、優先して理解できるようになるからだ。

			「え!?　〝空間収納〟が使えるの!?」

			「なんだってぇえ！？！？」

			　リーファンだけでなく、グリムギルド長が叫びながら飛び出してきた。

			「うわっ！　びっくりした！　ギルド長どっから!?」

			「ええい！　細かいことはどうでもいい！　空間収納ってのは本当なのか!?」

			「まだ自分の荷物でしか試してないが、間違いなく使えるぞ」

			「それで!?　どのくらいの荷物が収納できる感じだ!?」

			「すまない。それはまだ確認してないんだが、紋章は相当量を収納できると囁いてるな」

			「ほほう！」

			　空間収納は、どの紋章でも発生する可能性のある魔法なのだが、発生すること自体が稀まれだった。

			　かなり貴重な魔法といえる。

			　これだけでも紋章を書き換えた価値があったというものだ。冒険者のときに使えていたら……ぐぬぬ。

			「頼む！　手間賃は出すから、収納できるだけ、片っ端から収納してってくれ！」

			「テストしながらで良いか？」

			「ああ！　じゃあまずあれだ！」

			　ギルド長が指さしたのは、山のような荷物がロープで固定された荷車だった。いくらなんでも積みすぎだろう。あれじゃ馬がひけるか怪しいぞ。

			「え、いきなりあれかよ」

			「さすがにあのサイズと重さは無理だろうな」

			「あれが収納できたら、空間収納だけで一儲けできそうだ」

			「テストもしたいんだろ？　徐々にサイズの小さいやつを指示するから、収納できる最大値を調べちまおうって腹さ」

			「なるほど。たしかに試すにはちょうどいいな」

			　さすがにこのサイズは無理だよなと、荷車に手を触れて〝空間収納〟を発動させた。

			　すると一切の抵抗なく、あっさりと荷車は異空間へと収納された。

			「……え？」

			「は？」

			「えええええええええええ!?」

			　あまりの手応えの無さに、慌てて〝空間収納〟をもう一度発動させ、ちゃんと取り出せるのか確認する。

			　今度も一切の抵抗なく、当たり前のように荷車がそこに出現した。

			「はぁああああああああああ!?」

			「うそぉおおおおおおおおお!?」

			　ギルド長とリーファンが驚いているが、俺だって驚いている。

			　二人が驚きすぎて、自分が驚くタイミングを逸しただけだ。

			「す……すげぇ……こんな高性能な空間収納、見たことがねぇ……やっぱり開拓村なんかへ行くんじゃなく……」

			「ギルド長！」

			「うわ！　す！　すまん！　クラフトを取り上げたりはしねぇよ！　だからハンマーはよせ！」

			「当たり前です！　クラフト君は絶対に渡しません！　もう私のものだから！」

			　いや、リーファンのものではないです。はい。

			「ま、まぁこんだけの人材を辺境開拓へ送り込んだとなれば、ギルドの株は上がるからな」

			　これは錬金術師として上手くいかなくとも、荷運び屋としての仕事はやれそうだな。

			　もっとも、毎日毎日移動し続けるだけの仕事ってのは、あまりやりたくないが。

			　ああ、だから空間収納持ちの荷運び屋って少ないのか。納得。

			「まぁいい。クラフト！　こっちの荷車も頼む！　おいそこのやつ！　小分けじゃなく可能な限りでかい木箱にまとめるんだ！」

			　馬車に荷物を積もうとしていた男が、慌てて返事をする。

			「へ！　へい！」

			　ギルド長のてきぱきした指示が矢継ぎ早に飛び、荷物の詰め替えが始まる。

			　それまで馬車が動くギリギリの重量を確認しながら荷車に積んでいるようだったが、ギルド長の指示により、とにかくまとめて荷車に積み込み、縛り上げられていく。

			　俺は馬を外した荷物だらけの荷車を、次々に空間収納に収納していったのだ。

			　それを見ていた開拓民や作業員が目を丸くしていた。

			「す……すげぇ……ほとんど全部収まっちまった……」

			「え？　あの人、俺たちと一緒に開拓村へ行くのか？」

			「なんて心強い！」

			「ああ……開拓村なんていうから、ギルドから派遣される人は問題児かと思ってたよ！」

			　開拓民の熱い視線が妙にむず痒かゆかった。

			　馬車の重量を考えずに積み上げては収納していくだけの、簡単なお仕事だったので、積み込み作業はあっと言う間に終了した。

			　その後、ギルド長が交渉したらしく、一部の馬車を残して、ほとんどの馬車はどこかに行ってしまった。

			「なんで馬車を残したんだ？」

			「足の遅いやつを乗せるのに使うのと、残っている馬は生産ギルドで用意したものだからだ。馬は開拓地で使うだろ？」

			　なるほど、農耕馬がいればそれだけ開拓は楽になる。どうやらこの開拓はかなり気合いの入ったもののようだ。

			「荷運びに雇っていた馬車にはキャンセル料を渡して帰ってもらったぞ。仕事がなくなったのに、約束の報酬を二割も渡したから、喜んでいたぞ。がははは！」

			「仕事を奪う形にならなかったのなら良いんだ」

			「お前には、馬車のレンタル代に払う予定だった金額の二割でどうだ？」

			「え!?　いやいや！　特に苦労もないんでタダで良いぜ!?　紋章の適性検査や書き換えとか、滅茶苦茶世話になってるからな。それにもう生産ギルド員なんだから、仕事の範はん疇ちゆうだろ」

			　断ろうとする俺に、目つきを鋭くしたギルド長が、肩をグッと引き寄せた。

			「いいからもらっとけ。こんだけの空間収納持ちが無料で仕事を引き受けるなんて噂が立ってみろ。お前個人に頼みに来るやつが押し寄せるぞ。生産ギルド的にも困る」

			「あ」

			「クラフトの能力はもう隠せない。俺も迂う闊かつだったすまん」

			「いやいや！　俺も自分で驚いてるんで！」

			「そう言ってくれると助かる」

			　空間収納だけで、この性能かよ！

			　期待させてくれるぜ、錬金術師の紋章よ！

			　こんな感じで、冒険者時代だったら一ヶ月〜二ヶ月働いた分くらいの金額を手にしたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「整列！」

			　それは突然始まった。

			　俺たち開拓民は、荷揚げした広場で、雑談しながらくつろいでいた。

			　準備が予定より早く終わったことで、護衛の冒険者もまだ到着していないらしく、合流して全員が揃ってから、簡単な出立式をやるとの話である。

			　だから突然響き渡った「整列」の号令は俺たちに掛けられたものかと焦ったが、その怒声は広場正面の大通りから響いていた。

			　大通りを見ると、いつの間にやって来たのか揃いの立派な鎧を身に纏まとった兵士たちがいて、号令に合わせて規律正しく隊列を作っていたのだ。

			　兵士の一人が掲げる旗を見る。あの家紋は……この一帯を治めるベイルロード辺境伯の兵隊だな。所属まではわからんが。

			「なんだ？」

			　俺の呟きに被せるようにギルド長が歯は軋ぎしりした。

			「おいおいおい、出立式は略式って話だったろうが！」

			　ギルド長の呟きで理解する。

			　つまり、お貴族様がやってきたということだ。

			　兵士の先頭に立つ、いかにも隊長といった風体の大男が、こちらに向かって吠えた。

			「生産ギルド長！　いるなら返事をせよ！」

			「ああ！　ここにいるぞ！」

			　ギルド長が答えると、兵士たちが足並みを揃えて、ざっざっざっと規則正しく行進してきた。

			　なるほど。ここの領主、ベイルロード辺境伯は噂通りやり手らしい。軍隊の質一つ取っても隙がない。

			「良く聞け！　オルトロス・ガンダール・フォン・ベイルロード辺境伯が次男！　ザイード・ガンダール・ベイルロード様をお連れした！　礼節をもって出迎えよ！」

			「出立式は略式で決まっていたはずですが!?」

			　ギルド長が隊長に詰め寄ろうとしたタイミングで、爽やかな空気を纏った貴族が進み出てきた。

			　いや、一見爽やかを装ってるが、俺が嫌いなタイプの目の濁り方をしている。

			　興味がないから良く覚えていないが、ベイルロード辺境伯の次男は、三十前後だったはずだ。見た目もそのくらいだった。

			「ギルド長、久しぶりだな」

			「こ！　これはザイード様！　お久しぶりです！」

			　突然この地を治める貴族の血統が現れたのだ、驚きに固まっていた開拓民だったが、兵士たちに一睨みされると、慌ててその場で跪ひざまずくのだった。

			（クラフト君！）

			（おっと）

			　リーファンに服を引かれて、俺も慌ててその場に膝を突いた。

			　この手の礼儀は気にする貴族と気にしない貴族が極端に分かれる。

			「今日はお忍びだからな、皆顔を上げて良いぞ」

			　兵士に威圧させておいてよく言う。俺は堂々と顔を上げて、ザイードに視線を向けてやる。

			　もちろん許可されたからといって、顔を上げるような馬鹿は俺だけだ。

			　それに気付いたザイードが、ほうと感心したような表情を浮かべる。

			「それでザイード様。この騒ぎを説明してもらえるのでしょうな？」

			　ギルド長が一礼した後、ザイードに対峙する。

			　おお。凄いぞギルド長！　俺の好きなタイプの男だぜ！

			「無論だ。今回、開拓村の責任者として、私の弟が選ばれたのだよ！　せっかくだから弟の晴れ姿を見届けたいだろう？」

			「お、弟!?」

			「そうだ！　私の自慢の弟、カイル・ガンダール・ベイルロードのことだ！」

			　静まりかえる開拓民。

			　たかが地方のいち開拓村に当てられる責任者が、辺境伯の三男だって？

			　冗談はよしてくれ。

			　ザイードに促されて前に出てきたのは、ザイードとは似ても似つかない、優しい顔つきの少年だった。

			　それと少年にしがみつくように、少女が一緒にいた。

			　可愛らしい少女で、醸し出す空気がどことなくカイルと似ていた。兄妹だろうか？

			「初めまして。この度開拓村の責任者として任命されました、カイル・ガンダール・ベイルロードです。若輩者ですが皆様よろしくお願いします！」

			　礼儀正しくぺこりとお辞儀をする少年。

			　釣られてお辞儀をする少女。

			　それを面白くなさそうに見下ろすザイード。

			　うん。嫌な予感しかしねぇ。

		

	
		
			　

			ムカつくやつには、反抗したくなるよなって話

			　

			　生産ギルドの荷揚げ広場は緊張感で包まれていた。

			　俺とギルド長以外が頭を下げている正面に、カイルと名乗った少年が出て挨拶をした。どことなく顔色が悪いように見える。カイルは張り付くように後ろにいた少女をそっと前に出した。

			「こっちは僕の妹で、マイナ・ベイルロードと申します。諸事情で一緒に行くことになりました。ほらマイナ、挨拶」

			「よ……よろしく……おね……ます」

			　少女マイナは、消えそうな声で挨拶すると、すぐに彼の背に再び隠れてしまった。

			　開拓村に行くには不向きなドレスだったが、似合っているのは間違いない。

			「カイル様だけではなく、マイナ様まで!?」

			　ギルド長が驚きで声を上げる。本来なら失礼な態度なのだろうが、それほどのことなのだ。

			　幸いなことに、貴族の三人はギルド長の様子を不快に感じている様子はない。

			　ま、腹の中まではわからんがな。

			「ああ、光栄なことだろう？」

			　ザイードがニヤニヤとギルド長を見下ろした。

			「そ、それは。もちろん大変光栄です。ただ、前もって提出している資料どおり、これから向かう開拓地はかなりの難所であり危険地帯です！　とてもではありませんが、身の安全を保証いたしかねます」

			「なに、開拓地が危険なのは重々承知している。そうだな？　カイル」

			「はい。ザイード兄様」

			　緊張した面持ちでカイルが答える。

			「いや……しかし……」

			「安心しろ、護衛戦力として、申し分のない人物を用意してある。アルファード・プロミス！　ペルシア・フォーマルハウト！　前に！」

			「「はっ!!」」

			　精せい悍かんな男女の成人がびしりと前に進み出る。

			　立ち振る舞い、装備から、相当の手練れであるのは一目瞭然だった。

			　男が着ている鎧は、聖騎士団の軽装系だし、女が着ているのは、たしか親衛騎士団の軽装系防具だ。

			　二人の左手には、複雑な紋章が刻まれている。剣士の紋章だな。

			「アルファードはこの若さで聖騎士団の部隊長を任されていた傑けつ物ぶつだ。ペルシアは親衛騎士団の女性守護担当部隊で副隊長を務めていた。どちらも腕は保証しよう」

			「このお二方があの有名な……。なるほど。お約束の防衛戦力としては充分すぎますが……」

			　この世界では個の力で集団の力を覆しうるので、強力な個というのは、通常兵の何倍にも匹敵する戦力と言える。

			　なるほど、開拓村の守護という意味ではこの二人がいれば、当分は問題ない戦力だ。

			　もっとも貴族以外も守ってくれるのかという問題はつきまとうが。

			「なに、感謝はいらん」

			　偉そうなザイードだが、そもそも貴族を連れて行くことに対して文句を言いたいのだが。

			「その、とてもではありませんが、カイル様に相応しい環境を整えることは不可能でして」

			「ギルド長殿、僕は大丈夫です」

			「しかし……」

			「本人がそう言ってるんだ。気にすることはない」

			「それは……」

			　ザイードがカイルに顔を寄せて、影のある笑みを浮かべた。

			「なに。開拓村が成功するかどうかはすべてカイルの責任。君らが失敗しようが、それはまともな指揮ができないカイルが悪いということだろう？　もちろん優秀なカイルのことだ。すぐに父上が満足する結果を出して、大手を振って凱がい旋せんすることを信じているがね？」

			　ザイードの濁った瞳と、いやらしい笑みで、俺は理解してしまった。

			　この野郎、弟に何も期待していない。

			　それどころか失敗させるために仕組んだとしか思えねぇ。

			　歯を噛みしめて健気に立つカイルの姿が、昔の俺と重なってしまう。

			　状況はまるで違うが、努力だけではどうしようもない、理不尽を受け入れる姿だ。

			「いやはや、これまでに何度も開拓民を送り込んだが、ことごとく失敗した魔の土地だ。カイルの奮戦を期待する。ああ、お前がいない間、兄と二人で父上を支えるから、ゆっくりしてくるといい」

			「……っ」

			　だんだんむかっ腹が立ってきたぞ？

			「今まで病弱ゆえ、使えないと言われ続けてきたお前だ。このチャンスを逃すことはない。ぜひ大成功させて、私たちを驚かせてくれることを期待している」

			　ああ、なるほど。

			　厄介払いかなんなのか、不要だから追い出す。

			　そういうわけだな。

			　

			『クラフト。お前、クビ』

			　

			　先日パーティーから不要だと突きつけられたときを思い出してしまった。

			　だから俺は、思わずとんでもないことをしでかしてしまったのだ。

			「……安心してください。俺がその開拓、必ず成功させて見せますよ」

			「クラフト君!?」

			「ほう？」

			　俺はゆっくりと立ち上がって、カイルの肩に手を置いた。

		

	
		
			[image: p045.jpg]
		

	
		
			　アルファードとペルシアだけでなく、周りの兵士たち全員が動こうとしたが、ザイードの合図で動きを止めた。

			　カイルが顔を上げて、不思議そうな視線を向けてきた。

			　ザイードが面白そうに口元を歪める。

			「君は？」

			「クラフト・ウォーケン。元冒険者で、今は生産ギルド員だ。今回の開拓に参加する」

			「元冒険者？　生産ギルドに転職したのかね？」

			「ああ」

			「新人に何ができるというのだ」

			「俺が、こいつを支えてやる。俺が、開拓を成功させてやるよ」

			（ちょっ！　クラフト君！）

			　下手したら打ち首かね？

			　貴族に楯突くなど正気ではないと思うが、このねっちょりしたおっさんの笑みが許せなかったのだ。

			「は……はははははははは！　ああ！　良いぞ！　開拓民にはこういう気概がなくては！　うん！　だが、少々無礼ではないか？」

			「これはお忍び、非公式ってのはあんたが言ったことさ。それに合わせただけだぜ」

			「なるほど、権力嫌いの冒険者が言いそうなセリフだ」

			「この場で打ち首にでもするか？」

			「いや、許してやろう。その代わり、ぜひ結果で笑わせてもらいたいものだ」

			「約束するさ」

			　ザイードの求める結果とは大幅に変わるだろうがな！

			　俺の紋章が囁くのだ。

			　俺たちならできると！

			「それに、カイル様はすでに結果を一つ出しているんだぜ？」

			「なに？」

			　ザイードの眉間にシワが寄る。

			「俺を雇ったことで、馬車を大幅に減らした。ずいぶんと予算削減に貢献したさ」

			「ぬ？　お前、空間収納持ちか」

			「ああ」

			「だが、別にカイルが名指ししたわけではないだろうに」

			「運も実力のうちと言うからな」

			　ザイードが、キョトンと目を丸くしてから、笑い出した。

			「は、はははははは！　なるほど！　そうだな！　たしかに！　大事なのは結果だ！」

			　何がおかしいのかひとしきり笑い続けるザイード。

			　本当にむかつくやつだな、こいつは。

			「くはは……、久々に笑わせてもらったな！　では、私はこれで退散するとしよう。健闘を祈る」

			　くつくつと笑いながら、ザイードは兵士を連れて帰っていった。

			　来たときと同じように、綺麗に列を作って。

			　おいおい、アルファードとペルシアってやつ以外は誰も置いてかないのかよ。

			　中指でも立ててやろうか？

			　危うく指が伸びそうなところで、リーファンが詰め寄ってきた。

			「ちょっと！　クラフト君！　なんてことするのよ！」

			「まったくだ！　冷や汗で湖みずうみができるところだったぞ！」

			　ギルド長も太い腕を組んで頷く。

			「すまん、ちょっと我慢できなくてな」

			　早速三馬鹿トリオに認定されそうな俺たちの下へ、おずおずといった様子で次男ザイードに置いていかれた三男のカイルがやって来る。

			「あの……」

			「ああ！　これはカイル様！　うちの部下がいろいろと失礼なことを！」

			「いえ。そんなことは」

			「カイル様、先ほどはご無礼大変失礼いたしました」

			　俺はカイルに向かって、しゃがみ込む。片膝をついて、深く頭を下げた。

			　今さらではあるが、謝罪は必要だろう。

			「頭をお上げください！　僕は、その、とても嬉しかったのですから！」

			「そう言ってもらえるとありがたい」

			「でも、一つだけ聞かせてもらえますか？」

			「はい」

			「どうして、あんな真似をしたのですか？」

			「それは……わたくしごとで恐縮ですが、カイル様の境遇が、自分と重なりまして」

			「？」

			「俺は最近まで冒険者をやっていたんですが、そこで無用の長物と断言されたんです」

			　一度だけじゃない。

			　何度もだ。

			「あ……」

			「カイル様の事情はわかりませんが、どうもザイード様から、疎うとまれているように感じました」

			「……顔をお上げください」

			　再度促され、俺はゆっくりと顔を上げた。カイルの表情には苦みが走っていた。

			「実際、僕は病弱で、優秀な兄二人と比べたら、本当に役立たずなんですよ」

			　カイルの言葉に、ギルド長が間かん髪はつを容いれずに叫んだ。

			「いえ！　カイル様は民のことを思う立派なお方ですぜ！」

			　ギルド長が言うのだからそうなのだろう、俺は政治関係には疎い。

			「僕には誰かを救えるほどの権力はないのです……。でも！　今回の話は、少しでも民の力になれると、僕は喜んで志願したんです！」

			　ああ、この子は本当に純真で優しいのだろう。

			「ですので、不祥の身ですが、精一杯やらせていただきます。皆様もお力を貸していただけたらとても嬉しいです」

			「……俺はもう宣言しましたから。任せてください。絶対にやり遂げて見せます」

			「そのお言葉、とても心強いです」

			　カイルがとても嬉しそうな笑みを浮かべた。

			　俺が嫌いなもの。それは理不尽。

			　こんな子供が与えられて良い物じゃない。

			「俺らギルドも全力で協力いたしますよ！」

			　ギルド長だけでなく、リーファンも拳を握った。

			「ええ！　私も！」

			　それまで控えていた開拓民たちが意を決して、次々と立ち上がっていく。

			「お……俺らだって！」

			「知ってるんだ。カイル様が不作の年に減税を呼びかけたって話を」

			「おう！　カイル様のためなら！」

			　拳を握った開拓民が、リーファンたちに続いて、次々と決意の言葉を口にしていく。

			　そりゃ、ザイードの態度を見たらこうなるだろう。

			「ありがとうございます！　皆様！」

			　カイルの後ろで隠れているマイナも恥ずかしそうに頭を下げていた。

			　ひとしきり開拓民たちが、カイルに向かって激励と決意を示していると、護衛の冒険者パーティーがやって来た。顔見知りの冒険者パーティーだったが、挨拶する間もなく、出立することになる。

			　ザイードのおかげで妙な連帯感が生まれた開拓民とは真逆に、カイルとマイナの護衛であるアルファードとペルシアは終始仏ぶつ頂ちよう面づらであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　開拓予定地までの道中はただひたすら歩くだけなので、とても暇だった。

			　元魔術師ではあるが、腐っても冒険者だ。長距離の歩きは苦にならない。

			　リーファンも土小人ノームの血のせいか、あまり疲れた様子はなかった。

			　せっかくなので、生産ギルド員としての心得やら、これから向かう開拓地で何をするかなど、リーファンに指南してもらいつつ進むことにした。

			「――そんなわけで、比較的安全なルートを選択してるから、現地到着までは結構日数が掛かるかな？」

			　振り向くと、開拓民のほとんどが疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子だ。

			　他人のペースで歩き続けるのは、想像以上に疲労を伴うものなのだ。これが自分のペースで歩けるのならば、もう少し違ったはずだ。

			　歩きではなく、馬車に乗っているカイルとマイナも、かなり疲労の様子が見える。

			　そりゃ、貴族用の馬車ではなく、荷馬車だからなぁ……。

			　その馬車を守るように、アルファードとペルシアが歩いていたが、こちらはさすがに疲労の様子はまったく見えない。

			「みなさーん、この辺でキャンプを張りますよー」

			　出発して数時間、まだ空が明るいうちにリーファンが号令を掛けた。

			「リーファン？　さすがに早すぎないか？」

			「まだ初日だもの。みんなびっくりするほど、手際が悪いと思うよ？」

			「ふむ」

			　そういえば、冒険者や行商人でもなければ、普通は野営の経験などないだろう。出発前に少しは練習したようだが、リーファンの予言どおり、恐ろしく準備に手こずっていた。

			「リーファンさん！　このテント壊れてるよ！」

			「あー！　それは順番が違うんです！　まずはこっちの支柱を……！」

			「リーファンさん！　こっちも見ておくれ！」

			「えっと、ちょっと待ってて！」

			「俺が行く、あのタイプのテントなら商人の護衛で何度も使った」

			「ありがとう！　お願いね！」

			　こんな感じで、てんやわんやだったが、どうにか夕暮れまでには寝床が完成した。

			　森の中にテントが並ぶ。

			　篝かがり火びがそこら中で燃えさかり、少しでも夜の獣を遠ざけようとしていた。

			　リーファンは食事作りの手伝いに出ているため、今は一人で炎を見つめている。

			　ぱちぱちと木の爆はぜる音が闇に溶け込む中、護衛の冒険者が一人やって来た。そういえば、まだ挨拶ができていなかったな。

			　暗闇から現れ、たき火に照らされたその顔に、俺はニヤリと笑みを向ける。

			「よう、クラフト」

			「ああ、レイドック。久しぶりだな」

			　やって来たのは顔見知りのＣランク冒険者でレイドックという男だ。

			　細身の剣士で、冒険者になりたての頃、一緒にパーティーを組んでいたことがある。一番長く続いたパーティーメンバーのリーダーだ。

			　青髪のイケメンで、なかなかの実力者である。

			　もちろん同じ町が拠点の冒険者同士だったことから、時折顔は合わせていたが、袂たもとを分かってからはあまりゆっくり話したことはない。

			「聞いたぞ。転職したんだってな」

			「ああ、とうとう冒険者ギルドからクビ宣告されてな」

			「そうか……まぁ魔術師の才能はな……」

			「言うなよ」

			　苦笑する他ない。

			「悪い。だが生産ギルドとは驚いたぜ」

			「俺もだよ」

			「開拓村ね……道中の安全は任せてくれ」

			「いざとなったら俺も援護するさ」

			「はは。期待しないでおくよ。頼りになりそうな護衛の騎士もいるみたいだしな」

			　やつは若手の中で一番の実力があるだろう。レイドックのパーティーが護衛についてくれるのなら、安心できるというものだ。

			　もちろん、いざというときには、俺も戦うつもりだ。

			　まだ試していないが、錬金術師の紋章になってから、今まで扱うことのできなかった攻撃呪文も増えたし、威力が大幅に上がっているはずだ。

			　紋章の囁きで、ある程度威力は予想がつくが、実際に試してみないと、攻撃魔法の類いは怖くて使えない。

			　俺とレイドックの話が終わるのを見計らったように、リーファンの声が聞こえてきた。

			「クラフト君！　ご飯ができたよ！」

			　リーファンは片手にオタマを持ったままだった。置いてこいよ。

			「お、すぐ行く。それじゃあ見廻りは頼んだぜ、レイドック」

			「ああ、任せておけ」

			　レイドックは軽く手を振ると暗がりへと戻っていった。

			「あれ？　今のは護衛のレイドックさんだよね？　知り合い？」

			「そりゃ同じ町の冒険者ギルドを拠点にしてたからな」

			「そっか！」

			　リーファンに誘われるまま、たき火の近くに腰掛ける。すでに鉄鍋にスープが煮えていた。

			　初日ということもあるのだろう、少し具が多めのようだった。

			　周りを見ると、疲労困憊という様子で、開拓民たちがスープを啜すすっている。ここからでは良く見えないが、奥ではカイルとマイナ、それに護衛騎士の二人が集まっていた。

			「なんとか喉を通しているって感じだな」

			「そうだね。やっぱり大変だよね」

			「旅ってのは慣れないと、かなりきついからなぁ。リーファンは大丈夫なのか？」

			「うん。ギルドの仕事で、時々遠出もあったから」

			「なるほど」

			　俺は慣れているので、なかなか豪華なスープをかっ込んでいく。そうか、初日から豪華なスープにしたのは、開拓民に志願するような、あまり金を持っていない層からすると、もったいないから食べるという心理まで盛り込んでいるわけか。

			　リーファンやるな。

			「しかし、このまま森の中を進むとなると、問題は一般の開拓民たちだなぁ」

			「そうねぇ。一ヶ月ほど森や草原を歩き続ける予定だけど、これは到着が倍以上に延びるかもしれないね」

			　たしかにこのペースだと、慣れを見込んだとしても倍はかかりそうだ。

			　だったら、せっかく授かったこの紋章の力を活用すべきだろう。

			「リーファンも知ってのとおり錬金術の紋章を得たわけだが、紋章から得た知識の一つにスタミナポーションってのがあるんだよ」

			「一定時間スタミナを大幅に上げる薬ね」

			　これは冒険者をある程度長くやっていたら、一度くらいはお世話になるポーションだろう。効果が持続しているあいだは疲労しにくくなり、結果として活動時間が延びる。

			　あまり安い物ではないが、ポーション類としては手が届く値段なので、冒険者なら一つは緊急用に持っていることが多い。

			　戦闘が重なり、疲労がきついのに休憩ができないときなどに服用する。

			　もっとも、安物のスタミナポーションだと、動けなかったのが辛うじて動けるようになる程度の効果しかないのだが。

			「そうだ。割と簡単な薬草で作れるから、許可をもらえるならすぐに作ってみんなに配ろうかと考えている」

			「それは名案だと思うけど……薬草が足りないよ」

			「なに？　荷詰めしたときに確認したが、樽たるいっぱいの薬草を見たぞ？」

			　空間収納へ荷物を放り込むとき、ある程度は中身を確認したからな。

			　特に、素材系は開拓のためになら好きに使って良いとギルド長に言われているので、チェックしていたのだ。

			「えっとね、スタミナポーション一本に使う薬草の量は、バケツ一杯のはずだから、全然足りないよ」

			「え？」

			「え？」

			　おかしい。俺のスキルが教えてくれる限りだと、必要な乾燥薬草の量はスプーンひと匙さじってところだ。

			　樽いっぱいの乾燥薬草なら、それこそ数千は作れるだろう。

			「ふーむ、論より証拠か。試しに作ってみていいか？」

			「いいよ。薬草は私たち開拓民が使用するための物だし」

			「やってみる」

			　空間収納から薬草樽を取り出す。それと木のカップ。

			　近くに置いてあった水樽からカップにひとすくい水をもらい、そこに紅茶の葉に見える、良く乾燥した薬草をひと匙分加える。

			「よし、錬金術師になって初めての錬金呪文だからちょっと緊張するが……〝錬金術：スタミナポーション〟！」

			　紋章の教えてくれるままに、魔術式を組み立てていく。

			　初めての術式だが、驚くほどスムーズに術式が構築され、一度紋章に収まった俺の魔力が術式へと流れ込んでいく。

			　大量の魔力を注ぎ込まれ、魔術式が発動し、世界の一部を改変する。

			　黄金に輝く魔法陣がカップを包み込むように発現し、圧倒的に複雑で強力な術式が世界の理に干渉する。カップに満たされた水と薬草が魔力によって混ざり合い、見る間に変化していく。

			　カップに満たされた水が軽く発光して、黄色がかった中身に変わっていった。

			　今まで俺が使ってきたしょぼい魔法とは大違いだ。

			　一般流通しているスタミナポーションより、色が濃く澄んでいる気がするな。

			　魔法が世界に干渉して、魔法の薬ポーシヨンを誕生させたのだった。

			「ちょっと失礼するね」

			　リーファンがカップを受け取ると、鑑定の魔法を発動させたようだ。

			　魔法といえば〝鑑定〟も覚えてたなぁ。

			　あまりにも大量の魔法を一気に習得していて、自分でもまだどんな魔法を使えるのか把握しきれてないのだ。

			「なっ!?　なにこれ!?　嘘でしょ!!」

			「どっ！　どうした!?」

			「信じられない!?　あれだけの材料で本当にポーションができてるし……しかも品質が〝伝説〟になってるんだけどぉ!!」

			「は？」

			　ちょっと意味がわからないです。

		

	
		
			　

			信じてもらえるってのは、ありがたいよなって話

			　

			　鑑定という魔法がある。

			　その魔法のおかげで物体には品質というものが存在することがわかっている。

			　粗悪から始まり、なんと神器まで一〇段階もランクがあるのだ。

			　一般的に手に入る品物の大半が〝低度〟か〝普通〟のどちらかだ。

			　安物なら〝最低〟も珍しくはない。

			　ちなみに品質が存在しない物や鑑定ではわからないものも多い。

			　俺の鑑定魔法と錬金術師の紋章が教えてくれる範囲だと、自分が今まで知らなかっただけで、かなり上位の品質が存在することを知った。

			　紋章は嘘をつかないが、さすがに疑いたくなる。

			　先ほど作製した、スタミナポーションを改めて鑑定してみた。

			 

			★スタミナポーション【品質：伝説　効果時間：半日　服用量：ひと匙　保存期間：千年（専用瓶で一〇億年）　種族を凌りよう駕がした持久力を得ることができる。副作用は発生しない。食事に混ぜても良い】

			 

			　リーファンの言うとおり、品質は伝説となっていた。上から二番目の品質ということになる。

			　紋章が教えてくれる情報を言葉にすると、だいたいこんな感じだ。

			 

			★伝説品質：あまりの凄さに、存在すら疑われる。まさに伝説。人が作れる物を遙かに超えた、物語の中にしか存在しない、まさに伝説となるシロモノ。

			 

			　えっと……。

			　存在が疑われるレベルの品質が、当たり前のように完成してるんですけど。

			「うそ……あり得ない……そんな……え？　え？」

			　何度も何度も鑑定しなおすリーファン。気持ちはわかる。

			　だが、大事なのはそれをどう使うかだろう。

			「リーファン。明日の朝から、これをみんなに飲ませよう」

			「え？　あ、うん。……良いのかな？」

			「この薬草って、開拓支援物資なんだろ？　問題はないと思うんだが」

			「そ、そうだね。ない……よね？」

			　ギルド長から説明を聞いた限りだと、これらの開拓支援物資は、開拓民や開拓のために、自由に使って良い物だ。リーファンからも許可をもらった。なら作るのに躊ちゆう躇ちよはない。

			　そもそも、開拓民は一〇〇人ほどなのだ。

			　カップで三杯〜四杯も作れば充分足りるだろう。

			　俺は準備だけして、その日はゆっくりと寝させてもらった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなわけで、次の朝。

			　早速スタミナポーション（伝説）を作成して、朝食のスープに混ぜてもらうことにした。

			　料理担当は少し訝いぶかしんでいたが、栄養剤のようなものだと言うと納得してくれた。

			　こうして、朝食タイムが始まる。

			　昨日の疲れがありありと残る開拓民たちが、眠たい目のまま起き出してくるのだが、彼らがスープを口にした瞬間から事態が急変した。

			「うめぇー！」

			「おお！　こりゃ美味い！　ただのクズ野菜と乾し肉がちょっと入ってるだけなのに！」

			「さっきクラフトさんが、調味料を入れてたぞ」

			「さすがクラフトさんだぜ！」

			　え？　味も良くなるの？

			　疑問に思いつつスープをいただくと、たしかにかなり美味しかった。

			　あえて言うなら、素材の持つ味が残らず引き出されたような感じの、素朴だが飽きのこない美味さだ。

			　鑑定魔法ではそこまでわからなかった。

			　料理人が、やたらと首を捻っていたが、無視させてもらうことにする。

			　もちろん、味だけではなかった。

			　スタミナポーション本来の能力も十全に……いや、予想を遙かに上回るレベルで発揮されていた。

			　昨日はアンデッドの行列を思わせる暗い行進だったのに、今日は全員が妙に元気だった。

			「何か今日は調子良いなぁ！」

			「おう！　全然疲れないぜ！」

			「俺なんて走っちゃうぜ！」

			「あれ？　俺も走れる!?」

			「よし！　みんなで走ろうぜ！」

			　ごく普通に暮らしていた一般人たちが、休みなくランニングし続けるという驚愕のパフォーマンスを見せたのだ。

			　もちろん一流の冒険者でも、そんなことは不可能だ。

			　俺やリーファンも同じで、いくら走っても全然疲労しない。

			「クラフト君！　これ凄いよ！」

			「お、おう。自分でもびっくりだ」

			「鑑定で副作用がないって出たから、食事に混ぜちゃったけど、大正解だったね！」

			「ああ。ちなみに馬の餌にも混ぜてみたんだが、見てのとおりだ」

			　馬車をひく馬にもスタミナポーションを与えてみたのだが、こちらも効果抜群で、今にも全力疾走を始めそうなほど気力が満ちていた。

			　昨日までの「荷物おもいよー。疲れたよー」と言いたげな表情とは大違いだった。

			「ちょ！　ちょっと待ってくれ！」

			　後方から声を掛けてきたのは、護衛のレイドックだった。

			　少し息切れ気味に、俺たちに並ぶ。

			　しかし、開拓民のペースに合わせているので、俺やリーファンはかなりの早足である。併走するレイドックたちは明らかにきつい様子だ。

			「お前ら、急にどうなってんだ!?」

			「リーダー、さすがにこれ以上は走れない……」

			　レイドックのパーティーメンバーが音ねを上げていた。

			　色黒の細身で、魔法使いが好むローブを羽織っている。魔法職だろうが筋肉は常人よりついている。それでも限界のようだ。

			「いや！　俺たち冒険者が一般人に負けてどうすんだよ!?」

			　レイドックが叫ぶが、本人も割と辛そうだった。

			「ちょっと待て、……なんでソラルだけ、平然としてるんだ？」

			　レイドックが顔を向けたのは、同じパーティーメンバーの女冒険者ソラルだ。昔一緒にパーティーを組んでいたこともあるので、当然知り合いである。

			　レンジャーの紋章持ちの女性で、しなやかな弓捌さばきが自慢だ。

			　ソラルが明後日の方向に目をやる。

			「えっとね？　……こっそり開拓民のスープをお裾分けしてもらったなんてことはないんだからね？」

			「お前！　集団食中毒対策で、食事は別にするって約束だろうが！」

			「だ、だって！　猟師みたいな人に勧められたから！　スープだからたくさんあったし！　勧められたし！　美味しかったし！　勧められたし！」

			　勧められたことを強調するソラル。うん。そういえばこいつ、結構な食いしん坊だったな。

			「この！」

			　むしろ、食事を別にしていた冒険者のレイドックたちが先にへばっていた。

			　ちょっと尋常ではない。

			　逆に朝食の相しよう伴ばんにあずかったソラルは、まるで疲れた様子がない。

			　これを見ても、スタミナポーションがどれだけ優秀か理解できる。

			「あー、レイドック。良かったらみんなでひと匙ずつわけてくれ」

			　さすがに見かねて、スタミナポーションをカップ一杯分錬金術で作製し、それをパーティーリーダーのレイドックへと渡した。

			「凄いなクラフト。走りながら錬金できるのか」

			「紋章のおかげで簡単なんだよ」

			　魔術師の紋章持ちだった頃は、集中に集中を重ねて、紋章に魔力を集めていたのが、今は息をするように自然と魔力を扱うことができていた。このくらいは楽勝である。

			「なるほど。これはスタミナポーションか。ありがたいが、ひと匙で効果が出るのか？　普通は小瓶を満たす量が必要だろう？」

			「朝食のスープ一〇〇人前に、この大きさのカップ数杯分を混ぜただけであれだぞ？」

			　妙に元気にかけ足する集団に、冒険者全員の視線が集まる。

			　次にレイドックたちはソラルに目を向け、ソラルが目を逸らした。

			「ありがたくいただくよ」

			「ああ。支援物資だから遠慮しないでくれ」

			「助かる」

			　こうして、冒険者全員がスタミナポーションを摂取することになったのだが、その効果は覿てき面めんだった。

			「これは凄い！　全然疲れないぞ！」

			「……凄い」

			「俺、今なら〝疾風剣戟〟を一〇〇回連発しても疲労する気がしない」

			「スタミナポーションにしたって限度がないか!?」

			「俺が昔飲んだ、一番高級なやつでも、二〇分くらいの効果時間だったし、普段の倍程度、動けるもんだったぞ」

			「それ、普通に考えたらかなり高いやつよね」

			　スタミナが二倍近くなり、それの効果時間が二〇分となれば、俺が知る限りでもかなりの高級なポーションだ。

			　ところが今飲ませたのは、ほとんど無尽蔵のスタミナが半日も続くのだ。

			　ちょっと洒落にならない。

			「これは本当にクラフトが作ったのか!?」

			「作るところ見てただろうに」

			「それはそうなんだが、いくら錬金術師の紋章になったとはいえ、こんな高品質な物が作れるようになるものなのか？」

			「比較するものがないからわからんが、見てのとおり作れるのはたしかだ」

			「それもそうだな。クラフト！　このスタミナポーションを売ってほしいんだが！」

			「リーファン、どうなんだ？」

			　それまでニコニコと俺たちの会話を聞いていたリーファンに尋ねる。

			「うーん、今はまだちょっと考えられないかな。いろいろ問題ありそうだし」

			　何が問題なのかわからないが、開拓村のギルド長がそういうのであれば従うまでだ。

			「あー。とりあえずその辺りの話は、開拓村予定地に着いてからでいいか？」

			「わかった。道中はわけてもらえるんだろうか？」

			「それはかまわない。なんなら食事を一緒にすればいいさ」

			　もともと食事にしても、支援物資の範疇なのだ。護衛の冒険者が食べちゃいけないなんてことはない。

			「全員が同じ物を食べると、食中毒が怖いんだよな」

			　たしかに、長旅だと食中毒はたびたび発生する恐ろしい病気だ。

			　だが問題はない。

			「大丈夫だ。食中毒を治癒できるポーションも作れる」

			　まだ実験はしてないが、スタミナポーションを見るに、問題ないだろう。材料も支援物資に含まれる薬草で足りる。紋章がそれを俺に教えてくれた。

			「そ、そうか？　なら昼からご馳走になるか」

			「ああ。それが良い」

			「しかし、今言うことじゃないかもしれんが、どうしてこれほどの腕があるのに、冒険者としては微妙だったんだ？」

			　レイドック、もう少し言葉を包めよ……。

			「紋章官の言うことには、どうやら俺が持っていた魔術師の紋章。あれが相性最悪だったらしい」

			「そんなことがあるのか」

			「滅多にないらしい」

			「そうか……良かったな、クラフト」

			「ああ。遠回りしたけどな」

			　レイドックと拳を軽くぶつけ合う。

			　他のパーティーメンバーがニヤニヤとこちらを見ていた。

			　自分のやったことにこっぱずかしさを感じて、慌てて列に戻る。

			「さあ進もうぜ！」

			　俺が開拓民のみんなに声を掛けると、みんなが元気よく返事をしてくれた。

			「あ！　クラフトさん！　行きましょう！　行きましょう！」

			「いやー！　クラフトさんの薬のおかげでメッチャ元気ですよー！」

			「素敵な人……」

			「走ろう！　走ろう！　俺らは！　元気！」

			「はは、慌てて転ばないでくれよ」

			「おう！」

			　効果も安全性も確認できたので、次の日にカイル、マイナ、アルファード、ペルシア。それとお付きのメイドさんにも薦めてみた。

			　馬車一台を五人で使っているので広々だ。

			　差し出されたポーションに、アルファードが眉根を寄せる。

			「そんな得体の知れないものを……」

			「アルファード。その言い方は失礼だと思いますよ？」

			「はっ！　失礼した、錬金術師殿」

			　カイルに諭さとされ、アルファードが身を硬くした。

			「いや、気にしないでくれ。錬金術師としては駆け出しもいいとこだからな。それとクラフトでいい」

			「ポーションの効果が凄いのは認める。ただ、凄すぎて逆に怪しく感じてしまうのだ」

			　アルファードだけでなく、ペルシアも不審に思っているらしい。

			　たしかに、効果が絶大すぎる。

			　彼らの馬車をひく馬もパワーアップしていたので、効果は実感しているはずだ。

			　良く考えたら、彼らが連れてきた馬に、勝手にポーションを混ぜてしまったな。まあ、餌はこちらに用意させてたんだから、問題はないだろう。

			「開拓民の皆様を見る限り、害はないと判断します」

			「カイル様。それは少し早計かと」

			「僕は信じたいんです。クラフトさんという人を」

			「……」

			　アルファードはそれ以上何も言えなくなり、一歩下がるに留まった。

			「それに、マイナがちょっと限界なんです。マイナはジャビール様のおかげで病気は治っていますが、やはり荷物用の馬車での長旅はこたえているようです」

			　ジャビールだって？　俺でも知ってる高名な錬金術師の名前が出てきて驚く。そういえば医者としても名高いんだった。せっかく錬金術師になったのだから、金が貯まったらジャビールの著書をぜひ手に入れたいと思っている。おっと、今はそんなことを考える場面じゃないな。

			「カイル様もとっくに限界……いえ、なんでもありません」

			　ペルシアがカイルに気遣うような視線を向けたが、言葉を飲み込んで直立した。

			「僕は大丈夫。でも、そんな効力のあるスタミナポーションなら、ぜひいただきます」

			「わかりました。その前に私が確認いたします」

			　アルファードが有無を言わせず、俺の献上したポーションを一気にあおった。数秒の沈黙の後、彼は己の手を見つめながら小さく呟いた。

			「……？　な、なんだこれは？」

			　アルファードが驚愕の表情を浮かべたことで、もう一人の護衛ペルシアが訝しげに声を掛ける。

			「どうしたんだ!?　アル！　具合が悪くなったのか!?」

			「違う！　逆だ！　身体の芯に溜まっていた疲労が、すっと溶けていくというか……今なら団長の地獄特訓を丸一日続けられそうなほど、気力が満ち満ちてくる！」

			「え？　本気か？」

			「そのくらい、なんでもやれそうなんだよ」

			「それは逆に怖いんだが……」

			　ペルシアが疑いの目をアルファードに向ける。

			「カイル様。せめて半日、私にテストさせてもらえませんか？」

			「わかったよ。マイナも大丈夫かい？」

			　こくりと頷くマイナ。

			「それでは出発しようか」

			　歩き始めて数刻、一〇匹近くのゴブリンを発見した。

			　すぐに護衛の冒険者であるレイドックが向かおうとしたが、アルファードがそれを止めた。

			「待て！　そのゴブリンどもは私が相手をする！　貴殿らは開拓民を守ってくれ！」

			「わかりました！」

			　レイドックたちは素早く全周警戒の態勢に入る。その動きは熟練冒険者そのものだ。俺と袂を分かった後、レイドックたちがどれほど実力をつけたか、それだけでよくわかる。

			　ペルシアはカイルとマイナ、それにメイドの乗った馬車を守っている。

			「行くぞ！」

			　アルファードはゴブリンの集団に飛び込むと、剣士の紋章持ちらしく、多数の技を連発していった。

			「豪腕豪打！　疾風剣戟！　狼突崩壊！　なっ！　なんだこれは!?　いくら剣技を放っても疲れないぞ！」
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			　どう見てもオーバーキルです。ありがとうございました。

			　もちろんスタミナポーションなどなくとも、アルファードがゴブリンごときに苦戦するとは思っていなかったが、まさかあれほどの剣技を連発して、疲労の様子が一切ないとは思わなかった。

			　アルファードはゴブリンから魔石を取るのも忘れ、興奮した様子でカイルの下まで戻ってくる。

			「こっこのポーションは凄いものです！　保証します！」

			　興奮気味に胸を張るアルファードに、カイルは笑顔を見せた。

			「それは良かったです。これでクラフトさんの作ったポーションを飲めますね」

			　アルファードは大きく頷いた後、俺の手を取った。

			「クラフト！　疑って悪かったな！」

			「あ、ああ。ありがとう」

			「じゃあ、僕たちもいただこうか。マイナ」

			　いつもどおりカイルの後ろに隠れていたマイナが小さく頷く。

			「……ん」

			　こうしてスタミナポーションを飲んだ二人は、見るからに元気になり、馬車旅も楽しめるようになったのだ。

			　こんな感じで、俺たちは、予定していた旅程の一ヶ月をぶっちぎって、わずか一週間で開拓予定地へと到着したのだった。

			　現地についたとき、レイドックが呟いた一言がすべてだろう。

			「もう到着だと……？　嘘……だろ？」

			　うん。俺も思う。

		

	
		
			　

			大事なやつができたら、守ってやろうって話

			　

			　開拓予定地は、広い平野と隣接した深い森。少し離れた場所に川が流れ、視界の奥には雪化粧の残る山脈が見渡せる、とても綺麗な場所だった。

			「ずいぶんと良い場所だな」

			　てっきり開拓地なんてのは、深い森の中とか、湿地の側。または作物の育たない荒野だと思い込んでいた。

			　ところがやって来ると、どうしてこんな良い場所に村一つできなかったのか不思議なほど素晴らしい立地だった。

			「もちろん理由はあるよ」

			「聞いても？」

			「うん。ここは昔、土小人ノームの集落があったんだ。ほら、そこの草むらをよく見て、古い建物の土台が残ってるでしょ」

			「どれ……本当だ」

			　完全に草に埋もれていたが、所々石の土台が残っている場所を発見できた。

			「実は、私も子供の頃住んでいたんだ」

			「そうだったのか」

			　リーファンに子供の頃と言われると、微妙に違和感を覚えてしまう。今でも子供と判別付かないが、土小人ノームの血が流れているから仕方ない。

			　そして、どうして腕のある土小人ノームが、こんな開拓に志願したのか、少しだけわかった気がした。

			　少し寂しそうな横顔に、これ以上の理由を聞くことはためらわれた。

			　ただ、この地になんらかの思いがあるのは間違いないだろう。

			「よし。いっちょ立派な村にしてやろうぜ」

			「うん！」

			　改めて開拓に意欲を燃やしていると、背後から声が掛かる。

			「リーファンさん。クラフトさん。ちょっと良いですか？」

			　やって来たのは、カイルだった。もちろんアルファードとペルシア、それにマイナも一緒だ。

			「カイル様、おはようございます」

			　リーファンの挨拶に俺も続く。

			「おはようございます、カイル様」

			「はい。おはようございます」

			　この一週間の旅程で、俺とカイルの距離感はかなり縮んでいた。

			　カイルとはことあるごとに会話していたせいで、今では弟のように感じてしまっている。

			　少し仲良くなると兄妹のように感じてしまうのは、俺が孤児院育ちのせいだろう。孤児院では全員が兄妹だったからだ。

			「まず、ここまでお疲れ様でした。予定を大幅に短縮して到着したこと、感謝いたします」

			「カイル様が頑張ったからですよ！」

			「ええ。それに開拓民たちだけでなく、馬もですよ」

			　老人や子供を馬車に乗せることで、進行速度はちょっと尋常じゃない速度となっていたのだ。

			「クラフトさんのポーションを飲み始めてから、身体の倦けん怠たい感も消え失せ、生まれ変わった気分です。マイナもとても元気に過ごせましたから」

			「それは良かったです」

			　新たに得た錬金術の力で誰かの役に立つ。

			　それがこれほど嬉しいこととは俺自身思ってなかったのだ。

			　うん。

			　この力で誰かを助けられるなら、俺はそれを躊躇しない。

			「それでご用はなんでしょうか、カイル様」

			　リーファンが姿勢をただす。

			「はい。作業の前に、皆様に声を掛けた方が良いと、アルファードに意見されたもので」

			「それは良いですね。カイル様にお言葉をいただけたら、皆喜びます」

			「迷惑ではないですか？　クラフトさん」

			　俺は自信を持って笑顔で答えた。

			「そんなことはありませんよ。開拓民全員がカイル様のことを好きですから」

			　そう。

			　この旅の間、カイルは食事の配膳などを手伝い、とても貴族とは思えない頑張りを見せていた。

			　みんなのために何かをしたいという意思が溢れ出ていて、あっという間に全員の心を鷲掴んでしまったのだ。

			「私はみんなを集めて来ますね」

			「それでは俺は簡単なお立ち台を作っておきます」

			「うん。お願い、クラフト君」

			　空の木箱を適当に積み上げて、簡易お立ち台を作製していく。

			　空間収納から直に出すだけなので簡単なお仕事である。

			「あの、クラフトさん」

			「ん？」

			　突然背後から呼ばれ、思わず素の態度で返してしまう。

			「あ、失礼しました、カイル様」

			　慣れない敬語を使うと、カイルの表情が曇った。

			「それです」

			「はい？」

			「ちょっと気になってたのですが、クラフトさんにはもう少し、フランクに接してほしいのです」

			「いやいや！　そんなことできませんよ！」

			　君の後ろに立っている怖い護衛がめっちゃ睨んでくるし！

			　現時点でも、だいぶぐだぐだなのに、これ以上フランクとか、それこそ打ち首レベルだろう！

			「クラフトさんにいただいたスタミナポーションのおかげで、本当に助かっているのです。恩人というだけでなく、元冒険者なのですから、無理をする必要はないですよ」

			　内心で弟みたいに思ってるとか、余計に言えなくなったぞ!?

			　これを飲んだら、歯止めがきかなくなってしまう。

			「僕としては、クラフトさんにはぜひ自然体でいてほしいのです。僕たちに気を遣って、本領が発揮できない方が損失だと思っています」

			「しかし、それは……」

			「やはり……迷惑でしょうか？」

			　しょんぼりと、顔を伏せつつも上目遣い。

			　あー！　もう！　反則だろ、それは！

			　二人の護衛に目をやれば、額を押さえるアルファードと、苦笑しているペルシアだった。

			　つまり、諦めているのだろう。

			「あー……」

			「ダメですか？」

			「そうだな……冒険者の態度でいいってのなら、敬語すら使わないってことになるんだぞ？」

			　試しにタメ口調を使ってみると、明らかに顔を輝かせるカイルだった。

			　何度かタメに近い言葉を使っていたので今さらではあるのだが、意図的に口にしてみると、なんて偉そうなのだ、俺は。

			　だが、カイルは心の底から嬉しそうだった。

			　これは、本気だわ。

			「もちろんです！　むしろその方が嬉しいです！」

			「お二人のご意見は？」

			　アルファードが絞り出すように零こぼす。

			「本音を言えば、止めていただきたい。が、カイル様がそれをお望みであれば……」

			　対してペルシアはそこまで深刻な様子はなく、しょうがないといった態度だ。

			「他の貴族の前で出さなければ……カイル様の気持ちを尊重するべきだろう」

			「なるほど」

			　あんな兄と一緒にいたのだ。

			　もしかしたら、窮屈な生活に嫌気が差していたのかもしれない。

			　これでカイルが満足するのなら……。

			「わかった。その代わり、文句は言わせないぞ？　カイル」

			「はい！　よろしくお願いします！　クラフトさん!!」

			「は、ははは……」

			　怒るどころか、喜んじゃったよ。

			　こりゃ、気合い入れてかないとだな。

			「よし、まずは開拓民に挨拶だな」

			「はい！」

			　ああダメだ。もう貴族として見れねぇ……。もともと弟みたいに感じてたからお偉いさんとして接するのは難しくなったぞ、これ。

			　孤児院では、年上は全員が兄で姉だったし、年下は全員弟と妹という生活だったのだ。一般的な平民と比べても、俺は兄妹に対する垣根がとても低い。

			　少し仲良くなれば、みんな家族のように感じてしまうのだ。

			　そこに村人を引き連れたリーファンが戻ってくる。

			「あれ？　何かありました？」

			「いや、何でもない」

			　本当はあったが、説明が面倒くさい。後でいいや。

			「そうですか？　村人を全員集めてきました」

			「リーファンさん。ありがとうございます」

			　カイルは一度こちらに顔を向け、ニッコリと微笑むとお立ち台に上がっていった。

			「なんかあったの？」

			「えー、いや、まぁいろいろだ」

			　辺境伯の三男と仲良くなってしまいましたとは言いにくいだろ。

			　そうそう、どうでもいいが、辺境伯って聞くと、人によっては地方に追いやられた三流貴族だと勘違いしている人もいると思うが、実際は、問題の多い広大な辺境を一手に任せられる、超有能な貴族だからな。

			　辺境伯が治める地域は、ほぼ独立国だと思って良い。

			　カイルがいなくなったことで、掴まる相手のいなくなってしまった妹のマイナ。

			　旅の道中で聞いた話だが、カイルとは双子らしい。

			　マイナは不安げにキョロキョロした後、なぜか俺の背中にピタリと張り付いた。

			「……」

			　そして無言で見上げてくる。

			「えっと。そこで良ければいくらでもいてください」

			「……！」

			　マイナはビクリと身体を震わせた後、頬を赤らめ、俺のマントへ埋まるように身を隠してしまった。

			　その間にもカイルの演説は続く。

			「――という状況から、この地の開拓が決定しました！　山脈を越えた向こうに帝国。いまだ人類の踏破を認めぬ深き森に挟まれつつも、肥ひ沃よくな平野を有するこの地の開拓は急務です！　皆様どうかお力をお貸しください！」

			　演説が終わると拍手喝采。

			　なぜかアルファードとペルシアが涙ぐんでいた。「立派になって……」とか「お見事です」などと親みたいなセリフがわずかに聞こえる。

			「もう一つお知らせがあります！」

			「ん？」

			　挨拶でなく、お知らせ？

			　なにかあったっけと、リーファンに視線を投げるも、首を横に振るだけだった。

			「幸い、僕たちには素晴らしい錬金術師のクラフトさんが付いています！　皆で良き村を作って行きましょう！」

			「「「「わああああああああ！！！！」」」」

			　謎の喝采が響いた。

			「クラフト君……」

			「いや！　これは！」

			　お付きの二人、アルファードとペルシアは頭を抱えてその場にしゃがみ込んでいた。

			　俺のせいじゃないからな!?

			「「「カイル様万歳！　クラフト様万歳！　カイル様万歳！　クラフト様万歳！」」」

			　やーめーろー！！！！！！

			「これは責任重大ねぇ。クラフト君？」

			「ぎゃあーーーーーす!!」

			　ええい！

			　自棄やけだ！

			　こうなったら全員、俺が面倒見てやるよっ！！！！！

		

	
		
			　

			自分だけ理解していることを伝えるのって、大変だよなって話

			　

			「村の皆さーん！　これから仮設の住宅を建築していきまーす！　すでに計画図があるので、必ず指示に従ってくださーい！」

			　リーファンの号令に、力強く応える開拓民たち。スタミナポーションのおかげで、みんな元気いっぱいだ。

			「「「おー！！！」」」

			　開拓作業を始める住民たち。

			　それらを眺めていたい冒険者のレイドックがリーファンの下へと移動する。

			「ようリーファンさん。俺たちの仕事は、ここまでってなってるわけだが」

			「あ！　そうですね。短い間でしたがありがとうございました！」

			「いやいや。予定より遙かに早く終わったが……ちゃんと満額もらえるのか？」

			「もちろんです。念のため一筆したためておきますね。そうだ。追加の仕事を頼みたいのですが」

			「なんだ？」

			「はい、この土地の領主であるベイルロード辺境伯の住む街、ガンダール生産ギルドへも私たちが現地に到着したことを連絡してほしいのです」

			「辺境伯直轄の街だと、なるほど遠回りだな」

			　ベイルロード辺境伯の住む街、ガンダールは俺たちが住んでいた町とは方向が違う。ガンダールに寄っていくとかなりの遠回りだ。

			「はい。ですがその分報酬を受け取るのは早くなりますし、お願いできますか？」

			「いいぜ。そっから元の町への護衛でも見つけたら一石三鳥だ。任されてやるよ」

			「ありがとう！　こちらで用意した報酬は……」

			　リーファンが報酬の話をしようとしたら、レイドックが軽く片手を上げて遮った。

			「それなんだが、報酬は例のスタミナポーションをひと瓶でもいいから譲ってほしい」

			「え？」

			「旅の間ずっとお世話になってただろ。その凄さは充分身に染みてる。これがあれば俺たちはどんな危機に陥っても生きて戻れるだろう」

			　レイドックの表情は真剣だった。俺も元冒険者だ。レイドックがほしがる気持ちがわかるので、二人に割って入る。

			「わかった。ひと瓶で良いんだな？」

			「ああ。なんといっても他のポーションと違って、ひと匙で効果抜群だからな。一瓶でも当面保つからな」

			「あのね、クラフト君。話の腰を折るようだけど、一つ問題があるんだよ」

			「ん？」

			「ポーションは長期保存するには、専用の瓶が必要になるんだよ。じゃないと劣化していくの」

			　リーファンの指摘に、レイドックが額を押さえた。

			「しまった。その問題があったか」

			「ああ、そのことか」

			　冒険者からしたら、常識の話だ。

			　冒険中に飲み終わったポーション瓶を持って帰らねばならず、重量の軽減にならないというのは、冒険者の鉄板笑い話の一つだったりする。

			　その件に関しての説明をしていなかったことを思い出す。

			「クラフト、専用のポーション瓶は作れないのか？　いや、手持ちのヒールポーションを捨てれば瓶は確保できるか」

			「いや、その必要はない」

			「どうしてだ？」

			　片眉を持ち上げるレイドック。当然の疑問だろう。

			「答えは簡単だ。このポーションな、劣化しないんだ」

			「……は？」

			「……え？」

			　レイドックだけでなく、リーファンも間抜けな声を上げた。

			「リーファンの鑑定だとわからなかったか？　このポーションの効果がなくなるまで、千年かかるらしい」

			〝鑑定〟の魔法は、元の才能や紋章の違いで、鑑定できる項目に差が出ることがある。また、何度も使っていると熟練度的なものが上がり、解析できる情報量が増えたりする。リーファンの鑑定では、ポーションの保存期間までは判別できなかったのだろう。

			「はぁ!?」

			「千年!?」

			　そりゃ驚く。

			　俺だって驚いた。

			　ちなみに、専用のポーション瓶に入れると一〇億年持つらしい。

			　意味ねぇけどな！

			「だから、この水袋に入れておけば、大丈夫だ」

			「はぁ!?　ポーションを水袋だって!?」

			「クラフト君！　それ本当なの!?」

			「鑑定が間違ってなければな。ちなみにその水袋にポーションを入れたのは三日前だけど、一切劣化した様子はない」

			　旅の途中、本当に劣化しないのかテストするため、スタミナポーションを革の水袋に入れたままずっと腰に吊るしておいたのだが、ポーション特有の急激に品質が劣化していく現象は一切起きなかった。

			「錬金術師、すげぇな……」

			「いやいやいや！　レイドックさん！　クラフト君の錬金術はだいぶおかしいからね!?」

			「あー、やっぱそうだよなぁ」

			「うんうん！」

			　なんだか酷いことを言われてる気がする。

			「言いわけするようだが、今まで魔術師の紋章を持ってた頃は、なんていうか、魔力に対して全力で蓋をしているような感じだったんだよ」

			「えっと、どういうことかな？」

			　リーファンがこてりと首をかしげる。

			「上手く言えないが、沸騰したヤカンの蓋を、力ずくで押さえ込むのに精一杯で、他のすべてのことができなかったとでも言えば通じるか？」

			「なんで今まで気付かなかったんだよ」

			　レイドックのツッコミに苦笑するしかない。

			「比較対象がなかったんだ、しょうがないだろう？　俺だって新しい紋章になってから、初めてあれが異常だったって理解したんだからな」

			　最初に紋章が刻まれたとき、紋章官に魔力が馴染むまでしばらくは魔力が重く感じるかもしれないと言われたので、初期はそんなものだと思っていたし、その後、魔力そのものが増えている実感があったので、ずっと疑問にも思わなかったのだ。

			「そんなもんか」

			　レイドックは一応頷いたが、あまり納得している顔ではなかった。

			「そもそも、普通は相性の悪い紋章ってのは刻まれないから、かなりの特殊例らしい」

			「なるほどな。そもそも紋章自体が、本人と相性の良いときにしか刻まれないと俺たちは思っていたからな」

			「ああ。俺もそう思っていたから、まさか紋章との相性が悪いなんて想像もしてなかったんだよ」

			　釈然としない顔つきながらも、頷く二人だった。

			「リーファン。報酬ってことなら、その水袋ごと、渡して良いよな？」

			「うーん。正直レイドックさんたちが得をしすぎな気もするけど……」

			「原価は滅茶苦茶安いからなぁ」

			　薬草の量などたかがしれている。

			「それは関係ないよ。でき上がった品質がすべてだから」

			　リーファンの言うこともわかる。そもそも錬金術師が少ないことから、ポーションの生産量が少なく、需要と供給の問題で値段が高いのだ。

			　だが、道中だけでなく過去のことも含めてレイドックには少しでも恩を返しておきたい。

			「まぁそうなんだが、あんまり実感もないからなぁ」

			「そうね……わかったよ。その代わり、急いで連絡してね」

			「もちろんだ。昼飯だけ一緒させてもらえば、スタミナもりもりだろ？　明後日までには連絡してやるさ」

			「え？　明後日までに？」

			「はは！　本気の冒険者舐めんなよ！　スタミナが尽きないってことは、ずっと走り続けられるってことだぞ？　二日もあれば楽勝だ」

			「頼もしいね。じゃあ、お願いするよ」

			「おう。交渉成立だな」

			　こうしてレイドックたちは、お昼だけ一緒に食べて土煙を上げながら走り去って行った。

			「速〜！」

			「あれが現役冒険者のスタミナを無視した本気ってことだろう。普通に考えると、あんな速度で走れば、五分で動けなくなるんだがな。さて、これからどうする？」

			　リーファンは迷わずに地面を示す。

			「えっとね。何人か付けるから、この辺りに荷物を出して並べていって。その後はテントの設営をお願いするね」

			「リーファンは？」

			「残りの人たちで、予定図を地面に写してから、仮設住宅の建設を始めるよ」

			「わかった。先に必要な資材を出しておく」

			「うん。お願い」

			　スタミナポーションのおかげで、尽きぬ体力を得た開拓民たちは、一般人とは思えないスピードでどんどんと作業を進めていく。

			　腕力や魔力が上がるわけではないので、木材を一人で運ぶといったことはできないが、とにかく一切の休憩なしで、ずっと全力を出し続けられるのだ。その効率の良さは異常の一言だ。

			　仮設住宅作りは順調以上に進み、半月を予定していた作業を数日で終えてしまう。

			　まだまだ掘っ立て小屋レベルではあるが。

			「これでテント暮らしも終わりね」

			「いやぁ！　これもクラフトさんが作ってくれたスタミナポーションのおかげですよ！」

			「ええ！　これさえありゃ、俺たちなんだってやりますよ！」

			「必要な木材があるなら言ってください！　俺ら木こりなんで、いくらでも木材調達してきますよ！」

			「俺たち狩人だって、明日から狩りに出やすぜ！」

			「家具類がほしくなるねぇ」

			「その辺は生産ギルド長のリーファンさんにお任せだな」

			「うん。任せて」

			　こうして、開拓村は猛スピードで村の体をなしていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　仮設住宅の建設が一段落した。

			　あらかじめ部品として積まれていた建材を組み立てるだけであら不思議、長屋タイプの仮設住宅がいくつも完成していく。

			　そのうちの一棟を仮の生産ギルドとした。俺とリーファンはそこで一緒に暮らすことになった。

			　もちろん部屋は別々だぞ！

			　町でなら問題だろうが、ここは住民一丸となって生活していく開拓村だ。変な邪推をするやつはいない。たぶん。

			　村人全員の寝床が揃ったところで、カイルに呼び出された。

			　カイルを中心とした一行には、長屋を丸々一つ使ってもらっている。貴族に使ってもらうような物ではないが、現状提供できる最大級なのだ。テント暮らしよりはマシなはずだ。

			「リーファンさん、クラフトさん。少し相談があるんです」

			「はい、なんでしょう？」

			「実は井戸が作れないかと相談を受けたんです」

			　リーファンが首をかしげる。

			「井戸ですか？　川は近いですよね？」

			「はい、そこまで遠くはないですし、スタミナポーションのおかげで、往復すること自体は苦にならないそうなのですが、水は常に必要ですから、運搬に時間を取られたくないそうなんです」

			「それはたしかに」

			　リーファンが腕を組んで頷いた。

			　威厳は一切ない。

			「うーん。井戸か……たしかにあれば便利よね」

			「はい。お願いできませんか？」

			「そんな簡単に水脈が見つかるかなぁ？　クラフト君、どうしよう？」

			　リーファンがこちらに考えあぐねている様子で視線を向けてきた。

			「水か……解決案は二つだな」

			「え？　二つも？」

			　そういえば、紋章で得たことで新たに身についた魔法の話はほとんどしてなかったな。

			「ああ。一つは必要な量の水を魔法で生み出す」

			「え!?　一〇〇人が生活に必要な量の水を!?」

			「前の……魔術師の紋章だった頃は、水を生み出す魔法で作れる量はコップの半分以下……いやもっと少なかったんだけど、なんか錬金術師の紋章になったら、大量に生み出せるようになった」

			　相性最悪の紋章から、相性最高の紋章に変わったことで、どれくらい魔法の威力が変化したのか確認するため、こっそり実験に使ったのがちょうどこの水魔法だったのだ。

			　夜中にコップ一杯の水を生み出そうとして魔力を込めたら、幌ほろ馬車よりも巨大な水の塊が生まれて、そのまま陸で溺れそうになったのはいい想い出だ。

			　おそらく本気を出せば、ため池くらいは作れる。

			「さすがクラフトさんです」

			「あ、相変わらず無茶苦茶ね」

			「それなら――」

			　カイルが結論づけようとしたが、その言葉を遮る。

			「それでも良いんだが、もっと良い方法があるぞ」

			「もっとですか？」

			「なになに？　気になるよ！」

			　妙に食いついてくる二人。

			「ダウジングをしよう」

			「だう……？」

			「じんぐ……？」

			　どうやらあまり知られていないものだったらしい。

		

	
		
			　

			強くなるのを実感できるのは、いいよねって話

			　

			「錬金術で、ダウジングティアドロップっていう宝石が作れるんだ」

			　紋章の囁きで得た知識の一つだ。

			「あ、思い出した。ダウジングってあれね。水脈や鉱脈を探せるっていう」

			「そうだ」

			　どうやらリーファンは知っていたらしい。さすが生産ギルドから責任者を任されることはある。

			　あくまで錬金術師の紋章が教えてくれる知識なので、確実ではないが、経験上紋章が嘘を教えたことはないのでまず大丈夫だろう。

			「ダウジングティアドロップを紐で吊るして、探したい鉱脈や水脈をイメージしながら歩くと、それが埋まっている場所に反応して光るんだと」

			「なるほどね。クラフト君が常に村にいるとは限らないもんね」

			　カイルも理解したのか頷いた。

			「クラフトさんがいないときでも、簡単に水を確保できるようにするわけですね」

			「ああ。買い物とか素材探しとか、外に出ることも多いだろう。井戸があった方が良いと思う」

			「そうだね。それに越したことはないよね」

			「水脈の場所がわかるのであれば、当てずっぽうに何カ所も試し掘りをしないで済みますね」

			　井戸掘りでもっとも大変なのは地下水脈を見つけることだ。川が近いことから地下水脈自体は存在しているだろうが、運が悪ければ何十カ所掘り下げても見つからない可能性がある。

			「ただ、一つだけ問題があるんだよ」

			「問題？」

			「ああ、ティアドロップを作製するのに、材料が足りない」

			「何が足りないの？」

			「魔石だ」

			「あー……」

			　魔石。

			　それは魔物とかモンスターなどと言われる生き物から取れる、魔力を内包した石だ。

			　錬金術を含めたあらゆる生産に必要となってくる。高品質な武具の作製や、一部の魔導具などにも使用される用途の広い素材である。

			　今必要な魔石は、そこそこ普及している品質で良いのだが、ゴブリンくらいの魔物だと、微妙に足りない。

			　魔石は使用頻度が高いため、当然今回の支援物資にも含まれているが、調べたところゴブリンクラスの魔石しかなかった。

			　なお、魔石の取れない生物は、人間や亞人種を含め動物扱いだ。

			「オーク辺りを狩らないと難しいだろうなぁ」

			　俺と一緒に、支援物資の魔石を確認していたリーファンが手を腰に当てた。

			「オーククラスの魔石かぁ」

			　カイルが何かを思いついたらしく、名案というふうに手を打った。

			「それならアルファードかペルシアに狩りへ行ってもらいましょう」

			　俺はそれを即座に否定する。

			「ダメだ。二人の実力が高いのはわかってるが、ソロで行くのは認められない」

			「なら二人で……」

			「もっとダメだ。いったい誰がカイルと村を守るんだよ。もう護衛の冒険者はいないんだぞ？」

			「クラフトさんがいらっしゃいますし……」

			「もちろん、いざという時には全力で守るが、そういうのは専任の人間に任せるもんだ」

			　カイルの背後に立っているアルファードが、うんうんと頷いていた。

			「町に買いに行く？　オーククラスの魔石なら、予算内で足りるよ」

			　一般的に流通している魔石のほとんどはゴブリンクラスの物だ。

			　元冒険者の俺からすると、ゴブリンクラスの魔石は買い取り価格が無茶苦茶安いのに、売値はそこそこすることから、あまり購入したいと思わない。

			　今必要としているオークレベルの魔石がもっとも需要が多いため、品質の割りに値段が高い。

			　オークより上の品質になると、狩れる冒険者が激減するため、流通量が激減し、値段が跳ね上がっていく。

			　冒険者の常識としては、どうしても魔石が必要なときは魔物を狩りに行くものだ。もっとも冒険者にとって魔石を含めた素材を売ることが主な収入源なので、悩むところなのだが。

			「それが一番早いとは思うんだが、この先も定期的に魔石は必要になってくるんだよなぁって」

			　元冒険者の性さがなのか、オーククラスの魔石を継続的に購入する気になれない。

			「それもそうだね」

			　俺とリーファンが難しい顔をしていると、カイルが不思議そうに見上げてきた。

			「魔石というのは、そんなに必要になる物なんですか？」

			「錬金術には必須だな」

			「金属関係でも結構使いますね」

			　スタミナポーションも実は変則レシピなのだ。薬草の他に砕いた魔石を混ぜるのが紋章の教えてくれる基本レシピなのだが、代わりに魔力を大量に流し込む変則レシピも存在したので、今はそれを使って作製している。幸い俺の魔力は豊富だ。

			「なるほど……」

			　三人で頭を抱えていると、慌てた様子の大声が響いてきた。

			「た！　大変だぁ！　森の奥にオークの集落があるぞ！」

			　俺たちが慌てて長屋から飛び出すと、血相を変えた男たちが森の奥から転がるように走り出てくるのが見えた。

			　朝から狩りに出ていた狩人たちだ。

			「やばいぞ！　二〇匹以上のオークがいた！　大集落だ！」

			　村で作業していた人間が狩人の絶叫を聞いて悲鳴を上げる。

			　一般人からすれば、オークは死を運んでくる悪魔そのものだろう。

			　狩人たちがこちらにやってきて、カイルにオークの集団を見つけたことを報告してくれる。

			「オークの集落か」

			　冒険者からしたら、そこまで強敵ではないが、それでも気心が知れたパーティーでもなければ相手をしたくない規模だ。

			　それにしても狙ったようなタイミングだな。

			　隣接する森は見た目以上に危険と説明を受けていたが、厄介だ。

			「二〇匹は多いね。私一人じゃちょっと無理かな」

			　リーファンの呟きに、俺は驚く。

			「え？　リーファンは戦えるのか？」

			「生産職は素材集めも基本だからね」

			「冒険者以外でもオークなんかと戦うんだなぁ」

			「魔石はいくらあっても足りないからね」

			「ああ、そうなるのか」

			　冒険者の収入で、もっとも安定しているのが魔石の買い取りになる。

			　厳密に等級別で買い取り価格が設定されていて、誤魔化されることもない。

			　俺もよく世話になったものだ。

			　しかし、オーク程度ならば……。

			「よし、まずは俺一人で様子を見てくる」

			「え？　一人で？」

			「これでもつい最近まで冒険者だったんだぞ。偵察くらいできるさ」

			　カイルが不満げに噛みついてきた。

			「アルファードやペルシアを一人で出すのはダメと言っていたではないですか」

			「職業軍人と冒険者を一緒にしないでくれ。こっちは魔物のスペシャリストだ」

			　冒険者は危険な魔物を退治するからこそ、独自の武力を許されている。

			「でも魔術師だったわけですから、普通は単体行動をしませんよね？」

			「その魔法で役に立たなかったからな、やれることはなんでもやってたんだよ」

			　掃除に洗濯、料理に偵察。短剣や杖術に薬草の見分け方……。

			　ほんと魔術師として求められる仕事以外の雑用ばっかりしてたな。とほほ。

			「苦労してたんだね……」

			「クラフトさん……」

			「言うなよ」

			　二人の同情が痛いわ！

			　幸い、空間収納があるので、特別な準備をする必要もない。

			「それじゃあ行ってくる」

			「無理はしないでくださいね。やはりアルファードかペルシアのどちらかを同行させたほうが……」

			「相手の規模がまだ確実じゃないんだ。村の守りにあの二人は絶対必要だ。カイルだけの問題じゃあない」

			「それは……たしかにそうですね。わかりました。お気を付けて！」

			「大丈夫だ。任せろ」

			　冒険者は魔物退治のスペシャリストなんだぞ、心配はいらない。それにゴブリンくらいなら肉弾戦で倒せるくらい鍛えてたしな！（悲しみ）

			　俺は狩人にオークの場所を聞いて、森に向かって進んで行った。

			　森に踏み入ると、分厚い木々が太陽の光を遮り、自然のままの下生えが進行を阻む。

			　スタミナポーションを服用していなければ、すぐに疲労して動けなくなっていたところだ。

			　魔の森と言われるだけあって、かなり視界が悪い。素人が踏み入ったら、魔物にしろ獣にしろ、接近に気付かず、襲われるだろうな。

			　開拓の方向性としては、村の近くの森に手を入れて、里山のような林へと変えていく必要があるだろう。

			　そんなことを考えつつ、慎重にオークの住み家へと忍び寄っていく。

			　気配を感じたので、大木に隠れながら様子をうかがうと、木々のひらけた場所があり、原始的な村が作られていた。

			　オークやゴブリンなど一部の魔物はある程度の知性を持ち、このように原始的ではあるが、文明を築いている。知性があるのだから交流可能と思うだろうが、魔石を持つ魔物は、どういうわけか人間や獣人に対して常に敵意を向けてくる。現在、世界の常識として魔物は倒すべき敵として認識されている。

			　俺は静かに木に登って、慎重にオークの村を観察する。魔術師時代に身につけた斥候の技術だ。とほほ……。

			「なるほど、二〇……いや、三〇匹はいるな」

			　冒険者時代の最後に所属していたマルボロのパーティーくらいの戦力がなければ相手をしたくない数だ。

			　レイドックのパーティーでも、正面から仕掛けることはないだろう。いや、スタミナポーションがあればごり押しできるか？

			　そんな考えが一瞬よぎったが、今考えることではないと頭を振った。気を取り直すように独りごちる。

			「さて、試してみるか」

			　俺が危険な偵察任務を一人で受けたのには理由があった。

			　それは、錬金術師の紋章に関係する。

			　魔術師の紋章を持っていた頃は、とにかく、魔力の流れは最悪、全力で自分自身を抑え込むのにそのパワーのすべてを使い果たし、実際に魔法に使えた魔力は残りカスだったのだ。

			　それを理解したのは最近だが、今の俺であれば、魔力の無駄なく魔法を放てると、錬金術師の紋章が教えてくれる。

			　魔術師時代に覚えた魔法だけでなく、新たに上位の魔法すら今の俺なら使えると紋章が囁くのだ。

			　水を生み出す魔法で、昔と今の魔法の違いはある程度理解したが、新たに使えるようになった上位の攻撃魔法に関しては、まったく実感がない。紋章の囁きが威力を教えてくれるが、どうしても疑心暗鬼になってしまう。今のうちにしっかりとテストしておきたい。

			　いざというときやっぱり使えませんでしたでは済まないからな。

			「ま、ダメなら逃げよう」

			　幸い、逃げるのは得意だった。

			　冒険者時代、何度か一人で狩りをした経験もあるが、上手く行かないことが多く、逃げることは多かった。

			「森の中だから、火魔法は却下」

			　魔術師の紋章だったときに使えていた火魔法なら、火事になる心配はないかもしれないが、かわりにオークの一体すら倒せない。

			　紋章から流れてくる知識だと、その同じ初級魔法すら威力は大幅に上がっているらしいが、さすがに細かいところまで試してみないとわからない。

			　土の攻撃魔法は癖のあるものが多いので、今回は却下。

			　そうなると風か水が良いだろう。

			　四属性以外の魔法も覚えたのだが、未知数すぎるので却下。

			　それらの条件を前提に、俺は使用する魔法を決めた。

			　退路を確認しつつ、オークの集落が目視できるギリギリの距離から、魔法を放つことにする。

			　冒険者時代には、貧弱な攻撃魔法を少しでも活用するために、スニーキングもずいぶんと訓練したものだ。

			　その瞬間、今まで使ってきた、初級魔法の威力が頭をよぎる。

			　水弾を飛ばして敵の顔に直撃させても、時間稼ぎくらいにしかならず、火球など名ばかりで、火打ち石の代わりくらいにしかならなかった。

			　だから、俺は今使える最高の攻撃魔法を選択した。

			「〝深淵の冥層氷獄牢〟!!」

			　それは水と風、両方の属性を併せ持つ〝魔術〟と呼ばれるほど強力な魔法だった。

			　別名コキュートス。

			　Ａ級冒険者の魔術師でも、使える者はほとんどいないという。

			　この魔法がまともに使えるなら、宮廷魔術師としてスカウトされるレベルだ。

			　――本当にこんな魔法が使えるのだろうか？

			　疑問に思いつつも、たしかに紋章はその魔術式を教えてくれる。俺に使えると囁くのだ。

			　だから、実験もかねて使用してみた。

			　紋章によって整えられた魔力が、スムーズに魔術式を構築し、世界の理を魔法という力で書き換えていく。

			　本当にこの強力な魔法が発動できるのであれば、三〇匹のオークを一撃で全滅させることも可能だろう。

			　そんな気持ちで放った魔法だった。

			　だから。

			　発動した〝深淵の冥層氷獄牢〟による惨状にまともな言葉が出なかった。

			「な……なんだこりゃ……」

			　突如目の前に広がった白き光景に呆然とするほかなかった。

			　オークの集落どころか、その何十倍という範囲が一瞬で凍り付き、生きとし生けるものすべてが氷漬けになってしまったのだ。

			　一気に気温が下がったことで空気中の水分も凍結。

			　白い霧となって周囲に広がっていく。

			「寒い！」

			　周囲に冷風が吹きすさび、一気に身体を冷やす。

			「うおおおお！　〝耐寒〟！」

			　すぐさま寒さに耐える魔法を自らに発動した。補助強化魔法なので、さすがに神官の紋章持ちほどの効果はないが、大量の魔力を消費することで最低限の効果を維持する。

			「いやはやこれは……」

			　今まで、親指程度の水弾を出すのに、身体中から力をねじくりだしていたというのに、今ではごくスムーズに魔力が魔術術式によって事象へと変換されているのだ。

			「ああ……これが本当の攻撃魔法！」

			　それまで、高い魔力をまったく活用できず、お荷物だった魔法が、錬金術師の紋章によって花開くとは皮肉なものだった。

			　だが！

			　やっぱ攻撃魔法ってのはこうでないとな！

			「っと、いつまでも浸ってたらまずいな」

			　俺は嬉々として、オークたちをたたき割り、魔石を取り出していく。値段の安い爪や牙などの素材は諦めた。

			　魔石を鑑定すると、ダウジングティアドロップを作製するのに充分な品質だった。

			　それが一気に三〇個以上集まり、ほくほく顔で家路につくのであった。

		

	
		
			　

			頼られたら、何とかしてやろうとなるって話

			　

			　村に戻ると、カイルとリーファンが仮設長屋のカイル邸で、今後の対策を立てている最中だった。

			　俺はペルシアに許可を得て部屋に入ると、報告を始めた。

			「なんか、倒せたんで魔石集めてきた」

			「え？」

			「は？」

			　リーファンとカイルが間抜けな声を出す。マイナが興味深げにこちらに顔を向けた。冒険譚とか好きなのだろうか？

			「え？　倒せたの？」

			「オークが二〇匹ほどいたそうですが、もっと少なかったのですか？」

			「いや、三三匹いた」

			「えぇ!?」

			　驚きすぎだろ、リーファン。

			　まぁたしかに自分でもびっくりはしてるんだけどな。

			　さすがにこの数だと、Ｃ級冒険者でもパーティー単位で無ければ対処は難しい。

			「きっちり全滅させてきたから安心してくれ」

			「え？　クラフト君、どうやって？」

			「攻撃魔法だが？」

			「え？　あれ？　魔術師として役立たずだったから冒険者ギルドをクビに――。あ！　ごめんなさい！」

			「いや、事実だから」

			　思わず苦笑してしまったが、別に不快に思ったわけではない。

			　事実すぎることが逆にちょっと面白かった。

			「なんか錬金術師の紋章になってから魔法の威力が上がっただけでなく、今まで使えなかった魔法も使えるようになったんだよ」

			「そんなことがあるんだ……」

			「そうみたいだ」

			　感心するリーファンとは別に、カイルが興奮気味だった。

			「クラフトさん！　さすがです！」

			「素材集めすることになっても、自衛くらいなら問題なさそうだな」

			　魔法の威力に、今からでも冒険者に戻りたい気持ちが少しだけ湧くが、生産ギルドで頑張ると決めたのだ。新たな地で頑張ろう。

			　カイルにあのむかつく兄貴を見返させてやるのだ。

			　目標が明確だから、迷うことはない。

			「材料は揃ったから、ダウジングティアドロップを作っておいたぞ」

			　錬金術で、帰りがけに作っておいたティアドロップをリーファンに手渡す。

			「じゃあ、さっそく試してみよっか」

			　俺たちは外に出て、紐に吊り下げたティアドロップを片手に村の中を練り歩く。

			　すぐに宝石がチカチカと輝いた。

			「ここに水脈があるのかな？」

			「リーファンがちゃんと水か水脈のイメージができていれば、そのはずだ」

			「念のため、もうちょっと回ってみようか」

			「賛成だ」

			　カイルには俺たちが見える範囲で座っていてもらい、二人で村中を歩き回る。

			　村の中には、何カ所かダウジングティアドロップが反応する場所があった。その中でも特に宝石が強く反応する場所で足を止める。

			「ここからこの向きに水脈があるみたいだね」

			　リーファンはそれまでの反応から、地下水脈の流れも理解したようだ。

			「カイル、この辺りが一番反応が強い。ここを掘れば水が出ると思う」

			「わかりました。すみません！　どなたか手すきの方は集まってもらえませんか!?　井戸を掘ろうと思います！」

			　カイルの号令で、集まってくる開拓民。

			　事情を聞いてシャベルを手に、全員が気合いを入れる。

			「よし！　掘るぞ！」

			「「「おお!!」」」

			　やる気に満ちた住人たちのおかげで、短時間で掘り進められる地面。俺も手伝おうとシャベルを手に取ったが、リーファンに「休んでて」と追いやられてしまった。

			　リーファンを筆頭に村人たちの頑張りで、あっと言う間に地面に縦穴が掘られてゆく。

			　一発で見事に地下水脈を掘り当て、すぐに水が湧き出てきた。

			　時間があれば岩盤をぶち抜き深い水脈から水を汲みたいところだが、当面はこの浅い水脈の井戸で充分だろう。

			　水が湧き出すのを確認した村人たちが喜びで騒ぎ出す。

			「おお！　凄い！　まさか一発で水脈を当てるとは！」

			「井戸ってのは何カ所も試し堀りして、ようやく見つかるものなのに！」

			　普通はそうだ。

			　一発で水脈を当てられるのは、かなり腕の良い井戸掘りでもなければ無理だろう。

			「ありがとう、クラフトさん！」

			「クラフトさんはオークも全滅させたんだぞ！」

			　どうやら、俺とリーファンが歩き回っている間に、カイルが村人に説明していたらしい。

			「凄い！」

			「クラフトさんがいてくれたら、開拓村も安泰だな！」

			「よーし！　やるぞ！」

			「頼りすぎるなよ！」

			「わかってるって！」

			　額に汗して井戸を掘ったのは、村人のみんなじゃないか。

			　そこまで褒められるとこそばゆい。

			「クラフトさんさすがです！」

			「錬金術師としては駆け出しも良いところなんだけどな」

			　魔術師の紋章を得たとき、先輩冒険者の魔術師に厚意で基礎を教わったこともあったのだが、それでも俺の魔法はまったく伸びなかった。

			　その先輩たちにしても、適性を見直すという発想に至らなかったことからも、適性判断自体珍しい行為だと言える。

			　今さらそれを考えてもしょうがないな。やるべきは、この錬金術の力をカイルたちのために振るうのみだ。

			　リーファンが最後に、村人たちが集めてきた石を敷き詰めて立派な井戸に作り上げる。

			　さすが、土や石の加工に優れる土小人ノームの血を引いてることだけはある。リーファンは本当に頼りになるギルド長だ。

			　こうして村には新たな井戸が設置され、綺麗な水に困ることはなくなったのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次の朝、アクビをしながら起きだし、炊き出し用に料理している村人に話し掛ける。

			「おはよう、スタミナポーションは足りてるか？」

			「おはようございます、クラフトさん。まだまだたっぷりありますから大丈夫ですよ！」

			　笑顔で水袋を叩いて見せてくる。村人たちの勧めるままに朝食をいただいた。

			　当面は炊き出しが続く予定である。

			　村人たちが全員食べ終わり、仕事に出て行ったタイミングで、カイルとマイナ、それにメイドと護衛二人が食事にやって来た。

			「おはようございます。クラフトさん」

			「おう、おはよう」

			「……おはよ……です」

			「ん？」

			　なんか今、わずかに声が聞こえたような……。

			　どうやらカイルの背中にいたマイナのようだった。

			「凄いですね、クラフトさん。マイナは滅多に人に懐かないんですが、挨拶するなんて」

			　俺は何もしていないのだが。

			　カイルがマイナにそっと話し掛ける。

			「マイナもクラフトさんが気に入ってるんだね」

			　カイルの双子の妹、マイナは返事をせずに、そそくさとカイルの背中に隠れてしまった。

			「すみません。恥ずかしがり屋なもので」

			「あ、ああ」

			　人見知りってレベルじゃない気もするが、貴族の淑女ってのはこんなものなのかもしれない。知らんけど。

			　マイナとどう接して良いか悩んでいると、リーファンもやってきた。

			「あ、クラフト君、おはよう」

			「おう。おはようさん」

			　ちょうどいいから、仕事の確認をしておこう。

			「さて、リーファン。これからの予定を教えてくれ」

			「うん。それなんだけど、予定が大幅に前倒しになってるから、村人みんなから、先にカイル様の家を作ってほしいって頼まれたんだ」

			「え？　今割り当てていただいている家で充分ですが……」

			「これは当面雨風を防ぐだけの仮設住宅ですから……。安全の面からも、きちんとした建物にしたほうが良いと思うんです」

			　それを聞いていた護衛二人とメイドがうんうんと頷いた。

			「たしかに、住むだけならそれほど問題ないが、いざというときまで考えると、ちょっと不安な面があるな」

			「そうなんだよ。それでみんなも自分たちは後回しで良いから……っていうかね。もともと一ヶ月はテントの予定だったから、全然不満はないんだって」

			「ああ、たしかに」

			　テントと仮設住宅では、雲泥の差がある。

			　そもそも仮設といっても、開拓民の中にはスラム出身なんてやつもいるのだ。下手したら元より良い暮らしをしているやつも多いだろう。

			　危険な開拓に参加する人間は、やはり一癖も二癖もあるやつらばかりなのだ。

			　借金返済のためだったり、いる場所がなかったり、家族を失ったりして、生活に困って仕方なく開拓民となったやつらばかりだ。

			　中には野心家だったり、夢を叶えるために参加した者もいるが、大半は開拓という危険をともなった重労働の代わりに、当面の食事と住み家、それとわずかな金を欲する人間たちなのだ、仮設住宅に文句を言うやつはいないだろう。

			「だから、私はしばらくそっちに集中するから、クラフト君は好きなことしてて良いよ」

			「好きなことって言われてもな」

			「クラフト君の紋章が鍛冶や大工だったら、手伝ってもらうんだけど、錬金術師の紋章って建築の知識も囁いてくるの？」

			「いや、ないな」

			　俺が苦笑すると、リーファンはにっこりと笑った。

			「貴重な錬金術師なんだから、開拓の役に立ちそうなポーションなんかを研究しててよ」

			「そうだな、いろいろ試したいこともあるし、しばらくは自由にさせてもらうよ」

			　紋章で得た知識の確認だけでなく、紋章を育てるための勉強だってしたい。

			　紋章が囁く知識は強力だが、自らが学習や経験を積むことで、より育つのだ。

			「うん。何か成果が出たら教えてね」

			「ああ。わかった」

			　リーファンに返事をしてから、にこにこと俺たちの予定を聞いていたカイルに向き直った。開拓地に到着したことで、これから本格的にカイルの仕事が始まる。

			「カイルも無理するなよ。なにかあったらすぐに相談しろ」

			「はい！」

			　そんなわけで、リーファンとカイルと分かれ、ギルドに戻ることにした。

			　商業ギルドであり、自宅でもある仮設住宅は、町で住んでいた冒険者ギルドの物件よりよほど快適だ。

			　一つの長屋には五つの部屋があり、二〇人以上が暮らせるようになっている。部屋も広めで、なにより雨漏りもない。

			　これが仮設というのだから、今回の開拓に掛ける意気込みを感じる。

			　五つの部屋分けは、俺の部屋、リーファンの部屋、生産ギルド部屋、簡易作業部屋が俺とリーファンにそれぞれ一つずつだ。俺は錬金部屋として使っている。

			　まだほとんど何もない錬金部屋に入り、戸棚に素材を整理していく。

			　錬金術をおこなうのに、錬金釜というものを用意すると、より効率良くポーションなどを作っていけるようなのだが、紋章がまだ必要ないと囁いている気がするので、当面は魔力のみで錬金していこうと思う。

			　錬金術師と言えば、最初に思い浮かぶのは回復のポーションだろう。

			　冒険者時代にお世話になったのは、外傷を治癒するヒールポーションだ。

			　一部の生産系紋章持ちだけでなく、聖職者系の紋章持ちが作製することもできるが、やはり錬金術師製のポーションは効果が高い。

			　もっとも効果に比例して、値段も高価になっていくわけだが。

			　そんなわけで、馴染みのあるヒールポーションから作って行こうと思うのだが……。

			「……」

			　なぜかマイナが俺のマントを掴んでじっと見つめていた。

			　その背後には無言のペルシアもいた。

			「えっと……」

			　俺は助けを求めてペルシアを見るが、彼女は困ったように頬を掻いた。

			「あー。マイナ様はお前のことが気に入ったようなのだ。今はカイル様も書類仕事に追われているし、迷惑でなければ、置いてやってくれ」

			　二人が後についてきていたのには気付いていたが、まさか錬金部屋まで入ってくるとは思っていなかった。

			　チラリとマイナとペルシアを見る。

			　全然関係ないが、今までは意識してなかったので気付かなかったのだが、ペルシア……たゆんたゆんだな。

			　どこがとは言わない。

			　リーファンにない物とだけ言っておこう。

			「別に見るのはかまわないが、面白いもんじゃないぞ？　良いのか？」

			　こくりと頷くマイナ。

			　ならいいけどね。

			　紋章が教えてくれるとおりに、ヒールポーションに必要な、数種類の薬草をすりこぎで軽く混ぜ合わせる。こういう手順を踏むと、まるで本物の錬金術師になった気分だ。

			　……本物の錬金術師だったわ。

			　俺は苦笑しながら〝空間収納〟の魔法を発動して、中身が空っぽの樽を取り出す。

			「うーむ。何度見ても見事な空間収納だな」

			「自分でも驚いてるさ」

			　俺が知ってる限り、空間収納を使えるやつでも、収納や取り出しに集中と時間が必要なことが多く、ここまで気楽に出し入れできるやつは見たことがない。

			　もちろん容量に関しても規格外であることを理解している。

			「すまない。邪魔したな」

			「いやいや。美人との会話は大歓迎だ」

			「なっ!?」

			　顔を真っ赤にして慌てふためくペルシア。

			　ウブかよ。

			　騎士とかやってたら、周りは男だらけだろうに。

			「……」

			　なぜかマイナにマントを強く引かれたので、用事があるのかとそちらを見るが、ぷいと横を向かれてしまった。

			　解せぬ。

		

	
		
			　

			緊急事態に、慌てちゃだダメだって話

			　

			「〝飲料水生成〟」

			　用意した空樽に、水を生み出す魔法を唱えると、樽を囲むように魔法陣が出現し、樽一杯の水が満ちると魔法陣は消えた。発動のための魔法陣を可視化した方が魔力効率が上がり、魔法の効力が上昇するのだ。

			　魔術師時代の俺であれば、生み出せる量はコップの半分に満たないくらいがせいぜいだったろう。

			　ワンフィンガー魔術師と呼ばれた記憶は忘れたい。

			　ツーフィンガーくらいは生み出せたんだからね！

			　俺が苦い記憶を思い出していると、ペルシアが樽を覗き込んでいた。

			「ふーむ。魔法一発で樽を満たすのか。軍にほしいな」

			「軍隊に所属するつもりはねーよ」

			　本気を出したら池を満たせる量を生み出せるとか言ってしまったら、強引に軍隊に引っこ抜かれそうだ。

			　井戸を掘って正解だったな。

			「……」

			　興味深げに樽を覗いているマイナ。恥ずかしがり屋だが、好奇心はあるようだ。

			　実際に妹がいたらこんな感じなのかね？

			「ちょっと下がっててくれ」

			　樽の中に、磨り潰した薬草を突っ込む。

			　長い棒で軽く攪かく拌はん。

			「ローブ姿で長い棒を使っていると、いにしえの魔女のようだぞ」

			「錬金釜を作ったら、実際そう見えるかもしれんぞ」

			「なんだそれは？」

			「いや、気にしないでくれ」

			　自分でも良くわかってないからな。

			　錬金釜という物を使って錬金すると、質を良くしたり、同じ材料で作製できる分量を増やせるらしい。

			　ただ、現状ではまったく困ってないので、先送りだ。

			　錬金釜を作るための材料も足りないしな。

			　ゴブリン品質の魔石を樽の上で握り込む。

			「〝魔石粉砕〟」

			　拳を覆う魔法陣が現れ、手の中の魔石が粉々に砕けるのを感じた。手を開き砂となった魔石を樽に投入し、さらに長い棒で攪拌する。

			「よし〝錬金術：生命三番錬金薬〟」

			　再び樽に魔法陣が現れると、ぼふんと煙が上がり、完成した。

			　ペルシアが一瞬身構えたが、すぐに危険はないと判断して、剣の柄から手を離した。

			「できたのか？」

			「第一段階はな。今完成したのは、これ自体は効力のない中間素材だ」

			「そういえば何を作っているんだ？」

			「ヒールポーションだ」

			「何!?　ヒールポーションだと!?　……ああいや、錬金術師なら当然か」

			「錬金術師っぽいだろ？」

			　俺はすりこぎを洗ってから、先ほどとは違う配合で薬草を磨り潰していく。空の樽を出してほぼ同じ手順で作業を進める。

			「次は〝錬金術：生命六番錬金薬〟っと」

			　必要な中間錬金薬が完成したので、今度は小さめの樽を取り出し、作ったばかりの錬金薬二種類を半分ずつ入れる。

			「今ある薬草だと、このくらいしかできないんだよな」

			　開拓の支援物資として用意してある薬草の中から、比較的高価で、量の少ないものを取り出す。ヒールポーションは必須なので使い切ってしまっていいだろう。

			　何種類かの薬草を磨り潰し、小さい樽に放り込み攪拌する。魔石を砕いてさらに混ぜる。

			　マイナがやりたそうに手をうずうずとさせていたが、実はただ混ぜているのではなく、魔力を注ぎ込んでいるので交代はできない。

			　すべての材料と魔力が混ざり合ったのを確認し、俺は最後の錬金魔法を使った。

			「行くぞ。〝錬金術：ヒールポーション〟！」

			　樽からひときわ大きな煙が上がり、一気に液体の色が変化する。

			　晴天の青空を思わせる、澄んだ青色だった。

			「完成したのか？」

			「だな」

			　魔力をごっそり持っていかれ、少しだけふらついたが問題はない。魔石の品質が良ければもっと楽だったのだが。

			　ふと思ったのだが、もしかして魔術師の紋章で魔力を抑えつけられることで、逆に鍛えられ増幅したのではないだろうか？　筋肉のように。

			　もしこれが事実だったら新しい鍛錬法として……いやダメだ。相性の悪い紋章は命に関わるって話だったろ。無茶するやつが出るかもしれないから、内に秘めておこう。

			「クラフト、これも匙一杯で効果があるのか？」

			「いや、品質を重視したから、摂取量は通常のヒールポーションと同じ量が必要だ。コップで半分だな。魔力で無理矢理品質を〝伝説〟まで引き上げたから効力は高いぞ。ちょっと待ってくれ〝鑑定〟……うん。成功してる」

			　一般的に流通しているヒールポーションと比べると、怪我の治る速度が速いだけでなく、かなりの大怪我も治せることをペルシアに説明した。

			「それは凄いな！」

			　ま。品質が伝説だしな。

			「これも簡単には劣化しないから、村の倉庫に入れておいて、怪我人が出たら使おう」

			　どの程度の傷が治るのかテストしておきたいところだが、スタミナポーションと違って簡単には試せない。

			　わざと怪我をして、治らなかったではすまないからな。鑑定もしているから、問題があるとは思えないが。

			「そうだな。怪我などないに越したことはない」

			「ああ」

			　もっと上位のポーションもいろいろと作れるが、現状では材料がまったく足りてない。

			　そもそも物語に出てくるような、それこそ本当の意味で伝説級のポーションなど、開拓村で出番はないだろう。

			「倉庫に仕舞って、みんなが自由に使えるようにしよう」

			「そうだな」

			　ペルシアが樽を運ぶのを手伝ってくれようとしたが、中間素材の錬金薬が入っている大樽はこのまま錬金部屋に置いておくからと断ってから、彼女の胸元に気付いて、少しだけ後悔した。

			　……少しだけだぞ？

			　ヒールポーションの入った小型の樽に蓋をして、村の倉庫に向かっている途中、カイルの屋敷を建設しているリーファンに、ヒールポーションの件を話しておいた。ついでにヒールポーション一回分の量を説明して、それにちょうどいいひしゃくを作ってもらうよう頼んでおく。

			「また、冒険者ギルドが奪い合いになりそうなポーションを作ったんだ」

			「打診があれば、普通に売っていいと思うんだが？　開拓村の予算にできるだろ。今は材料が足りなくてこれ以上は作れないが、森に行ったら素材は手に入るはずだ」

			　そもそも錬金術師が開拓村に参加する予定がなかったので、錬金術用の素材が用意されていないのだ。別の用途で使うための素材を無理矢理やりくりしているだけなので、購入する手もある。

			「その件はちょっと保留ね。値段とか困るし」

			「わかった。だが、村で使うのはかまわないだろ？」

			「今さらだしね」

			　この村のためになるなら、自重する気はない。

			　この村の人間は、俺にとって新たな家族みたいなもんだからな。

			「説明はリーファンから夕飯のときにでもしておいてくれ」

			「はーい」

			　こんな感じで、しばらくは錬金術師としての腕も磨いていくのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カイルの屋敷が完成した。貴族邸としては小さな物だが、村の規模を考えるとかなり立派だ。

			　二階建てで開拓村に住む貴族用と考えたら、充分すぎるできだろう。

			　疲れ知らずの住民の手伝いもあり、圧倒的スピードで完成したのは笑うしかないが。

			　カイルは恐縮していたが、むしろ住民全員で喜び、お祝いの言葉を投げかけていた。

			　そして、屋敷が完成してから数日は平和な日々がすぎていた。

			　木こりが伐採した木材を積んでいき、狩人が肉を獲ってきて、農民が畑を耕し、手すきの人間で家や倉庫を建設していく。

			　開拓初期は特に木材が大量に必要なので、木こりが大活躍だ。

			　馬車を引っ張るために連れてきた馬は農耕馬なので、切り倒した木材を運んだり、畑を耕したりとこちらも大活躍だ。スタミナポーションを振りかけた飼葉を喜んで食べるので、たっぷりと振りかけてやる。たーんとお食べ。

			　休息のいらない馬たちのおかげで重量物の運搬も楽々だった。

			　丸太が乾燥するまでは、俺が空間収納で運んできた木材を使っている。

			　俺も木こりを護衛しつつ森に入り、錬金術に必要な素材を集めては、実験や確認を続けていた。おかげでヒールポーションの在庫もかなり増えている。

			　そんなある日、事件は起きた。

			「おい！　ジタローが怪我をして帰ってきたぞ！」

			　農作業をしていた住民が、森からよろよろと歩いてくる人影に気がついた。

			「なんだって!?」

			「おい！　大丈夫か！」

			「気をしっかり持て！」

			　鍬くわを放り出して駆け出した住民が、朝から森に出ていた若手狩人のジタローを担いで広場に運んできた。

			　異常に気付いたアルファードとペルシアが屋敷から飛び出してくる。

			　アルファードがジタローに駆け寄った。

			「いったいどうした！」

			　俺も騒ぎを聞きつけて、慌てて錬金部屋から飛び出し、ジタローの容態を確認する。

			　怪我はあるが、意識もあるし、元気そうだったので、一安心だ。

			　ジタローは愛嬌のある顔立ちの狩人で、お調子者だが良いやつだ。そのジタローが悔しそうに首を横に振る。

			「それが、ゴブリンの小集団とかち合いやして。たかがゴブリンと油断しちまいました」

			「とりあえず、意識はしっかりしているようだな。ゴブリンの残りと位置は？」

			「大丈夫でさ。きっちり全滅しておきやしたから」

			　ガッツポーズを見せるジタローに、アルファードは安堵する。

			「そうか……念のため外で作業している人間は家に！　戦える者は一緒に村の周辺を見廻りだ！　ペルシア、カイル様とマイナ様を頼む」

			「承知！」

			　アルファードの指示に、ペルシアが応える。

			「クラフト！　怪我人を頼む！　たしかヒールポーションを作っていたな!?」

			「ああ！　任せろ！」

			　そこに奥で作業をしていたリーファンも駆け込んできた。

			「クラフト君！　どうしたの!?」

			「ジタローが怪我をした！　ヒールポーションを持ってくるから、リーファンは……」

			「それは私が持ってくるよ！　クラフト君はジタローさんを見てあげて！」

			「わかった。頼む」

			　すぐに村の倉庫へと駆け出すリーファン。

			「よし！　手の空いてる人間は、ジタローを屋敷の空き部屋に運び込んでくれ！　あとはペルシアの指示を聞くように！」

			　アルファードはそのまま腕っ節に自信のある村人と一緒に見廻りに出て行った。残ったペルシアが代わって指示を出す。

			「こっちだ！　それと井戸から水を！」

			「水は俺が魔法で出す！　とにかく今は運んでくれ！」

			「わかった！」

			　ペルシアの的確な指示で、すぐに屋敷の空き部屋へと運び込まれるジタロー。

			　彼女がジタローの傷をさっと確認する。

			「……結構深い傷だな」

			　元気だから怪我は浅いと思っていたのだが、服をめくると、想像より傷は深かった。よく村まで戻って来れたな。

			「ぐっ！」

			「なんで逃げなかったんだ？」

			「敵が六匹だったことと、少し村と距離が近かったから、殲せん滅めつさせておこうと思ったんでさ」

			「ゴブリンといえど魔物は魔物だ。無理をしすぎだ。気持ちは買うがな」

			　状況を聞きながら応急処置をほどこしていくペルシア。

			「すまねぇ、ペルシアの姉御」

			「あね……いやそれはどうでもいい。クラフト、まずは傷口を洗ってくれ」

			「了解だ」

			　メイドが用意してくれていた桶に水を生み出し、それを傷口にばしゃばしゃと掛けて洗っていく。

			「やっぱり深い。筋肉まで達してる。まずいな。動脈が切れている」

			　出血多量。

			　おそらく外傷でもっとも致死率が高い。

			　筋肉の奥にある動脈を結索できる医者は少ないし、それを治療できる回復系が得意な魔術師は稀だ。

			　神官の紋章持ちでも、駆け出しでは一時的に出血を止めるのがせいぜいだろう。

			「クラフト君！　ポーションを持ってきたよ！」

			「助かる！」

			　リーファンが倉庫からポーション樽を運んできてくれた。彼女の身体ほどもある大きさなのだが、軽く持ってきた。

			　彼女は見た目より、かなり力持ちなのだ。

			「……軍で配るヒールポーションでも、治癒できるか微妙なラインだな」

			　ペルシアの表情が険しい。

			「とにかく使うぞ！」

			　俺は樽からポーションをひしゃくですくい、ザバリとジタローの傷口へぶっ掛けた。

			　直後に、じゅわーっと、傷口から煙が上がる。

			「え？」

			　これでも俺は元冒険者だ。ヒールポーションを使用した経験は多い。

			　だが、こんな反応は初めてだった。

			　傷口から立ち昇っていた煙が収まると、先ほどまでぱっくりと開いていた傷口が、嘘のように綺麗に消え去っていた。

			　すると、それまで苦悶の表情を浮かべていたジタローが、キョトンとしながら、傷があった腹をなで回す。

			「あへ？　……もう、痛くないですぜ？」

			「へ？」

			「え？」

			　俺を含めて全員がぽかーん状態だった。

			「え？　嘘。本当に……治っちゃったの？」

			「これは……」

			　リーファンとペルシアが呆れた声を漏らす。

			　治るとは思っていたが、これはまた想像以上の治癒能力だな。

			「いやぁ！　さすがクラフトさんですぜ！　すっかり治っちまった！」

			「あ、ああ。それは良かった」

			「ポーションって初めて使いやしたが、凄い効き目なんですなぁ！」

			「ジタローさん。これが普通だと思わないで。それと普段からスタミナポーション飲んでるでしょ！」

			「あ、そうか！　忘れてましたぜ。わははははは！」

			　順応早すぎだろ！

			　まぁ、良いことか。

			「ジタロー。さすがに血はすぐに戻らないから無理は禁物だぞ」

			「そうなんですかい？　その割りには快調なんすが」

			　見た目より出血していなかったのか？

			　それともヒールポーションで血の量まで戻ったのか？

			　鑑定だけだとさすがにわからんな。

			「うーん。念のため倉庫のスタミナポーションをひと匙飲んで、明日までは様子を見てくれ」

			「了解でさ！　さて、それじゃ畑の片付けでも手伝ってきやすかね」

			「だから無理するなと……」

			　すっかり体調の良くなったジタローは、意気揚々と部屋を出て行った。

			　無理しないかだけ後で確認しておこう。

			「大丈夫そうだな」

			「うん。良かったよ」

			　安堵のため息を吐く俺とリーファン。

			　その場を引き上げようとして、ぶつぶつと呟くペルシアに気がついた。

			「これはすぐにでも軍に。……いやしかし」

			　想像以上の治癒能力を見て、てっきり強引にでもほしがると思ったのだが、なぜか躊ちゆう躇ちよしているペルシア。

			「何か問題があるのか？　リーファンが許可してくれるなら、作ること自体は問題ないぞ？」

			　大量に作るのは問題ないし、開拓村に金が落ちるならむしろお願いしたいくらいだ。

			　スタミナポーションに比べると材料が少ないので、買うなり集めるなりしないとダメだが。

			「うーむ。これから聞かせる話は内密にしてもらえるか？」

			　難しい顔のペルシアに、俺とリーファンは顔を見合わせてから、頷いて返した。

		

	
		
			　

			悪戯心は、時として危ないって話

			　

			　ペルシアはしばらく迷うように口を開きかけては閉じるという動作を繰り返してから、ようやく語り出した。

			「まぁ難しい話というわけでもないのだが、私から口にするのは少々憚はばかられる内容でな」

			「俺はペルシアも同じ仲間だと思ってる。できれば話してほしい」

			「私も内緒にするよ！」

			「……わかった」

			　一呼吸ついてから、ペルシアは語り出した。

			「なんというか、辺境伯の内部でもな、権力争いというか、内部抗争のようなものがあってな。そんな場所にこんな効力の高いポーションを持ち込んだらどうなるかと考えてしまったんだ。政争の種になりかねんなと……。軍としては喉から手が出るほどほしいのだが」

			「あー」

			「なるほどな」

			　カイルとその兄ザイードの態度を見るだけでも、安易に予想できるというものだ。

			「うーん。しばらくは保留だね。どのみち値段も決めかねてるし」

			「そうだな。私もそれが良いと思う」

			「わかった。だがほしくなったら言ってくれ。別に売り渋りたいわけじゃない」

			「念のため、報告はしばらく控えておこう」

			「その方が良いかもね」

			　方針を決めたことで、ペルシアも安堵したようだった。

			「さて、私はカイル様とマイナ様の護衛に戻るが、二人はどうする？」

			「私は……ちょっと予定を早めて、村の柵作りを始めようかな」

			「それが良いかもしれないな。俺はもう一度、ジタローに話を聞いてくる」

			「なぜだ？」

			「ジタローは若手だが腕の良い狩人だ。冒険者とは違うが、ゴブリン程度にあっさりと怪我をさせられた理由が知りたい」

			　ゴブリンは、普段武器すら持たない一般人には強敵だが、森に入ることを生なり業わいとする狩人にしてみれば、さして強敵ではない。もちろん油断したりトラブルが発生したらその限りではない。そのあたりを聞いておきたいのだ。

			「ふむ。なるほど。そちらは任せる」

			「ああ。それじゃ」

			　こうしてそれぞれ、仕事に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　先ほどジタローは畑に行くようなことを言っていたので、村の外れに作られた畑に足を運ぶと、避難のため放り出された農具を拾い集めているジタローを発見した。見た感じでは元気そうだ。

			「ようジタロー。調子はどうだ？」

			「ああクラフトさん！　おかげで絶好調ですぜ！　すぐにでも狩りに出れますぜ！」

			「いや、それはやめてくれ」

			　力こぶを見せつけてくるジタローに苦笑する。

			「それより少し聞きたいんだが、ジタローほどの狩人がゴブリン相手にこれほどの手傷を負わされた理由が知りたくてな」

			「あー、それですかい。まぁ簡単な理由ですぜ。護身用の剣……マチェットがなまくらだった上に、寿命でポッキリいっちまったんでさ」

			　マチェットとは片刃でやや小ぶりの曲刀だ。森で枝を払ったりするのに向いているので、狩人が好んで使う。

			　それにしても、鉄製の武器がポッキリ折れるものなのだろうか。

			「少し気になるな、折れたマチェットを見せてもらって良いか？」

			「倉庫の修理品置き場に置いてありますぜ」

			「そうか、邪魔して悪かったが、無理はするなよ？」

			「なに。片付けくらいは楽勝でさー。外の作業はこれで終わりですしね」

			　ぱっと見では、出血の影響はなさそうだな。

			「終わったら自宅でゆっくり休むんだぞ」

			「わかりやしたぜ！」

			　調子の良い返事を受けつつ、俺は倉庫の方へ移動した。

			　これは村全体で管理する倉庫で、全員の共有財産が納められている。各種ポーションや食糧、建材などだ。

			　開拓村ではすべてが一いち蓮れん托たく生しようなのだ。

			　その倉庫の一角。破損した道具や武具を置いておく場所がある。

			　リーファンが手すきのときにそれを直して戻しておくのだ。

			　その中に折れたマチェットを見つけた。ど真ん中から裂けるように折れたそれを手に取る。

			「これか。〝鑑定〟……なるほどな」

			　頭に浮かんだ結果は、想像以上に酷いものだった。

			　品質は〝最低〟。

			　刃もぼろぼろ。

			　鉄の品質が悪すぎるので、これではリーファンが鍛え直しても限度があるだろう。

			「ふーむ」

			　腕を組んで、錬金の技術から役に立ちそうなものを探し出すと、二つの解決案が浮かぶ。

			　幸い材料は魔石を含めて、在庫で足りそうだ。

			「よし、やってみるか」

			　俺は部屋に戻って、さっそく目的の物を錬金することにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　生産ギルドの作業部屋で、新しいアイテムを錬金したところで、ちょうど夕飯時となり、ジタローや村人たちと一緒にわいわいと食事をする。

			「つーわけで、クラフトさんのポーションであっという間に元気でさー！」

			　ジタローが大袈裟に語ると、住民がほうと頷く。

			「さすがクラフトさんだな。スタミナポーションだけでも凄いのに」

			「ああ。最近身体の調子が良いから、逆に張り切りすぎて怪我しそうだったけど、これで安心だな」

			「おいおい。怪我はしないのが一番だぞ」

			「そりゃ痛いのは嫌ですからねぇ、ははは！」

			　和やかに談笑が進むが、ぜひとも怪我をするほどの無理はやめてほしい。

			　食事を終えると、部屋に戻って勉強タイムだ。

			　紋章というのは、成長させることができる。

			　訓練や実戦などで経験を増やしたり、書物を読んだり師匠の講義を受けるなどして、知識を増やすとかその方法は様々だ。

			　俺はリーファンが戻ってくるのを待ちながら、生産者ギルド員が閲覧可能な生産系の本を読むことにした。

			　薬草関連の本を読みあさっていたら、スタミナポーションに必要な薬草の一部が、別の組み合わせでも可能だと、唐突に紋章が教えてくれた。

			　それまでは町から買ってくるしかないと思われていた薬草の一つが、この近辺に自生する別の薬草で代用できるとわかったときには、飛び上がりそうなほど喜んだものだ。

			　このように、自分自身の知識が広がると、それに応じて紋章からの知識も増えるのだ。

			　すでに何度も読み返している薬草の本と、ジタローなど狩人に頼んで摘んでもらった周辺の薬草と見比べていく。

			　どんな薬草がどの地域に分布しているのかなどを、貴重な紙に記していると、リーファンの作業部屋から音がしているのに気がついた。

			　どうやら夢中で作業していて、とっくに帰ってきていたのに気付かなかったらしい。

			　俺は作業を中断して、新アイテムを持って、リーファンの作業部屋をノックする。

			「リーファン、ちょっといいか？」

			「どうぞー」

			　作業部屋で彼女は簡易炉で火起こしをしていた。

			「なに？　クラフト君？」

			「これから、鍛冶か？」

			「うん。壊れた鉄製品を一度溶かして、また形にするんだ」

			「ちょうど良かった。テストしてほしい物があるんだが」

			「テスト？」

			「ああ。これだ」

			　お椀半分ほどの油を差し出す。

			　もちろん飯前に作っていた物だ。

			「これは？」

			「錬金術で生み出した、硬化鍛造油……ハードフォージングオイルだ」

			「え!?」

			「知っているのか？」

			「そりゃあ、鍛冶をやってればね」

			「珍しい物じゃないのか」

			「そんなことないよ！　これは錬金術師の紋章持ちじゃないと作れないから、なかなか出回らないんだ」

			「ああ、なるほど。紋章が教えてくれる知識だと、鍛造段階で混ぜ込むと、強度が増すらしいから作ってみたんだ。幸い魔石もあったからな」

			　今日は怪我をしてしまったジタローだが、この村にいる狩人たちは全体的にレベルが高い。なんでそれだけ腕があるのに開拓に参加したのか聞いたら、暮らしていた地域の安全な狩り場に人が集中しすぎて獲物があまり獲れなくなってしまったらしい。そこで自分の腕を生かすなら、いっそ辺境の開拓に参加してしまえ！　というチャレンジャーばっかりだったのだ。

			　そんなわけでスタミナポーションも常用している彼らにとって、ゴブリン数匹程度の魔物であれば楽に倒せるので、結構な頻度で魔石や魔物の素材を持ってきてもらっている。

			　本来であれば所属しているギルドに売るのだが、現在彼らはどこのギルドにも所属していないので、すべてまとめて生産ギルドで買い取っている。

			　だが、本来魔石の売り買いは冒険者ギルドの管轄だ。最終的には冒険者ギルドが買い取る形が望ましい。

			　例えば一般的な狩人の場合、狩猟ギルドに所属しているので、狩りで手に入れた素材や魔石は狩猟ギルドにしか売れない。狩猟ギルドは買い取った魔石を冒険者ギルドに、素材を生産ギルドや商業ギルドに売るのだ。

			　開拓村には生産ギルドしかないので、冒険者ギルドを誘致し、魔物退治のスペシャリストである冒険者の呼び込みは急務だろう。

			　少し話が逸れてしまったが、そんなわけで、ゴブリンクラスの魔石はそこそこ数がある。オーククラスの魔石もある程度確保できている。こっそり薬草を採りに行くと増えてるのだ。不思議だね！

			「そうだったんだ。じゃあ使ってみるね」

			「頼む」

			　錬金術で特殊な油は作れても、鉄は打てないからな。

			　リーファンが手際よく、炉に鉄を放り投げ、溶け出した辺りで渡したオイルをぱらぱらと撒いていく。

			「……うん。変な反応はないね」

			「変なってなんだよ」

			「ほら、ジタローさんの怪我のときみたいに」

			「あー。なんか過剰反応だったよな。煙吹いてたし」

			　あれは驚いたもんだ。

			　そう言われると、たしかに変な反応があってもおかしくはなかった。

			「何もないならそれに越したことはないよ。続けるね」

			　それから数時間かけて丁寧に、鍛たん造ぞうしていくリーファン。

			　その姿は一流を思わせ、とても子供とは思えない。

			　いや、子供じゃないが。

			「あとは一晩かけて冷やすだけだから、確認は明日だね」

			「わかった。ありがとう」

			「爆発とかしなくて良かったよ」

			「そんなアホな……」

			　返答しつつも、可能性がゼロじゃなかったのかと、首を捻りつつ寝床に潜り込むのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「こいつはいいや！」

			　ぶんぶんとマチェットを振り回すジタロー。危ないだろうに。

			　村の近く、ジタローはその辺に生えている木の枝をざくざくと切り落として喜んでいた。

			「ちょっと見せてね……うん。刃こぼれもしてないね。想像以上に硬くなったみたい」

			「ただ硬いってんじゃなくて、ちゃんと鉄特有の粘りも感じますぜ！」

			「そうみたいだね。ただ硬いだけだと、ガラスのようにすぐ割れちゃうから。もともとのマチェットに使われていた鉄の品質が悪かったからちょっと心配してたけど、充分だね。ハードフォージングオイルを〝普通〟品質の鉄に使ったら凄いのができそう」

			　リーファンと話している間にも、ジタローが、マチェットを太い枝に何度も打ち付け、切り落として悦に入っていた。

			　一つ目の実験は成功のようだ。俺はもう一つ錬金していた品物を取り出した。

			「よし、じゃあ次だ」

			「え？　これで終わりじゃないの？」

			　リーファンがぱちくりと目をまたたかせる。

			「いや、もう一つ用意した物がある。ジタロー、これを刃に塗ってくれ」

			　俺が取り出したのは小瓶に入ったオイル。

			　もちろん、先のハードフォージングオイルとは別の物だ。

			「さび止めですかい？」

			「まぁ試してくれ」

			「ＯＫでさ」

			　ぼろ布で刃にオイルを塗り込み、先ほどと同じように太い枝にマチェットを振り下ろす。

			　ひゅかっと空気を切る音だけがした。

			「へ？」

			「え？」

			　ジタローの振り下ろしたマチェットは、まるで太い枝をすり抜けるように、なんの抵抗もなくすっぱりと切り落とし、そのまま地面にさくりとめり込んだ。

			「おっとと！」

			「うわ！　危ない！」

			「だ、大丈夫か!?」

			　目一杯力を込めていたジタローがつんのめって転けそうになる。

			　もうちょっとでジタローの足が三本になるところだったぜ。

			「へ、平気でさ！　それより驚きましたぜ！」

			「す、すまん。まさかそこまで切れ味が良くなるとは思わなくって」

			「これ、もしかしなくてもシャープネスオイル？」

			「さすがギルド長」

			「茶化さないでね？　クラフト君？」

			「ご、ごめんなさい」

			　思わず素直に謝罪する。

			　うん。住んでた町にいた生産ギルド長の気持ちが少しわかった。

			　リーファンの笑顔が怖い。

			「このオイルは、刃物なんかに塗って使う、鋭利化油……シャープネスオイルっていう物だ」

			「ほへー、塗るだけでこんなに切れ味が良くなるんですかい！　こいつぁいいや！」

			「先に鑑定しておくんだったよ」

			　呆れた様子のリーファン。

			「すまん。ちょっと驚かせたくて」

			「充分驚きましたぜ」

			「俺もだ。怪我がなくて良かったよ」

			「はは。今度からは先に説明してくだせえ」

			「ああ。約束する」

			　それにしたって、まさか空気を切るように太い枝をすっぱりと切り落とせるとか思わないだろ。

			　ジタローがゆっくりと枝を払い、だんだん速度をつけていく。

			「いやいや、慣れれば全然いけますぜ。っていうか、こりゃすげぇ良いもんですぜ！」

			「そうか、使えそうなら良かった」

			「使えるも何も、こりゃ木こり連中に渡したら大喝采ですぜ！」

			「これ、どのくらい効果続くの？」

			　リーファンがシャープネスオイルの瓶を摘みながら聞いてきた。

			「普通に使えば一日以上。木こりだと半日くらいかもしれないな。その辺はもう少しテストがいる」

			「この小瓶分の油でも、村のすべての道具に塗って、一週間は保つと思いやすぜ」

			「塗るだけだからな」

			「これはたくさん用意できるんで？」

			「魔石も魔物の素材もまだあるから、しばらくは大丈夫だけど、量を作るなら本格的な魔物狩りをしないと足りなくなるな。他の物にも使うし」

			　リーファンが軽く頷いた。

			「その辺は後でみんなで相談しよう」

			「そうだな」

			「いやー！　こいつがあれば、ゴブリンなんて怖くないですぜ！」

			　そりゃ、奇蹟でも起きて、ゴブリンが魔法の防具でも装着してこない限りは、一撃だろう。

			　木製に毛の生えたような武具なら紙のように引き裂く。

			「よし。しばらくジタローにテストしてもらって、良好なら他の武器や農具にも使っていくことにしよう。使い方の説明は頼む」

			「任せてくだせい！」

			 

			　それから数日。

			　シャープネスオイルが普及すると、アルファードが悲鳴を上げていた。

			「なんなんだこの切れ味はぁ！」

			　カイルの屋敷前で訓練していたアルファードだけでなく、ペルシアも唸っている。

			「すご……ほとんど魔法の剣ではないか」

			　練習用の木で偶く人形が見事にバラバラ惨殺死体になっていた。

			　剣技でも使わなければ、壊れないようになっているはずなんだが……。

			「練習で使ったら人形もオイルももったいないな」

			「そうだな」

			　そんな二人の様子を俺と一緒に眺めていたリーファンが呟いた。

			「ちょっとやりすぎじゃない？　クラフト君」

			　わざとじゃないっての！

			　農作業と伐採作業は、きわめて効率が上がり、村中から拍手喝采をいただいたのは別の話だ。

		

	
		
			　

			病気の駆逐には、剣がいるよなって話

			　

			　その日、陽が昇るより早く目が覚めた。

			「ふあ……昨夜は暇だったからな。朝の散歩でもするか」

			　ポーションやオイル類の作り溜めは充分なので、早めに寝たせいか、妙な時間に目が覚めてしまった。

			　一般的な日の出と共に起き出すという生活をしていなかったが、幸い俺は、夜遅くまで研究や勉強をしていることが村中に知られており、白い目で見られるということはなかった。

			　さすがに、夜明け前の時間だと、起き出している村人はいなかった。

			　朝食には早いので、畑でも見回ってこようかと家の外に出ると、屋敷前の広場で剣を振っているペルシアを見つけた。ずいぶんと早起きなことだ。

			「ようペルシア」

			「クラフトか。早いな」

			「ちょっと目が覚めちまってな。熱心だな」

			「私にできるのは剣を振るうことくらいだからな」

			「そんなことはないと思うが」

			　剣を振り回すだけの人間に、誰かの護衛などできるわけがない。

			　しかもたった二人でこなしているのだ。それをやれるのはごく一部の人間だけだろう。

			　ぼーっと訓練を眺めていると、急にペルシアが動きを止めて、こちらに顔を向ける。邪魔だっただろうか。

			「……クラフト、ちょっといいか？」

			「ああ？」

			　一度悩んだそぶりをみせてから、何かを決意した表情をしていた。

			「こっちだ」

			　歩き出す彼女に導かれるままついていくと、屋敷へと入っていく。

			「静かにな」

			「ああ。だがここは……」

			　ペルシアが忍び足で進んだ先は、カイルの寝室だった。

			　音を立てないように扉を開けるペルシア。

			（お、おい）

			（いいから黙ってあれを見ろ）

			　言葉のままに、ベッドへと視線を移すと、すやすやと眠るカイルの寝姿……ではなかった。

			「う……うぐ……うん……くっ……はっ……」

			　汗を流しながら苦しみで呻うめいているカイルだったのだ。

			「お、おい起こさないと――」

			　どう見ても普通の状態じゃない。

			　俺が慌てて起こそうとするが、ペルシアに止められた。

			（静かにしろ。問題ない）

			（だが、かなり苦しそうだぞ!?）

			（これが、カイル様の日常だ）

			（なんだって？）

			（いや、これでも昔に比べるとかなり良くなっている。特にスタミナポーションを摂るようになってからは、寝付けるようになったからな）

			　まるで気がつかなかったが、普段からこうなのだろうか？

			（今は夜だけだ。それだけあのスタミナポーションが効いているのだろう。だが、ポーションの効果が薄くなるこの時間になると、昔のように苦しみ出すんだ）

			（なんてこった）

			　ペルシアが無言で部屋を出るので、俺も付いていく。

			　広場に戻り、丸太のベンチに二人で腰掛ける。

			「カイルのやつ、あんなに体調が悪かったのか」

			「普段から気丈にされているからな。わからないのも仕方がない」

			　なるほど、ペルシアとアルファードが普段から過保護だったのは、これが原因か。

			「どんな病気なんだ？」

			「わからん。生まれつき身体が弱いんだ。特に心臓が弱いらしいのだが、私には細かい知識がない。それで貴様にお願いがあるのだ」

			「任せろ」

			　俺はペルシアの頼みも聞かずに即答した。

			「まだ何も言っていないぞ」

			「この状況で伝わらないとでも思ってるのか？　病気に効くキュアポーションを作製してみる」

			「……頼む」

			「おう」

			　頭を下げるペルシアに、力強く返答した。

			　魔術師の紋章のときは、ほとんど人の役にたったことはない。だが、この黄昏に輝く錬金術師の紋章ならばきっと今度こそ誰かの役に立てる！

			　カイルのためならなんだってやろうじゃないか！

			　たいていの病気に効くキュアポーションを作るにあたって、一つ問題がある。素材が足りていないのだ。

			「材料が足りないな。少し調べてくる」

			　紋章が囁く素材の一つが、冒険者時代の知識にない物だったので、少し調べないといけない。

			「ああ。協力できることがあったら何でも言ってくれ」

			「なら、カイルを守ってくれるのが一番だな」

			「もとより命に替えてもお守りするのが、この身の使命だ」

			「心配なさそうだな。じゃあちょっと戻る」

			　俺は急いで仮生産ギルド館へと戻り、俺とリーファンの二人だけが閲覧許可を持つ資料を漁る。

			　薬草図鑑をひっくり返して、必要な薬草の生息場所を調べる。

			「傷を治すヒールポーションがそこそこ普及しているのに、どうして病気を治すキュアポーションがあまり出回っていないのかと思ったら、材料の関係だったのか」

			　錬金術師の紋章が教えてくれる素材を知り、その素材をさらに薬草図鑑で調べると、その生息場所にため息が出る。

			「ぼったくってるわけじゃなかったのか……」

			　必要な薬草は、主に湿地帯に生息するらしい。

			　湿地帯。

			　それは人間にとって危険地帯だ。ほとんどの湿地帯には強力な魔物が住み着いているからだ。

			　広い湿地帯を大規模開墾できると、大量の穀物が採れるようになるのだが、上手く行った例はあまり聞かない。

			　資料から地図を取り出して広げる。

			　簡易的な物だが、必要な情報を得るには充分だった。

			「少し離れた場所に、湿地帯があるな。……行ってみるか」

			　カイルやリーファンに話したら止められそうなので、俺は二人が起きる前に出立することにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やはりか……」

			　湿地をうろつく、複数の頭を持つ巨大蛇。ヒュドラだ。

			「三つ首、四つ首……七つ首もいるのか」

			　ヒュドラは二つ首で生まれ、脱皮の度に首を増やしていく、沼地の主だ。

			　少しの土壌改良で稲作ができる湿地帯に、なかなか人間が足を踏み入れられない理由の一つである。

			　地域によって別の魔物が支配している湿地帯もあるが、ここマウガリア王国ではヒュドラであることが多い。

			　湿地を詳しく探るため、安全地帯から〝遠見〟の魔法で湿地帯全体を見渡す。

			　広大な湿地帯の奥に、目的の薬草を見つけた。

			「こっそりと摘んでくる……ってのは無理そうだな」

			　ヒュドラが一カ所に固まっていてくれるのなら、魔法で一掃することも可能だったろうが、こうも広い範囲に点在されると攻撃魔法だけで進むのは難しいだろう。

			　前衛が必要だ。

			　俺は無理せずに、一度村に戻ることにした。

			 

			「あ、クラフト君。どこ行ってたの？」

			　村に戻るとちょうど昼時だったので、一緒に食事をしながら事情を伝えることにした。

			「ちょっと新しいポーションを作りたくてな。薬草を探しに行ってた」

			「そうだったんだ。見つかった？」

			「場所は分かったが、採取はできなかった」

			「なにかあったの？」

			「薬草の自生場所が湿地帯なんだ。そして湿地帯お約束のヒュドラが住み着いててな」

			「ヒュドラ!?」

			　がたんと立ち上がるリーファン。

			　その表情は険しく、明らかに怒りを伴っていた。

			「どうした？　湿地帯にヒュドラが住み着いてるのは、珍しいことじゃないだろ？」

			「……ご、ごめんね」

			　リーファンは深呼吸してから、ゆっくりと椅子に戻る。

			「前、この辺りに土小人ノームの集落があったって話はしたよね？」

			「ああ」

			「細かい話はいろいろあるんだけど、集落が滅ほろんだ最大の理由が、ヒュドラだったんだ」

			「なんだって？」

			　ヒュドラはあまり縄張りを出ないモンスターだ。

			　主食も魚だから、縄張りに踏み込まない限りは、あまり害はないはずなんだが。

			「理由はわからないんだけど、ある日突然、たくさんのヒュドラが集落に襲いかかってきて……」

			　ぎゅうと拳を握りしめるリーファン。

			「リーファンは、子供の頃住んでたんだったよな」

			「うん……。今でも時々夢に見るんだ」

			「そうか……」

			　周辺の開拓が遅れているのは、この辺の事情もあるかもしれない。

			　開拓募集の際、土地の危険度など、教えられずに送り込まれるのがほとんどなのだ。

			　今回、ある程度危険があるとアナウンスされていただけでも、異例の開拓と言える。

			「それでクラフト君はどうしたいの？」

			「目的は薬草だ。少数で一気に突破して、薬草を採取したらとっとと逃げる。余裕があったら魔石もほしいところだがな」

			　ヒュドラの魔石はオークの物より品質が良いので、少しでもあると楽だ。

			　錬金術で作ってみたい物はまだまだたくさんあるのだが、現状で手に入る魔石では作れない物が多いのだ。ヒュドラの魔石であれば、作れる種類がかなり増える。

			「今回はヒュドラ討伐が目的じゃないからな。最低限の戦闘だけを想定している」

			　場合によっては魔石は諦めて、薬草だけ持ち帰れればいい。

			　幸い、黄昏の錬金術師の紋章なら、薬草の量は少なくてもどうとでもなる。

			「私も行くよ！」

			「……無理はしないと誓えるか？」

			　先ほどの反応を見るに、暴走が少し怖い。

			　それとは別に、少しでもヒュドラに対して復讐できるのなら、手伝ってやりたいという思いもある。

			「クラフト君は元冒険者で魔術師だもんね。指示には従うよ」

			　どうやら、俺の言いたいことはお見通しらしい。先手を打って約束されたら、俺は否定などできない。

			「わかった。とはいえ、さすがに二人じゃ戦力的に少し不安だな。他にもメンバーを集めよう」

			　その夜、食事時に村人が全員揃ったタイミングで、事情を説明する。

			　カイルの件は伝えずに、錬金術に必要な薬草と、可能なら魔石を取りに行くとだけ伝えた。

			「私が行こう！」

			　すぐに事情を理解したのだろう、ペルシアが名乗りを上げた。

			「おいペルシア、俺たちの仕事は……」

			　即答したペルシアに、アルファードが渋い顔を向ける。

			「頼むアル。行かせてくれ」

			　ペルシアが真っ直ぐな瞳をアルファードに向ける。アルファードは額にシワを寄せてから、頭を掻いた。

			「……わかった。何か事情がありそうだな。カイル様とマイナ様のことは任せておけ」

			「ああ。頼む」

			　そのやり取りを見ていたカイルが、怪訝な顔で二人を見上げていたが、何かを言うことはなかった。

			「んじゃ、俺っちもいきまっすぜ」

			　へらへらと出てきたのは狩人のジタローだった。

			　少し悩むところだ。

			「なに。メインは弓を使って、接近戦は極力さけますぜ。リーファンさんと、ペルシアの姉御が前衛なら、魔法を使うクラフトさんを守るやつが必要でしょう？」

			「それはたしかにそうね」

			　リーファンが頷いたので、決定だな。ペルシアが「姉御……」と呟いていたが問題ない。

			「よし、ならこの四人で決まりだ。みんな頼むぞ」

			「任せて！」

			　明るく答えるリーファン。

			　だが、その後の呟きを俺は聞き逃さなかった。

			「……ヒュドラを倒すために、実戦を積んできたんだから」

		

	
		
			　

			目的があれば、戦えるよなって話

			　

			　翌日の朝食後に、俺とリーファン、ペルシアにジタローの四人が武装して集まった。

			　もっとも俺はローブに細身の杖を持っているだけなのだが。

			　この辺は魔術師系の楽なところだ。錬金術師が生産系なのか魔術師系なのかは悩むところだが。

			「みんな、準備は良いか？」

			「うん。身につける荷物は最小限。いざというときの水が少しと、ヒールポーション！」

			「荷物は俺がいくらでも持つからな。とにかく身軽にするんだ。スタミナポーションや予備のヒールポーションなんかは全部〝空間収納〟してあるから、必要ならいつでも言えよ」

			「うん！」

			「行軍とはだいぶ勝手が違うな……」

			　ペルシアの用意していた荷物を、ひょいひょいと空間収納してしまうと、彼女は逆に落ち着かない様子だった。

			「空間収納ありきな編制だからな。可能な限り身軽な格好で速度重視だ。目指すは薬草だけ。ヒュドラの数が少なければ、魔石も回収するが、重要度は二の次だ」

			「了解した」

			　ペルシアの格好はいつもどおり、やや細身の長剣と、予備のショートソード。それに短剣だ。長剣はかなりの業物のようだ。

			　防具は親衛騎士団の軽装鎧。充分な防御力だろう。

			　別に軍用のバックパックを用意していたが、それは空間収納に放り込んだ。

			　一方、リーファンは想像以上の重装備だった。

			　小さい身体にハーフプレート。

			　さらに分厚い盾に、巨大なハンマー。

			「リーファン？　できれば身軽な方が良いんだが」

			「大丈夫だよ。……ほら！」

			　突然前方にダッシュするリーファンに思わず声が出る。

			「うをっ！」

			　身につけた武具の総重量からは考えられないほど、素早く動くリーファンだった。

			　直線的な動きなので、敵の攻撃をかわすタイプではなく、受け止めるタイプだと思うが。

			「はー。凄いもんすねえ」

			　リーファンの動きに感心しているのはジタローだ。

			　どっから引っ張り出してきたのか、普段の狩人姿ではなく、皮を硬く加工したハードレザーアーマーと、毛皮のジャケットを羽織っていた。

			　腰には硬質化済みのマチェットがぶら下がっていた。もちろんシャープネスオイルがたっぷり塗られているはずだ。

			　そしてメイン武器である、大きな弓を背負っている。
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			　悪いがどこからどう見ても、小悪党だった。

			　ザ・山賊スタイル（ザコ）！

			　似合いすぎて笑いをこらえるのが大変なんだが!?

			「ジタロー、鏃やじりにもたっぷりシャープネスオイルを塗っとくんだぞ」

			「抜かりはありませんて」

			「私も万全だ」

			「同じく！」

			　ジタロー、ペルシア、リーファンと力強い返答が返ってきた。

			　微妙に不安なんだが、別にダメそうなら戻れば良いだけだ。

			「よし。別に失敗したらまた行けば良いんだからな。絶対に無理はするなよ？　ポーションも湯水のように使ってくれ！」

			「わかりやした！」

			「うん！」

			「……やはり軍とは勝手が違うな。ポーションの使用は極力控えろと指導されているからな」

			　一人世知辛いことを口にするペルシア。

			　そりゃ、軍隊でヒールポーションを湯水のごとく使用されてしまっては国の経済が傾くだろうよ。

			「本当に躊躇せずに使えよ。あんたにはやることがたくさんあるだろ？」

			「ああ。遠慮なく使わせてもらう。もっとも、怪我をするつもりはないがな」

			　ニヤリと、獰どう猛もうな笑みを浮かべるペルシアだった。

			　た、頼もしい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　湿地帯に接近して、まずは一人で偵察。〝遠見〟の魔法で、ヒュドラの少ないルートを探す。

			　仲間の所へ戻り、地面に図を描いて、侵攻ルートを説明。

			「いいか？　避けられるのであれば、戦闘は避ける。ペルシア、もし大きな音の出る技があれば、極力使用は控えてくれ」

			「了解だ」

			「先頭はリーファン。敵を倒す必要はない。足止めしている間に、ペルシアが切り込んでくれ。ジタローはすぐに戦闘に参加せず、周りを警戒。敵が増えるようなら援護だ」

			　リーファンの重装甲なら、最悪の場合でも一撃で死ぬようなことはないだろう。生きてさえいれば、ヒールポーションでどうとでもなる。

			「うん」

			「まかせてくだせい」

			「俺も魔法で援護する。だが派手な魔法は敵を集めるから最初は控えるぞ。目標地点に到着したら薬草の採取もあるしな」

			「大丈夫だ。絶対に守って見せる」

			　ペルシアが強い目を見せた。

			「頼もしいぜ。……よし。それじゃあ行くか！」

			　スタミナポーションの効果がばっちりなので、連戦による疲労は考えなくて良いだろう。

			　こうして俺たちは姿勢を低くして、湿地帯を進んでいく。湿地帯で戦闘を避けたい最大の理由は、その足場だ。

			　歩けば足のスネまで水に沈む。

			　草がびっしりと茂っているので、沼のようにずぶずぶと沈むことはないが、歩きにくいことこの上ない。

			　一番心配していたリーファンだったが、重量を思わせないほどスムーズに進むので、問題はなさそうである。突然、そのリーファンが足を止めた。

			「ヒュドラ……！」

			　リーファンは小声だが、力強く叫んだ。

			　可能な限り、ヒュドラを避けるルートを選んでいたが、さすがにゼロというわけにはいかない。

			　広い範囲に点在するヒュドラたちだったが、縄張りに入ってきたことに気付いて、近くの固体がずりずりと行く手を阻むように、その姿を現したのだ。

			「い……意外とでかいっすね」

			　胴体が丸太ほどの太さの蛇なのだ。そりゃでかい。

			　しかも頭は複数ときた。

			　震えるジタローに俺は肩をすくめてやった。

			「今から帰るか？」

			「いえいえ！　冗談はよしてくだせえ！　やれますぜ！」

			「今はリーファンに任せろ」

			　こちらの敵意を感じ取ったのか、それまでの緩慢な動きが嘘のように激しくヒュドラが突進してきた。

			　四つ首！

			　そこそこ強い！

			　魔術系の俺としては、接近される前に魔法で吹き飛ばしたいところだが、魔法は音もデカイし、他のヒュドラの注目を集めてしまうだろう。基本的に魔物は人間を敵視する。

			　突進してきたヒュドラの前にリーファンが立ち塞がる。

			　がずーん！

			　ヒュドラの体当たりを、リーファンが小さな身体ではじき返す勢いで止めた。しかもリーファンはその場から微動だにしていない。

			「ビクともしねぇ!?」

			　驚きの声を上げるジタロー。

			　俺も驚いた。

			　おそらく、なんらかの技を使ってるな？

			　生産系の紋章持ちが、戦闘系の技を覚えるには、気が遠くなるほどの修練が必要だろうに！

			「よし！　そのまま押さえ込んでおけ！　くらえ！　旋風鳳斬！」

			　ペルシアが放った技は、冒険者が好んで使う〝疾風剣戟〟の上位技だ。

			　あれならヒュドラの首の一本くらい落とせるだろう。

			　ヒュカッ！

			　空気を切り裂くように、まるで抵抗なくペルシアの剣が振り抜けた。

			「へ？」

			「え？」

			　ペルシアの放った乱舞技は、四つすべての首を綺麗にはね飛ばし、それだけでは終わらず、ぶっとい胴体をばらばらに切り裂いていたのだ。

			「……あれ？」

			　どうやら一番驚いたのはペルシア本人らしく、目を丸くして、サイコロステーキの山となったヒュドラと、自らの剣を交互に確認していた。

			　どうして切れたのか不思議といった顔つきだった。

			「斬れる斬れるとは思っていたが……バターを斬るのと変わらぬ手応えだったぞ」

			「そ、そりゃ良かった」

			　さすが、伝説品質のシャープネスオイルだ。

			「クラフトさん、魔石は取りましたぜ！」

			「わ、わかった。進むぞ！」

			　いつの間にやら魔石を回収していたジタロー。抜け目ないな！

			　ますます山賊かとツッコミたくなるぞ、おい。

			「ふ……ふふ……」

			「ん？」

			　謎の声に顔を上げると、口元を歪めて笑いを零すリーファンがいた。

			「これなら……これなら！」

			「おっ！　おい！　リーファン！」

			「ふふ！　あははははははは！」

			　直後、俺たちの静止も無視して、ヒュドラの群れに突っ込んでいくリーファン。ダッシュ系の技でも使っているのか、とんでもない速さだった。

			　リーファンの唐突な行動にペルシアが慌てる。

			「うをっ!?　待てリーファン！　追うぞ、クラフト！　ジタロー！」

			「俺たちにかまうな！　リーファンに付いてくれ、ペルシア！」

			「わかった！」

			　直線的な動きだが、とてつもないスピードでヒュドラの集団に突っ込んでいくリーファンに、慌てて付いていくペルシア。

			　そのペルシアの動きも尋常ではなく、すぐにリーファンに追いついたようで一安心だ。

			　魔術系の俺にはついていけん！

			「ジタロー！　俺たちも続くぞ！」

			「へっ、へい！」

			　俺は大きな勘違いをしていた。

			　スタミナの尽きない前衛の本気というものが、どれだけとんでもないシロモノかということをだ。

			　リーファンがヒュドラに破は城じよう槌ついよろしく突っ込んでいき、ヒュドラをひっくり返す勢いでその動きを止めると、間髪容れずにペルシアがなます切りにしていくのだ。

			　ちょっと意味がわからない。

			　俺とジタローは、蛇のぶつ切りがばらまかれる道を、魔石を拾いつつ付いていくだけしかできなかった。

			「ふふふふふふふふ！　あははははははは！　このヘビ野郎がぁああああ!!　みんなの……家族たちの仇ぃいいい!!」

			「ふはははは！　旋風鳳斬！　無影連撃！　いくらでも技が放てる！　疲れる気がしない！　何て楽しいんだ!!」

			　水しぶきを上げながら、ヒュドラの死体を量産していく二人。

			　途中からはヒュドラたちが全力で逃げ始めたのだが、二人は猛スピードで追っかけてトドメを刺していった。

			「逃がさないんだから！　絶対に！　絶対に！」

			　巨大ハンマーで次から次にヒュドラをミンチに変えていく。一瞬涙が見えたような気がしたが、派手に舞い上がる湿地帯の水滴だろう。

			　視界に入るすべてのヒュドラを駆逐していくリーファンに、俺とジタローは震え上がって見物するほかなかった。

			「下手に近づけん」

			「こ、こぇっす、姉さん……」

			「あ、薬草発見」

			「こっちもっす。あの二人は怒らせないようにしやしょう」

			「うん」

			　こうして、湿地帯の見える範囲は、すべてのヒュドラが駆逐されていた。

			「ご、ごめんね？　作戦無視しちゃって」

			「「問題ありません！　リーファン様!!」」

			　なぜか揃って敬礼してしまう俺たち。

			　ふふっと笑うリーファン。すぐに顔から表情が消える。

			「これで……少しはみんなの仇がとれたかな？」

			　今、彼女の脳裏にあるのは過去の開拓村で起こった悲劇だろうか？

			　俺はリーファンの肩をぽんと叩く。

			「ああ、間違いない」

			「そっか」

			　まるで憑きものが落ちるように、いつもの笑顔を取り戻す。
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			「……うん！　ありがとうね！」

			　リーファンの気が晴れたのなら良かった。それはそれとして、リーファンは怒らせないようにしようと、固く決意するのだった。

			　少しバツが悪そうに、ペルシアが頭を掻く。

			「いやー。リーファンが突っ走るから仕方なくな？　仕方なく！」

			　引き攣った笑いで誤魔化そうとするが、騙されるかい！

			　ペルシアあんた！　絶対楽しんでただろう!?

			　まさかと思うが、実は問題児だったからカイルに付けられたんじゃないよな!?

			　若干の疑惑を生み出しつつも、俺たちは目的の薬草を手に入れることができた。

			「良かった……これでカイル様は……」

			　薬草を胸に、感極まったセリフを吐くペルシア。

			「今さらいい話っぽくしようとしても遅いからな？」

			　ペルシアが微妙に頬を赤くしてこちらを睨み付けてくる。今さらだからな。

			　ま、湿っぽいよりかはいっか。

			　元冒険者はいい加減なのである。

		

	
		
			　

			気遣いは、時と場合によるって話

			　

			「さて、たいていの病気を治す、伝説品質のキュアポーションが完成したわけだが、どうやってテストをしたものか」

			　リーファンがスッキリするまで暴れまくったおかげで、薬草は充分以上の量が集まった。

			　ヒュドラ級の魔石だけでなく、諦めていたヒュドラの素材も大量ゲットでほくほくである。

			　村に戻ると俺は早速キュアポーションを作成した。

			　完成したのが夜だったので、俺はそれを飲み干してから眠りについた。

			　そして今日、リーファンが伝説キュアポーションを念入りに鑑定している。

			「私が鑑定する限り、まったく問題はないけど、テストもしないでカイル様に渡すわけにはいかないもんね」

			「そうなんだよ。でも、この村の住民はみんな健康そのものでなぁ」

			　ハッキリ言って、この村の住民は元気すぎる。

			　朝から晩まで、食事以外は休みなくぶっ通しで働き続けているのだ。不健康な人間を見つける方が難しい。

			「スタミナポーションって、病気の予防効果もあるのかなぁ？」

			「どうやら栄養も補ってくれてるみたいなんだよな。病気になりにくいのは間違いないだろう」

			「うーん。安全の確認だけでいいのかなぁ？」

			「昨夜飲んでみたが、今のところ何の変化もないな」

			　害はないと思うので、あとは鑑定を信じれば良いのだろうか、少し悩むところだ。スタミナポーションのように大人数で試したわけじゃないからなぁ。

			　二人で悩んでいると、仮設生産ギルドの玄関に足音が響いてきた。

			　ばんっ！

			　同時に玄関扉が音を立て開き、ペルシアが飛び込んできた。

			「クラフト！　ポーションができたんだって!?」

			「ああ、ジタローに聞いたのか」

			　朝食時、ポーションが完成したから、誰か病気になっていないかを、ジタローに尋ねたのだった。

			　別段隠すことでもないしな。

			「ああ、物はできたが、どうやって試すかを話し合ってるところだ」

			「そ、そうか……たしかに、それは重要だな」

			　ペルシアが冷静さを取り戻し、衿えりをただした。

			「飲んで問題ないのは確認したんだけどな」

			「問題はないのか？」

			「まったくない。病気なわけじゃないから変化もないんだけどな」

			「なるほど。では私が滝行でもして風邪をひいてくれば！」

			　思わずペルシアが全裸で滝に打たれている想像をしてしまって、慌てて振り払う。

			「クラフト君？」

			「なっ！　なんでもない！」

			「？　良くわからないが、どこかに滝は……」

			「いやいや！　待て待て！」

			　再び暴走しようとするペルシアをなだめる。こいつ、カイルが絡むと微妙にポンコツじゃね!?

			「だいたいお前は滝行で風邪になったことがあるのか!?」

			「馬鹿か！　滝行は心と身体を鍛える修行だ！　雪山の滝行でもない限り風邪になどならん！」

			「なら意味がねぇだろ！」

			　なんだ、このポンコツっぷりは！

			「お、落ち着いて、ペルシアさん！」

			「はぁ……そうですよ、ペルシア。少し落ち着いてください」

			「ん？」

			　突然三人以外の声がして、振り向くと玄関にカイルが立っていた。

			「カイル様!?」

			　ため息をつきつつ、カイルが部屋に入ってくる。

			「それは、僕のためのポーションですか？」

			「よう。おはようさん」

			「はい。おはようございます。クラフトさん。リーファンさん」

			　カイルに続いてマイナとアルファードもやってきた。

			「やはり、新しいポーションというのは、僕のためだったんですね」

			　カイルが俺とペルシアを交互に見やる。

			「カイル様……」

			「あー。そうだな。ただ、どのみちキュアポーションは近いうちに作ろうと思っていたんだ」

			　嘘ではない。

			　錬金術師として必ず作らなければならない薬だし、開拓村に必要なものである。

			　ただ、カイルのためという比重がとても大きいだけの話だ。

			「ありがとうございます。クラフトさん」

			　どう反応されるか少し心配だったが、ゆっくりと頭を下げるカイルを見て、ほっとしてしまった。

			　カイルにはあまり嫌われたくなかったからな。

			「それでは、さっそくいただきますね」

			　テーブルに並べてあったキュアポーションにカイルが手を伸ばす。

			「「カイル様!?」」

			　ペルシアとアルファードが同時に顔を跳ね上げた。

			「リーファンさん。このポーションに問題はありますか？」

			「私の鑑定した限り、安全な物です。品質も折り紙付きです。ただ……」

			「ならばまったく問題ありません。僕はクラフトさんを信じてますから」

			「いや！　カイル様、それは！」

			　アルファードが慌ててカイルを止めようとするが、手で制されて動きを止める。

			「今までのポーションの効力から見て、不安がありますか？」

			「それは……」

			「効きすぎるという点はありますが……」

			　それは不安材料なのかよ！

			　ペルシアよ！　昨日はさんざんスタミナポーションのおかげで暴れてただろ！

			　……あれ？　やっぱり効きすぎって問題あるか？

			　いやいや、違うだろ。効果が高いのは良いことだ。

			「俺が飲んだ限りだと、悪い影響はなさそうだ」

			　俺とリーファンの鑑定はかなりレベルが高く、得られる情報量は多い。だから鑑定の結果だけを見ても問題はないはずではある。

			　それでも俺以外に服用していない薬をカイルに飲ませていいものかという葛藤があるのだ。

			　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、カイルはニッコリと笑った。

			「なら安全ですね」

			　カイルは躊躇なく、手にしたポーションを飲みくだす。

			「「あっ!!」」

			　カイルの笑顔に躊躇してしまった二人が、思わず声を上げる。

			　ポーションを飲み干したカイルが動きを止める。全員が息をのんで様子を見守る。

			　ゆっくりと自らの手を見るカイル。

			「ん……ああ。凄いです！　身体が一気に楽になっていきますよ！」

			　顔を上げたカイルの表情を見て、ペルシアとアルファードが顔をほころばせた。

			「おお！」

			「良かった……本当に良かった！」

			「カイル様、おめでとうございます」

			「はい！　皆様のおかげです！」

			　はしゃぐカイルの様子を、俺が無言で見つめた。

			「……」

			　カイルは拳を握りしめたり、その場でジャンプしてみせ、その度に三人から歓声が上がる。

			「どうしたの？　クラフト君？」

			「クラフト？」

			　リーファンとペルシアが、俺の様子に気付いて、顔を向けてきた。

			　おそらく、俺の表情はかなり厳しくなっているのだろう。

			「カイル……嘘はやめろ」

			「……え？」

			　明らかにギクリとした態度。慌てて笑顔を作り直すカイルだが、もう遅い。

			　アルファードとペルシアは、状況を一瞬で理解する。

			「カイル様!?　どういうことですか!?」

			「クラフト！　ポーションは失敗だったのか!?」

			「い、いえ！　本当に体調はとても良く……！」

			「やめろ。それ以上は怒るぞ」

			「もう怒ってるよね？」

			　リーファンを無視して、俺はカイルの横に立つ。

			「気を遣っているつもりだろうが、それは逆効果だ。本当のことを言え。それともこのポーションに嘘の効果を広めるつもりか？　最終的には村人にまで迷惑をかけるぞ」

			「あ……」

			　それで観念したのか、急速に肩を落とすカイル。

			「カイル様それでは……」

			「どういうことだ!?　クラフト！」

			「もともとキュアポーションでカイルが治る確率は半々程度だと思っていたんだ」

			「なに？」

			「このキュアポーションで治るのは、病気……例えば風邪や破傷風、伝染病なんかだ」

			「それに問題があるのか？」

			「カイルの病気は生まれつきだと聞いた。基本的に病気っていうのは外から来るもんだ。初めから内にあったものにまで効くのか疑問には思ってたんだ。それに今までも名医にみせたりはしていたんだろう？」

			「あ……」

			　ペルシアはそれで理解してくれたらしい。

			　大貴族であるベイルロード辺境伯の子供なのだ。当然様々な治療が試みられているに違いない。

			　その中には、高い品質のキュアポーションとて含まれていたはずだ。

			「ではやはり、カイル様はずっとこのままなのか!?」

			　ペルシアが俺の襟首を掴む。

			「落ち着け、ペルシア！」

			　アルファードが慌ててペルシアを押さえ込んだ。

			「それに関しては考えてることがあるが、少し時間をくれないか？　カイル、スタミナポーションがあれば、しばらくは問題ないか？」

			「はい！　今までと比べたら、とても調子が良いですから！」

			「今度は嘘じゃないな？」

			「もちろんです！　もう、嘘は言いません！」

			「よし。じゃあ今日は解散してくれ」

			「……クラフト、すまなかった。少し取り乱した」

			「気にしてない。当然の反応だろう？　それよりカイルと村の安全を頼む」

			「それは任せろ！」

			　皆がギルドの外に出たタイミングで、リーファンが正面に座った。

			「まさか伝説級のキュアポーションが効かないとは思わなかったよ」

			「俺たちの中に、診療ができる人間がいないからな。そもそも辺境伯が呼べる医者にすら原因不明なんだ。特殊な病気の可能性は高かった」

			「あ、そうか」

			　マイナの病気を治した錬金術師をジャビールと言っていた。一介の冒険者にすぎなかった俺ですら噂を聞いたことのある錬金術師だ。黄昏の錬金術師の紋章がなくとも、素材や工夫で〝伝説〟品質のキュアポーションを作っていたとしても不思議ではない。

			　そんな高名な錬金術師にして医者のジャビールが治せなかったのだ、俺は今回のキュアポーションでカイルを治療できる可能性は半々だと思っていた。

			「冒険者時代にな、神官の紋章持ちに少し聞いたことがあるんだ。治癒魔法は生まれつきの病気にはほとんど効果がないってな」

			「そうだったんだ」

			「あまり知られてないし、通常より効果の高いこのキュアポーションならもしかしてという思いがあってな」

			「うん。それで、これからどうするの？」

			「考えていることはある。だが、先に村の発展を優先させよう」

			「そうね……スタミナポーションがあるから、カイル様の調子も悪くはないみたいだし」

			　リーファンはカイルの夜を知らない。俺も伝える気がないので、少し話を逸らす。

			「言ってしまえば、恐ろしく良く効く栄養剤だからな。病気の症状は大きく抑えられると思う」

			「うん。それで、村を発展させるって、何か考えがあるの？」

			「冒険者ギルドの支部を勧誘する」

			「え？」

			「そのために必要な、村の防衛施設……この場合は柵だな。それと商店。もともと建設予定だったろう？　あと宿屋だ。冒険者が長期滞在できる安宿でかまわない」

			「う、うん。でもなんで？」

			「おそらくだが……最終的にかなりの戦力が必要になる」

			「え？　どういうこと？」

			「実は、カイルの病気を確実に治せるポーションがある」

			「え!?」

			「ただ、その材料がちょいと特殊でな。それを採りにいくとなると、間違いなく魔物との戦闘になる」

			「そうなんだ。それで、その魔物ってなんなの？」

			　俺は、本棚から一冊の本を取ってくる。様々な素材が載っている生産ギルド員用の本だ。

			　そして、何度も読み直したページを開く。伝説級の素材が説明されているページだ。

			　中でも、実際に存在が確認された、超貴重素材を指さす。

			「こいつの自生地は主に」

			　リーファンが文字を追って、ゴクリと唾を飲む。

			　薬草が咲く横に描かれた、凶悪な生命体のイラスト。

			「ドラゴンの生息地だ」

			　こいつを手に入れるための準備に、俺は全力をかける。

			　もう少し待っててくれ、カイル。

		

	
		
			　

			後から知る事実って、意外と多いよなって話

			　

			　実際にドラゴンの生息地に行くかどうかはまだ不明だ。リーファンにはそのことは忘れて、村の開拓に専念してくれと、その話はいったん終わりにした。

			　まずは、村の防衛力を高めるため、リーファンには柵作りを優先してもらう。

			　最初の予定より、防衛力は高める。

			　理由として、昔あったようなヒュドラの大規模移動などあったときに、最悪は村人だけでも対応できるようにだ。

			　そもそもこの開拓地、魔物の発生率が高い地域なのだ。

			　用心してしすぎることはない。

			　それはそれとして、やることがある。

			　その日、俺は予定の行動を起こす。

			「シールラさん。ちょっといいかい？」

			　村の中に作られた、小規模な実験農地で汗を流している未亡人のシールラに声を掛ける。

			　ダンナが早くに亡くなって、途方にくれているところにこの開拓話を持ってこられたらしい。子供も二人いて、生活に困っていたらしい。

			　大金とは言えないが、開拓民への支度金や労働対価を目当てに開拓村への参加を決めたのだ。

			　開拓村にくる人間の大半は、このようになんらかの事情を抱えていることが多い。

			「はい。どうしたんですか？　クラフトさん」

			　話し掛けられたシールラが顔を上げると、額に溜まっていた汗が、頬を伝ってするりと首筋を滑り落ちていく。かき揚げた髪の毛がわずかにうなじに張り付いた。

			　なんというか、謎の色気のある方だった。

			「えっと、たしかシールラさんは、商店希望だったよな？」

			「はい。この開拓村では、親方株を発行してもらえるだけでなく、商業ギルドへの上納が一部免除されると聞いていて」

			「ああ。商業ギルドから預かっている書類に、その辺のことは書いてある」

			　親方株というのは、各ギルドから発行される、お店を営業しても良いよというお墨付きのことだ。

			　同じ種類の店が増えすぎて競合しないよう、ギルドがコントロールしているのだ。実際にはいろいろと細かい話や、裏の話が絡むのだが、ここでは単純に営業許可書だとでも思ってもらえば良い。

			　本来なら、商業ギルドからも開拓村に人を寄越すべきなのだろうが、代理として全部生産ギルドにぶん投げやがったのだ。そのうちのうのうと現れたら、めっちゃ高く権利を売りつけてやるわっ。

			「どんな商店をやりたいのか、希望はあるか？」

			「いえ、まだ勉強中なので、特殊な店は無理だと思っています」

			「なら、雑貨屋をやらないか？」

			「雑貨屋ですか？」

			「当面は日用雑貨と消耗武具の販売だ」

			「え？　それらは配給されてますよね？」

			「ああ。だが、数年でそれは終わる」

			「雑貨屋を始めても売る相手がいませんが……」

			「それは近々やってくる。どうせ今は開拓民に一律の労働対価が払われているんだ。練習がてら始めてほしい。もし売上げが全然上がらないようなら、改めて相談に乗らせてもらうから」

			「わかりました。ぜひよろしくお願いします」

			　こうして妖艶な未亡人シールラの店、シールラ商店がオープンすることになった。

			　当面は、仮設住宅の前にゴザと天幕を張っただけの簡易的なものだが、近々ちゃんとした店舗を建築予定だ。リーファンにも頼んである。

			　品物は消耗品である矢などだが、当然配布しているので売れない。ジタロー以外には。

			　だがそれは全員承知の上だ。

			　今はまだまだ練習なので、シールラにはゆっくりと学んでほしい。

			　シールラ商店が開設されると、ジタローが熱心に森で取れたベリー類を持ち込んでいるらしく、干しベリーが嗜好品として村人に少しずつ売れるようになったらしい。

			　シールラの二人の子供は、村の手伝いをしたり、遊び回ったりと、元気に駆け回っていた。

			　幸せなら、それでいいのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくして村の柵作りが終わり、手の空いた男性の一人に声を掛ける。

			「サリント、ちょっといいか？」

			「ああ」

			　別の仕事を手伝おうとしていたサリントが足を止める。三〇代で働き盛りの男性である。

			「サリントは宿屋希望だったよな？」

			「ああ。父が宿をやっていて、継ぐ予定だったんだが、両親二人とも流行病でな……」

			「それは気の毒だったな」

			「それだけならまだしょうがないんだが、いろいろあって、親方株を奪われてな」

			「弱みにつけ込むやつは、どうして減らないのか」

			　世の中には本当にろくでもないやつが多い。

			　きっとゴタゴタに合わせて、悪徳商人にでも狙われたのだろう。

			　俺は理不尽が嫌いだ。サリントにも幸せになってほしい。

			「だからどうしても宿を再建したくてな。危険と言われていたが、親方株を発行してもらえるこの開拓村に志願したんだ」

			「そうだったのか。よし。その夢、思いっきり叶えて行こうぜ！」

			「ああ……ああ！」

			　先々のことまで考えて、宿はかなり大きめの物を建築してもらった。一階は酒場で、そちらには酒場希望のデザイルという男性に入ってもらった。

			　スタミナポーションのおかげで、作業時間が大幅に増え、作業効率も上がる。

			　何より住民のやる気が違うのだ。

			　村の発展は、想像を超えるペースで進んでいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここは本当に開拓を始めて半年も経っていないのですか？」

			「ええ。私たちはあなた方を歓迎いたします！」

			　村では、ちょっとしたお祭りになっていた。

			　その日、冒険者ギルドの支部開設と、新たな開拓民が村にやってきたのだ。

			　冒険者ギルド職員の移動に合わせて、二次募集の開拓民も一緒に移動してきたのだ。冒険者パーティーも一緒なので、護衛の意味もある。

			　代表者のカイルが、冒険者ギルド職員や新たな開拓民に声を掛けていく。

			　辺境伯の直系が辺境開拓の責任者であることに驚くと共に、村の発展度に一定の理解を示したのだ。

			　そしてある冒険者パーティーが、俺の顔を確認すると駆け寄ってきた。

			「よう！　クラフト！」

			　なんと、それはレイドックのパーティーだった。

			「レイドック！　また護衛の仕事か？」

			「それだけじゃないぞ。しばらくこの村を拠点に活動することにした」

			「なんだって？」

			　レイドックの冒険者ランクはＣだ。メンバーもＣランクかＤランクのはずだ。

			　そんな実力派パーティーが、この開拓村に住み着くだって？

			「いったいどういうつもりだ？」

			「なに、この辺りなら、討伐依頼には困らんだろ？　昔は拠点になる場所がなかったからこんな辺境までは来れなかったが、こんなに立派になった村があるんだ。補給にも困らないってもんさ」

			「それは……そうかもしれないが」

			　一般的な魔物に対する討伐報酬は、その土地の領主が支払うことになっている。ここの場合はカイルの父親であるベイルロード辺境伯となる。

			　その辺は冒険者ギルドが手続きするので、こっちが何かを考えることはない。

			　魔物の多い辺境であれば、たしかに討伐依頼に困ることはないだろう。

			「ま、本音を言えば、面白そうだったからさ」

			「面白そうって」

			「実に冒険者らしい答えだと思うが……変か？」

			「いや、お前らしい」

			　レイドックは一拍おくと、空を見ながら零した。

			「少しだけどな。お前にパーティーを抜けてもらったこと、後悔してるんだ」

			　レイドックとパーティーを組んでいたのは、冒険者になってまもない頃だ。

			　この時はまだ、全員が駆け出しで、俺の魔法に対して文句を言うやつはいなかった。

			　だが、破竹の勢いでＦランクからＥランクへと駆け上がり、いよいよＤランクを狙えるという辺りで、俺が足かせになっているという問題が浮き彫りになったのだ。

			　ランクはパーティーでなく、個人に与えられる物だ。

			　だが、パーティーに功績がなければ、個人の活躍などわからない。

			　パーティーの成功が、冒険者の成功そのものと言える。

			　俺たちは決断しなければならなかった。

			　先に進むために、俺を切るかどうかを。

			　結局、その時は俺からパーティーを抜ける形になった。

			　その後の俺は、様々な駆け出しパーティーに入っては、似たような経験を繰り返すことになる。

			　口さがないやつらは、口だけ魔術師などと揶や揄ゆしてきたものだ。

			「なに。恨んじゃいないさ。実力が揃わないパーティー編制は危険だ」

			「それは、そうなんだがな。お前、ギルドでなんて言われてたか知ってるか？」

			「口だけ魔術師、だろ？」

			　ワンフィンガー魔術師とか口だけ魔術師とか、ろくな記憶がない。

			「そりゃ、一部のやつらだけだ。あいつら声だけはでかいからな」

			　別の呼ばれ方をしていた？

			　四年も冒険者として頑張っていたが、初耳だぞ？

			「新人冒険者育成請負人。もっとも恩恵を受けた新人どもは、照れと、申しわけなさからあまり口にはしてないがな」

			「聞いたことないぞ。そんな話」

			「そりゃそうだろう。お前に育ててもらったにもかかわらず、先に進むためにパーティーから追い出すしかない。そんな負い目もあれば、本人の前では言えないさ」

			「……」

			　本当の話なのだろうか？

			「ま、お前を馬鹿にしてるやつが多かったのも事実だがな。その辺は冒険者の宿命だ」

			「それは知ってるが……」

			　そういえば、冒険者を辞める頃は、新人パーティーが少なく、それなりにベテランのパーティーに入れてもらうか、他の街から来たパーティーに入れてもらうことが多かったな。

			　……たしかに俺を馬鹿にするタイプは、マルボロがリーダーをしていたような、新たに町へやってきたベテランパーティーが多かった気がする。

			「ま、それだけが理由じゃないんだけどよ。俺たちが活躍すれば、この開拓村の役に立つんだろ？　それで少しは埋め合わせになるか？」

			　俺は思わず目頭が熱くなるが、奥歯を噛みしめて、目からこぼれそうになる汗を我慢した。

			「ああ。頼りにさせてもらう」

			「任せろ」

			　レイドックと交わした握手は、とても力強かった。

		

	
		
			　

			育てたもんが大きくなるって、満足感あるよなって話

			　

			　開拓村は急速に発展していった。

			　理由はいくつかあるが、最大の理由はやはり冒険者ギルドだった。

			　もともと魔物が頻発する土地だ。

			　少し実力のある冒険者パーティーにはちょうど良い狩り場となるのだ。

			　どうしてそれまで放置されていたかと言えば、拠点がなく、長期に滞在するには危険すぎる土地だったからだ。

			　それが、防衛柵によって守られた、それなりの規模の村が完成したことで、問題が解決する。

			　それだけではない。

			「シールラさん！　スタミナポーション頼む！」

			「こっちもだ！」

			「ヒールポーションも売ってくれ！」

			「はっ！　はい！」

			　魅惑の未亡人シールラが営む、シールラ商店は今日も大繁盛だった。

			　生産ギルドで生産した各種ポーションや武具を仕入れ、販売するだけなのだが、それらは飛ぶように売れる。

			「俺はシャープネスオイルを頼む！」

			「すっ、すみません！　シャープネスオイルは売り切れです！」

			「ぐはっ！　お前ら買いすぎだろう!?」

			　冒険者たちが絶望の表情を浮かべる。

			「必要な分しか買ってねぇよ！」

			「ちくしょう！　早く硬質化された剣がほしいから金を稼ぎたいってのによ！」

			「だったら、これからヒュドラ狩りに行く予定なんだが、うちのパーティーと組まないか？」

			「シャープネスオイルを少し分けてくれるならいいぜ」

			「決まりだな」

			　最近では毎朝繰り広げられている光景だった。

			　さらに、宿屋の利用率は連日一五〇％を超えている。

			　二人部屋に三人宿泊なんて当たり前の状態で、今日も噂を聞きつけた新たな冒険者パーティーが村にやって来ることだろう。

			　現在急ピッチで宿の拡張工事を進めていた。

			　その拡張工事を担当しているのが、新たに村へと移住してきた大工たちだったりする。

			　木こりや狩人も増え、とうとう村にはそれらの人間を狙った串焼き屋など、ただ生きるのに必要な品物を売るだけではない、美味を扱う店や、酒場でリュートをかき鳴らす吟遊詩人がやってきたりと、娯楽も少しずつだが増えていった。とても良い傾向だろう。

			　それに伴って行商人の出入りも増えてきた。

			　生活必需品だけでなく嗜好品、例えば酒などのやり取りも増え、人口も一気に増えている。

			　目下の困りごとは住宅不足だ。

			　現在は、開拓初期に使っていたテントを貸し出すことで、なんとか凌いでいる。

			　ただ、大工も増えたことだし、住宅不足に関しては近いうちに解決するだろう。

			　簡単に説明しておくと、開拓民には全員、雀の涙ではあるが給料が支払われている。

			　それと別にしばらくは食と住居の保証もある。

			　さらに、商売や狩りなどに関して、様々な免税特権が与えられていた。特に大きいのは親方株の発行条件だろう。普通の町で店を持とうと思ったら、かなりの大金をギルドに渡さないと実現しない。

			　開拓民はすぐに現金収入を得る必要はないのだが、逆に言えば、今は準備期間なので今のうちに生活基盤を整えなければならない。

			　そんな状況から、初期入植者たちの職を確定していったのだが、現在おおまかに、解決済みだ。

			　俺の最近の仕事は、権限を委譲された商業ギルド関連の仕事ばかりだった。

			　金と言えば、俺は結構な額を受け取っている。

			　まず、最初にもらったのは、冒険者ギルド最後の依頼となった、生産ギルドへの異動と開拓村への派遣費用だ。これがかなり大きい。

			　さらに、最近は生産ギルドへ卸すポーション類の一部金額も受け取っている。その上で生産ギルドから給料ももらっていた。

			　冒険者時代には考えられないほど安定した収入なのだが、現状では使う場所がなくて貯まる一方だ。

			　そんな忙しい日々を過ごしていると、最近あまり会話をしていなかったカイルがマイナとペルシアをともなって生産ギルドにやってきた。

			「クラフトさん。ちょっと相談にのってもらえませんか？」

			「もちろんだ。なにかあったか？」

			　俺は扉に「商談中、立入禁止」の札を下げてから、三人にお茶を煎いれる。

			　アルファードは村の見廻りだろう。

			「はい。実はそろそろ村に名前をつけてくれと頼まれたのです」

			「なんだって？　もしかして今まで名前がなかったのか？」

			「はい……」

			　マジかよ。

			　たしかに漠然と村とか開拓村とかしか呼んでなかったが、正式名称がないとは思わなかった。

			「今までこの地の入植はことごとく失敗していましたから、成功するようならお前が付ければよいと父に言われていまして」

			「ああ。なるほどな」

			　連続して失敗していたら、その度に名前を考えるのも手間だろう。

			「それで、村の名前に何か良いアイディアがないかと相談に来ました」

			「カイル村で良いんじゃないか？」

			　むしろそれ以外に思いつかない。

			「アルファードやペルシアと同じことを言わないでください」

			「功績としてもわかりやすいと思うし、みんなお前に感謝してるから、むしろ喜ぶと思うぞ？」

			　俺の言葉に、ペルシアがぶんぶんと首を縦に振る。もげるぞ。

			　反対する村人がいるとはとても思えなかった。

			「この村は皆で開拓したものです。いえ、さらに人が増え、それら全員で作り上げていくのですから、僕の名は相応しくありません」

			「相応しくないとは思わんが、まぁ気に入らないなら別の名を考えよう」

			「お願いします」

			　カイルが別の名前が良いというのなら、考えるまでだが、ぱっと思いつく物でもない。

			「といっても、俺は元冒険者だぞ？　そういうセンスは皆無なんだ。ペルシアは何かないか？」

			「私はカイル村以外の意見はない」

			「……なるほど」

			　このポンコツ堅物は役に立たなそうだ。

			「そうだ。マイナは何かないか？」

			　カイルの双子の妹マイナに声を掛けると、恥ずかしそうに俯いて、ボソリと呟いた。

			「クラフ……村」

			　妹の呟きにカイルがぱっと顔を輝かせた。

			「ああ！　それは良いですね！」

			「却下だ、却下」

			　なんで俺の名前なんだよ。

			　せめてギルド長のリーファン村とかにしてくれ。

			　俺が却下すると、マイナは少し頬を膨らませて、ぷいっと横を向いてしまった。

			　どうしろと。

			「なんだか、人の名前は避けた方が良さそうな流れだな」

			「そう……ですね」

			　ネタが尽きて頭を抱えていると、扉にノックがあった。

			「あー、今取込中なんだが……」

			「あ、じゃあ出直すね」

			　聞こえてきたのはリーファンの声だった。

			「なんだリーファンか、ちょうどいい、ちょっと来てくれ」

			「うん」

			　ゆっくりと扉を開けてリーファンが入ってくると、来客に気がついた。

			「あ、カイル様いらっしゃい。クラフト君、なにかあったの？」

			「いや、村の名前を考えていてな」

			　それまでの経緯を含めてリーファンに説明する。

			「うーん。じゃあダスク村とかどう？」

			「ダスク？　夕暮れって意味だったか」

			「うん」

			「なんか落ち目の村みたいだな。理由はあるのか？」

			「一応ね」

			　チラリと俺を……いや、俺の左手に浮かぶ紋章に目を移すリーファン。

			「ほら、その紋章って黄金色に輝いてるし、黄昏の錬金術師っていう名前でしょ？　この村を発達させたのはその紋章の力が大きいから、黄昏時って意味で夕暮れはどうかなって」

			　カイルがぽんと手を打った。

			「ああ！　なるほど！」

			「ふむ。盲点だったな」

			「いや!?　待て待て！　おかしいだろ？」

			「たしかに悪くないが、やはり夕暮れというのは微妙な気もするな」

			「だよな!?」

			　よく言ったポンコツ！　いやペルシア様！

			「ならば、朝焼け……いえ、夜明けの意味で、ドーンはどうですか？」

			「それなら始まりの意味もあるね。開拓村にはピッタリだと思いますよ！」

			「さすがカイル様です！」

			　黄昏の紋章からの連想ゲームなので、反対しようと思ったが、夜明け、始まりというのは悪くないと思いなおす。

			「ドーン村か……」

			「カイル村以外を選べと言われるなら、私は賛成する」

			「ブレないね、お前さんも」

			　あくまで一押しはカイル村らしい。個人的には同意するが、カイルが飲むわけがない。

			「僕は気に入りました！　ドーン村！　良いと思います！」

			「……ん」

			「そうか、マイナも気に入ったんだね」

			　妹の頭を撫でるカイル。マイナは恥ずかしそうにされるがままに身を任せていた。

			「それでは決まりですね。この村の名はゴールデンドーン村です!!」

			「おお！」

			「ん？」

			「良いですね！」

			　おいちょっと待て、ゴールデンどっから出てきた？

			「輝かしい感じがカイル様にお似合いかと！」

			「いやいや、待て待て」

			「カイル様はネーミングセンスもあるんですね！」

			「ん」

			「そんなに褒められると照れてしまいます」

			「さすがです！」

			「おいこら、どっからゴールデンが出てきたか、誰か突っ込めよ！」

			「それでは、この名称で発表いたしますか？」

			「うん。そうしましょう」

			「カイル様の治める村にはぴったりの名前だと思います」

			「ガン無視かよ、お前ら!?」

			「正規書類にまとめておきますね！」

			「はい！　お願いします！」

			　こうして俺は存在しないかのように無視され、ゴールデンドーン村という名前に決定したのだった。

			「だって……クラフトさんを表す名称にしたかったんです」

			「なんか言ったか？」

			「何でもありません！」

			「朴ぼく念ねん仁じんよねぇ」

			　なんだろう？

			　リーファンに不当な誹ひ謗ぼうを受けている気がするのだが……。

			「まったくだ」

			　ペルシア！　お前もか！

			　なんであれ、ゴールデンドーン村の名は、瞬く間に近隣の町や村へと拡散していくのだった。

		

	
		
			　

			ほしい物は、取りに行けばいいって話

			　

			　冒険者ギルドができてから、村の発展は著しかった。

			「そろそろか……頃合いだな」

			　俺は独りごちる。

			　レイドックの冒険者パーティーを筆頭に、現在一〇〜二〇パーティーくらいが常駐するようになっていた。

			　魔石の流通も順調だ。

			　魔物の討伐依頼をこなした冒険者が大量の魔石を確保し、それを冒険者ギルドが規定料金で買い取る。その魔石を生産ギルドが購入するのだ。

			　ゴールデンドーン村のプール金から、魔石代に当て、それを俺やリーファンが生産品へと加工する。

			　現在は村の外に流れるポーションの量はかなり抑えている。

			　冒険者たちの噂では早速プレミアがついているそうだ。

			　基本的には開拓民への配布と、村で活躍する冒険者へ優先して販売をしている。

			　冒険者が様々な魔物の素材を仕入れてきてくれるおかげで、予定していた新アイテムも完成していた。

			　次の段階に進んで良い頃合いだろう。

			　生産ギルド部屋で書類仕事をしていたリーファンに声を掛ける。そろそろギルド職員を増やしてもらわないと大変だな。

			「リーファン。ちょっといいか？」

			「うん。なにかな？」

			「前から鉱石の調査と採取に行きたいって言ってたよな？　そろそろ良い頃だと思うんだが」

			　これは前からリーファンが零していたことだ。現状では商人から鉱石類を購入しているが、若干足下を見られている。

			「あー、そうなんだよね。鉄鉱石の値段も上がってるし……」

			「この村に運び込む商人がごうつくばりばかりだからな」

			「それはしょうがないよ。開拓村まで来てくれる商人さん自体が少ないんだから」

			　たしかに、この村と最寄りの町の間にはかなりの距離があり、商人たちからすれば護衛の確保だけでも大変だろう。金額が上がるのは仕方ないことなのだが、それにしてもちょっとぼったくられている気もする。

			「ま、その辺は近いうちに商業ギルド辺りを呼び出して相談すればいい」

			「うん」

			　いい加減、商業ギルド支部も誘致せんとな。

			「それより、鉱石だ。鉄と銅だけでなく、可能ならミスリルやアダマンタイトを手に入れたい」

			「そりゃ、ほしくない人はいないよ」

			　当たり前の話である。

			「それで、生産ギルドから預かっている、この辺りの資源分布地図だ」

			　俺は生産ギルドの支給品である地図をテーブルに広げた。

			「うん」

			「そのなかで、ここ」

			　地図の一点を指して、リーファンの顔をうかがった。森を抜けた山脈の麓だ。

			　その位置を見て、リーファンが眉を顰ひそめる。

			「生産ギルドの予想で、希少金属が採取できる可能性が一番高い場所だ」

			「言うまでもないと思うけど、どうしてその場所に人の手が入ってないか説明する？」

			　リーファンが腕を組んでこちらを見上げる。なんか子供が背伸びしてるみたいだな……。

			「まず、魔物だらけの森を抜けなければならないこと。現地の地質が非常に硬く、採掘に時間が掛かると予想されること」

			「うん。……あ、だから冒険者ギルドなんだね」

			　どうやら俺が最近力を入れていた、冒険者の呼び込みとつながったらしい。

			「そういうことだ。護衛に関しては、冒険者ギルドに依頼。村のプール金から依頼料を出せば良いだろう？」

			「うん。大丈夫！」

			「それで、鉱石のことだからな、リーファンには来てほしい」

			　土小人ノームの血を引くリーファンは鉱石探しに必須だろう。

			「それはもちろんだけど、もう一つ問題があるんだよ。この辺りは硬い地質で……あ、そうか！　ハードフォージングオイルとシャープネスオイル!!」

			「そういうことだ。ツルハシはすべてハードフォージングした鉄で作製してもらって。もちろんシャープネスオイルもたっぷり塗っておけばどうだ？」

			「うん！　いけると思う！」

			「それだけじゃなく、もう一つ用意した物もあるしな」

			「……クラフト君？　隠し事はなしだよ？」

			「ああ、わかってるんだが……まだテストしてなくてな。現地でテストがてらお披露目させてくれ」

			「なんとなく嫌な予感がするよ」

			「失敬な」

			　錬金術でも、結構作るのが大変だったんだからな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから数日後、俺たちは中央広場に集まっていた。露店が増え賑やかな様子に思わずにやついてしまう。

			　今回の採掘に参加する全員で、出発前に軽く顔合わせをするのだ。

			「クラフト、ご指名依頼ありがとうな」

			　俺が名指しで護衛の依頼をしたのは、当然レイドックのパーティーだ。

			「今、常駐しているパーティーで一番優秀なのを選んだだけさ」

			　俺がわざとらしく肩をすくめると、レイドックがニヤリと笑った。

			「依頼料は安いが、ヒールポーションとキュアポーション。それにシャープネスオイルを報酬に出すと言われたら、他にどんな依頼を放棄してでもやってくるさ」

			「はは。今は固定依頼はほとんどせず、魔物討伐と魔石で儲けてるだろうが」

			「バレバレか」

			「当たり前だっつーの」

			　拳と拳をぶつけ合う俺とレイドック。

			「それで、護衛対象は？」

			「俺とリーファン。それにジタローだ」

			　なぜか知らないが、やたら一緒に来たがったので同行してもらうことにした。

			「……山賊か？」

			「言っちゃったよ」

			　ハードレザーアーマーに毛皮のジャケットを羽織り、弓とマチェットをぶら下げてたら、そりゃあ山賊以外の感想は出ないだろうが、そこは黙っててやるのが優しさというものだろう。

			「ええ!?　冒険者の兄さん、そりゃないですぜ！」

			「ごめんジタローさん。わざとだと思ってたんだけど」

			　リーファンが追い打ちをかける。

			「えええ!?」

			　なんで驚いてるんだ!?

			　まさか自覚がなかったんかよ！

			「はは、冗談だ。村の訓練施設で弓を使ってるのを見かけたことがある。あんたなら大丈夫だろ」

			「びっくりさせないでくだせいよ。俺っちの一張羅なんすから」

			　ひとしきり笑い合った後、レイドックが背筋を伸ばす。

			「改めて簡単に自己紹介しておこう。俺はレイドック。リーダーをやっている。剣士の紋章持ちだ。それでこの目つきの悪い女が――」

			「死にたいのかしら？　リーダー？」

			「と、このようにとてもきつい女だ。レンジャーの紋章持ちでソラルだ」

			「よろしくね」

			　昔レイドックと一緒にパーティーを組んでいたソラルが軽く手を振った。

			「久しぶりだなソラル。村で時々顔は見ていたが」

			「忙しくて話す機会はあまりなかったものね。会えて嬉しいわ」

			「お前なら頼りになる。頼んだぜ」

			「ええ」

			　実は少し惚れていた時期があったが、ソラルがレイドックを好きなのは見てわかっていたので、秘めた片思いで終わった。

			　レイドックが白っぽい神官系の防具を身に纏った、少し痩せた男を紹介する。

			「そっちのひょろいやつが神官の紋章持ちでベップ」

			「お久しぶりです、クラフトさん」

			　ぺこりと頭を下げる丁寧な態度が懐かしい。ベップもパーティーで一緒だったメンバーだ。

			「ああ、元気そうで何よりだ」

			　貴重な神官の紋章持ちだが、家庭の事情で冒険者になった変わり者だ。性格は神官らしく慈悲深い。

			「そんでそっちの色黒が魔術師のバーダック。紋章はないが、それなりの使い手だ。うちのブレインでもある」

			「よろしく頼む」

			「ああ」

			　こいつは俺がパーティーを出て行ってからのメンバーだろう。色黒で細身だがしっかりと筋肉がついている。

			　紋章がないのに魔法を使えるのか。

			　いったいどれだけの苦労があったか想像もできんな。

			　魔法は、訓練と勉強で身につけることも可能だ。だが、魔術系の紋章持ちと比べると、その習得効率はきわめて悪い。さらに威力も紋章持ちに遠く及ばないことが多い。

			　それでもレイドックのパーティーメンバーとして一緒にいるのだ。想像を絶する努力で魔法を身につけたのだろう。

			　もっとも、相性が悪い紋章を刻まれているよりかは、魔法の習得は楽だと思うが。

			「そんで、奥のでかいやつが戦士のモーダ。紋章はないが筋力が人並み外れてるから、なかなかの実力だぞ。物静かなやつであんまり喋らないのが欠点っちゃー欠点か。戦闘中は最低限喋るからそこは安心してくれ」

			「……」

			「お、おうよろしく」

			　無言で握手を求められたので、ごっつい手を握り返した。

			　なるほど。紋章なしだとあまり技には期待できないが、純粋に筋肉で押し切るパワーファイターなのだろう。

			「荷物があったら遠慮なく言ってくれ。いくらでも空間収納できるからな」

			「本当に、変わったんだな、クラフト」

			「ああ。紋章が刻まれただけで安心しちゃいけないってことだな」

			「俺も今度相性を見てもらうかね？」

			「レイドックは紋章との相性はばっちりだと思うぞ？」

			　実際レイドックは冒険者の中でもかなりのやり手だろう。

			「はは。俺もそう思う。さて、そろそろ行こうか。道案内は……」

			「私がやるよ！」

			　即答するリーファン。

			「ならリーファンさん、よろしく頼む。よし！　出立しよう！」

			「「「おお！！！」」」

			　こうして俺たちは暗い森へと足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　深く、日当たりの悪い森の中を進んでいく俺たち。

			　途中、ゴブリンやオーク、ジャイアントスパイダーなんかとかち合うが、ことごとくレイドックのパーティーが処理していく。

			　鮮やかな連携だった。

			「魔石や素材は、慣例通り俺たちがもらうが問題ないな？」

			「うん。もちろんだよ」

			　護衛の冒険者が倒した魔物の権利は冒険者の物だ。報酬の少ない彼らからそれを取り上げたら戦争になる。

			　ただ、ごうつくばりの商人などが、権利を主張することが多々あるので、念のための確認だろう。

			　これらの魔石は冒険者ギルドの規定ですべてギルドに買い取られるので、こちらからすればまったく困らない。

			「うーん。スタミナポーション飲み放題だから、滅茶苦茶楽だな」

			「ええ。やっぱり技が撃ち放題になるのは最高よね」

			「魔法も撃ち放題になれば、もっと援護できるんだがな」

			　魔術師のバーダックが零したのを聞いて、それならと小瓶を取り出す。

			「なら、ベップとバーダックにはこれを渡しておこう」

			「それは？」

			「マナポーション。魔力薬ってやつだな」

			「なに!?」

			　バーダックが驚くのは当たり前だ。

			　魔力を回復するマナポーションはかなり高額なのだ。

			「あまり量はないから、いざという時用だけどな」

			「いいのか？　もらっても」

			「ああ。その分活躍してくれ」

			「約束する」

			　神官と魔術師は魔力が生命線だ。いざという時用に渡しておいても良いだろう。

			　製作に魔石を大量に必要とするので、数が作れない。そのため市場には出していない。

			　もっとも品質は相変わらず〝伝説〟なので、効果は折り紙付きだ。

			「これがあればサイクロプス級の魔物が出ても倒せそうだ」

			　レイドックよ、変なフラグ立てるのやめてくれる？

		

	
		
			　

			立てたフラグは、回収されるって話

			　

			　数日の行程を経て、森を抜けると、ようやく目的の山脈麓へと到着した。

			　もしスタミナポーションの恩恵が無ければ、数ヶ月の旅だったとしてもおかしくはない。可能な限り敵を避けるルートを取ると、いくら時間があっても足りなくなる。

			　その点、今回は敵に正面から突っ込んでいって瞬殺して進んでいくのだから行程速度は比べられるようなものじゃない。

			　到着した山脈は植生のない岩山で、剥き出しの岩肌が、左右へと伸びていた。

			　険しいこれらの山脈を越えると他国だが、難所の山脈を越えようとするものなど、ほとんどいない。

			　リーファンはダウジングティアドロップを取り出し、反応の強い方へと歩き出す。

			　しばらくすると、彼女が足を止めた。

			「こっちに、洞窟があるね」

			「洞窟？　どこだ？」

			「そこの草むらの奥だよ」

			　ぱっと見ではただの茂みにしか見えない。

			　リーファンの先導で近づいて、ようやくそれを発見した。

			　さすが土小人ノームの血を持つだけはある。土や地形を把握するのはお手の物らしい。

			「中に入るのか？」

			「うん。ティアドロップの反応が強いし、中は広そうだよ」

			「鉱石がありそうってことか？」

			「うん」

			「なら反対する理由はないさ。それが目的だからな」

			　鉱石がありそうな場所なら、行かないわけがない。

			　レイドックの指示で、狭所用のフォーメーションを取る。

			　洞窟に足を踏み入れると、俺と魔術師のバーダックが同時に魔法を唱えた。

			「「〝浮遊光球〟」」

			　二つの光の球が生まれ、頭の上にふわふわと浮かぶ。

			　さらに神官のベップと狩人のジタローが松明たいまつに火を灯しそれを手にする。光量は充分だ。

			「洞窟を進みながら、地質を調査するね」

			「ああ、頼む」

			　こういうときドワーフやノームがいると大変ありがたい。一般人には暗い洞窟で鉄鉱石を見分けることなど困難だ。

			　リーファンはダウジングティアドロップを頼りに、鉱石を探し始める。ノームの血とダウジングの合わせ技で効果はばつぐんだ。

			「よし、魔物に注意しながら進むぞ」

			　人が通れるようなサイズの洞窟には、魔物が徘徊していることが多い。

			　魔物が洞窟を広げたのか、最初から広くて居座っているのかはわからんが。

			「ダンジョン化してなきゃいいんだが」

			「入り口を見るに、それは大丈夫だと思うぞ」

			「そうだな……」

			　ダンジョンとは、魔物が生まれる一種の異界と化した地域や場所のことだ。

			　強力な魔物が徘徊することが多く、その奥には貴重な物が発生していることが多いため、冒険者が一攫千金を目指し、潜っていく。

			　他に、古代魔法文明時代の遺跡をダンジョンと呼ぶこともある。

			　この洞窟はおそらく天然の物だろう。異界化したダンジョンは独特の雰囲気があるものだ。

			　慎重に先へ進むと、奥に魔物の影を発見した。

			「奥左！　ロックリザード三！」

			　即座にレイドックが反応する。

			「よし！　モーダが前衛！　ソラルが援護！　落とせないときはフォローする！」

			「了解！」

			「んっ！」

			　レンジャーのソラルが即答し、無口なモーダは空気を一瞬だけ漏らすと、即座に移動を開始する。

			　良いパーティーだ。

			　冒険者に憧れ、冒険者として様々な地域を渡り歩いた日々を思い出してしまう。

			　もう、想い出になるほど昔にも感じる。俺はそっと紋章を撫でた。

			　岩のように硬い皮膚を持つトカゲが、その爪を振りかぶると、モーダが盾でガッツリと受け止め、即座にソラルの矢がロックリザードの眉間に深く刺さる。

			　本来なら矢は役に立たない敵なのだが、シャープネスオイルがたっぷりと塗られた鏃であれば、充分ダメージを与えられるらしい。

			「ん！」

			「大丈夫！　私たちだけで落とせる！」

			　手応えを感じたモーダとソラルがそのまま攻撃と防御を続行。レイドックが続けて指示を出す。

			「良し！　残りのメンバーは全周警戒！　狭いから気をつけろよ！」

			「はい！」

			「ああ」

			　俺の出番はなさそうだ。

			「大した敵じゃないな」

			　レイドックの呟きに、俺は苦笑して答える。

			「お前たちだからだろ」

			　ロックリザードの見た目は巨大トカゲで、岩のような外皮を持つ、とても硬い敵だ。

			　駆け出しの冒険者なら、発見と同時に逃げ出すレベルの敵なのだ。それを難なく撃破していくのだから、冒険者として優秀だ。

			「シャープネスオイル様々さ。見ろよ。モーダの斧で紙のように引き裂いてるんだぞ」

			　まぁ、たしかに。

			　ほぼ打撃武器に近い斬撃武器にもかかわらず、ロックリザードの切り口は包丁でも使ったかのようにすっぱりと切り落とされていた。

			「よし。大丈夫だ。素材をはぎ取ったらすぐに進むぞ」

			「「「「了解!!」」」」

			　こんな感じで、出てくる魔物はすべて、レイドックのパーティーがさくさくと倒していくのだった。

			　しばらく進むと、リーファンが足を止めた。

			「地質が変わってきたよ」

			「どんな具合だ？」

			「所々鉄の混じる岩が出てきたけど、この感じだと……ミスリルもありそう」

			「「おお」」

			　俺とレイドックが同時に声を上げる。

			　冒険者にとってミスリルの武具は憧れそのものだ。

			　ダウジングしながらリーファンは顔を上げる。

			「でも、この辺だと、含有量はわずかだから、もう少し奥が見たいな」

			「わかった。このまま進むぞ」

			　レイドックが即答して、さらに奥へと進む。

			　それまで地面や壁を探りながら進んでいたリーファンが、急に足を止めた。

			「どうした？」

			「この先……広い空間があると思う」

			「ほう」

			「覗いてみよう」

			　奥に抜けると天井が高く、広い空間へと出た。

			　鍾乳洞ではないので、なんでこんな広い空間ができたんだか。

			「あっ！　あそこ！」

			　リーファンが指す先に、うっすらとグリーンに光を反射する岩があった。

			「やっぱり！　ミスリル鉱石！」

			「おお！　見つかったのか！　おめでと……」

			　穏やかだったレイドックの表情が激変する。

			「戻れ！　リーファンさん！」

			　レイドックが叫んだのと同時に、洞窟中に何かが響き渡る。

			　グギャアアアアアア！

			　それは凶暴な、何かだった。

			「「「!?」」」

			「ちぃ！」

			　すぐさまリーファンの前に飛び出すレイドック。

			「なんすか!?　なんすかこの音!?」

			「馬鹿！　離れるな、ジタロー！」

			　音の発生源、正面の大岩に光球を飛ばす。

			　強い陰影が、巨大な何かを浮かび上がらせた。

			「サイク……ロプス」

			　それは巨人。一つ目の巨人であった。

			　人間の三倍におよぶ身長に、はち切れそうな筋肉。手にした巨大な棍棒は、大木のそれ。

			　冒険者殺しの異名を持つ、サイクロプスだった。

			「モーダは俺と合流！　ソラルとリーファンさんは下がれ！　バーダックは全力魔法攻撃！　ベップは支援魔法！」

			「「「了解！！！」」」

			　即座に態勢を立て直すが、相手が悪すぎる。

			　なぜ即座に逃げないのかとも思ったが、多少のダメージは与えないと背後を突かれる可能性があるのか。

			「ぬん！」

			　戦士のモーダが、サイクロプスのスネへと斧を撃ち込むが、見た目より機敏に避けられる。

			「なっ!?」

			　想定外の動きにレイドックが声を上げる。

			　ゴギャグゲアアアアアアア！！！！

			　どうやらそれで俺たちを明確に敵認定したのか、サイクロプスが雄叫びを上げた。

			　でかい図体のくせに、巨大な棍棒を、機敏にモーダへと叩きつける。

			　巨大棍棒がモーダの盾と衝突し、洞窟中に鈍い音が響いた。

			「ぬぐぅ!?」

			　モーダの巨体が何度も回転しながら転がって、後方の俺たちの足下まで吹っ飛ばされてきた。

			「モーダ！」

			　慌てて神官のベップが駆け寄ってこようとしたが、それを俺が手で制す。

			「大丈夫だ！　ポーションを使う！　ベップは支援魔法を続けろ！」

			「はっはい！」

			　革袋に詰まったヒールポーションを、たっぷりとモーダにぶっかけると、身体中から煙が立ちのぼり、一気に傷を修復する。

			　効き目が劇的すぎて、ちょっと気持ち悪いほどだ。

			「大丈夫か!?」

			「……んっ！」

			　モーダは力強く立ち上がると、すぐにレイドックの横に走っていった。頼もしいったらありゃしない。

			「……一つ目のクソ野郎が……許せねぇ！」

			　俺は怒りと共に魔術式を立ち上げる。

			　洞窟で火は厳禁。

			　風もまずい。ガス溜りがあったら攪拌することになる。

			　土は訓練不足。

			　範囲魔法は危険。

			　ならば！

			　俺は選び出した魔法を発動させた。

			「〝氷牙凍撃馬上槍〟！！！！！」

			　選んだのは水系の上位魔法。

			　巨大な氷の槍が、アイスダストをまき散らしながらサイクロプスへ高速で飛翔し、避けようと移動した先へと急激に角度を変える。

			　その氷の槍は、正しく一つ目巨人の胸を貫いた。

			　それだけでも大ダメージだろうが、オマケと言わんばかりに刺さった周辺から急激に肉体を凍らせていったのだ。

			「え!?　今の魔法って!?」

			「考えるのは後だ、ソラル！　目玉に牽制射撃！　トドメを刺すぞ、モーダ！」

			「んっ！」

			　胸に巨大な穴を空けられたというのに、しぶとく死ぬ様子がないサイクロプスに、レイドックたちが一気攻勢を仕掛ける。

			「喰らえ！　疾風剣戟！　狼突崩壊!!　岩斬崩撃！！！」

			「うおおおおおおおおお！！！」

			　数多くの技をこれでもかと叩きつけるレイドックと、力任せだが強力な斧の攻撃を何度も打ち付けるモーダ。

			　さらにソラルの弓がひとつしかない目玉に刺さり、バーダックの魔法が飛ぶ。

			　さすがのサイクロプスもそのまま力尽きた。

			「はぁ！　はぁ！　殺ったか!?」

			「はい！　死んでます！」

			「よぉし！　やったぞ！」

			「す！　凄いよ、みんな！」

			「ひええええ！　あんなおっかないのを倒しちまいやしたぜ！」

			　リーファンとジタローも興奮気味だ。俺はゆっくりとレイドックの横に立つと、彼の肩を軽く叩いた。

			「さすがだな、レイドック」

			　冒険者殺しの異名を持つサイクロプスを、この短い時間でほぼ完封だ。

			　凄い冒険者になったもんだ。

			「何言ってんだ！　実質倒したのはクラフトだろ!?」

			「ええ。私たちはトドメを刺しただけよ」

			「凄まじい魔法だった。本当に魔法が使えずに袂を分かったのか？」

			「クラフトさん。とうとう力を手にできたんですね」

			　それぞれが俺の肩やら腰やらを叩いてくる。

			「……そうだといいな」

			　今まで役に立たなかった魔法で、味方の役に立てるのがこれほど嬉しいことだとは思わなかった。

			　その一方で、俺が手に入れたのは、錬金術師の紋章なのだ。魔法で強くなるのは、なんとなく違うような気もする。

			　今の俺は生産ギルドの人間なのだ。増長せず、錬金術師としての腕を上げていこうと改めて決意する。

			「良かったね、クラフト君……それでもう安全だよね？　鉱石を掘り出しても良いかな？」

			　どうやらリーファンは鉱石が気になってしょうがないらしい。

			「ああ、それが優先だな。ソラルはサイクロプスから取れるだけ素材を集めてくれ」

			　レイドックが答える。

			「任せて」

			「手伝いやすぜ」

			「ちょっと待ってくれ。その前に一つ試したいことがある」

			「なんだ？　クラフト」

			　俺は巨大なサイクロプスの死骸に手を触れ唱えた。

			「〝空間収納〟」

			　わずかな魔力の消費と共に、サイクロプスの死体は跡形もなく消え去った。

			「な!?」

			「そんな！　そんな巨大な物を収納できるのですか!?」

			「みたいだな。試したことはなかったが……できる気がした」

			「と、とんでもないわね……」

			　呆れるレイドックのパーティーメンバーたち。

			　そういえば、直接出し入れを見ていたのはレイドックだけだったか。

			「相変わらずデタラメだな」

			「重宝してる」

			「うらやましいぜ……おっと、素材素材」

			　一度仕舞ったサイクロプスを再びその場所に戻す。

			　村に戻ってから解体しても良いのだが、使えない内臓などはその場で捨てていきたいのだ。

			　臭い消しの薬剤もたっぷりと錬成済みだから、うち捨てていっても問題ない。

			　残念ながら、サイクロプスの内臓も血液も、錬金の材料としてはあまり役に立たないのだ。

			　舌なめずりしながら、猛スピードで素材をはぎ取っていくレイドックたち。

			　ナイフに塗ったシャープネスオイルも役に立っているようで、見る間に解体が進んでいった。

			　少しすると、今度はリーファンから声が掛かる。

			「おーい。クラフトくーん！　こっち！　鉱石を収納してー！」

			「おう、任せろ！」

			　マトックで鉱石をほじくり返してたリーファンに駆け寄ると、すでに樽二個分くらいの鉱石が積まれていた。

			「どんどんいくよ！」

			「おう」

			　こうして鉱石掘りに熱中するリーファンだった。

			　ノームが鉱石に目がないって噂は本当だったんだ。

			「うーん。この辺りはあらかた掘り尽くしちゃったかな〜」

			「樽で四つ分か。悪くはないが、もう打ち止めか？」

			　ミスリルということを考えればかなりの量だが、原石で樽四つだと、インゴットにしたらそこまでの量にはならないはずだ。

			「奥の壁を掘り進められればもっとありそうなんだけど、分厚い岩盤があるから、ツルハシだけだとちょっと大変かなぁ？」

			「なるほど。よし、なら用意していたアイテムを使おう」

			　俺が空間収納から取り出したのは、ぱっと見大きなロウソクだった。円筒の先に小さな魔石がくっついている。

			　この日のために用意していた秘密兵器だ。ただ完成がギリギリだったので、テストをしていない。

			　鑑定はしてあるので、問題はないだろう。

			「それは？」

			「魔力爆弾」

			「爆弾？」

			「簡単に言えば、魔力の暴走で爆発するシロモノだ」

			「え？　それ大丈夫なの？」

			「この魔石を回して押し込まない限りは平気だ。熱を出さないから、発火することもないしな」

			「そういう意味で聞いたんじゃないけど……どうするの？」

			「そりゃあ試してみる。みんな！　奥の大岩の陰に隠れるんだ！」

			「ああ？　わかった。何をするんだ？」

			「俺も初めて使うからな。そこまで離れるのはただの安全のためだ。今から岩盤の爆破を試みる」

			「岩盤の？　いや、まあいい。全員退避！」

			「へいっ！」

			「了解！」

			　全員が隠れたのを確認した後、魔力爆弾を仕掛けて俺も岩陰に飛び込んだ。

			「３！　２！　１！　ばくは――」

			　その瞬間。

			　洞窟中に爆音が響き、爆風が土煙を巻き上げ、衝撃が身体を叩きつけてくる。

			「ぎゃああああああ！」

			「きゃああああ！」

			「どわーーーー!?」

			「なっ!?」

			「ええええええ!?」

			　想定外の爆発が起きて、俺たちはひっくり返った。

			　キーンと響いていた耳鳴りが治まり、巻き上がった土煙がゆっくりと収まるのを待ち、ゆっくりと立ち上がる。

			　光球に照らされるみんなに、怪我はなさそうだった。

			　全員ほこりで真っ白だったことを除くが。

			「うーん。サイクロプスに使わなくて正解だったぜ」

			「やりすぎだよクラフト君！」

			　リーファンの怒りは当然だろう。

			　いやー。それにしてもビックリの威力だったぜ。

			　その場での説教は後回しになり、爆発の威力を知ったリーファンによって、新たな採掘方法が考案された。

			　その名も穿孔発破。

			　魔力爆弾が差し込めるだけの穴を、岩盤に掘り、そこに魔力爆弾を差し込んで爆発させると、その威力のすべてが岩盤に伝わり、効率的に岩盤破壊できるという技術だ。

			　たった一度の爆発を体感しただけでこの方法を考案したリーファンって、とんでもなく優秀なのではないだろうか？

			　穿孔発破のおかげで、広がる爆風も大幅に減り、一気に固い岩盤を崩すことに成功した。

			　こうして俺たちは大量のミスリル鉱石を手に入れて帰路につくのだった。

			「綺麗にまとめようとしてもダメだからね!?」

			　その夜、俺はリーファンから二時間の説教と正座を強制されるのだった。とほほ。

		

	
		
			　

			貴重品は、慎重にって話

			　

			　数日の行程を経て村に戻ると、まるでお祭りのように迎え入れられた。

			　一度部屋に戻って、身ぎれいにしてからカイルの所へ報告に行くことにしたのだが、その前に子供たちに冒険譚をねだられてしまったので、リーファンが相手をしてくれることになり、残りのメンバーは先に宿や自宅に戻ることになった。

			　リーファンが子供たちに面白おかしく話して聞かせるのだが、それに聞き耳を立てていた村人によって、ミスリル鉱石を大量に採掘してきたことと、冒険者殺しの異名を持つサイクロプス討伐の話が、あっという間に拡散されていった。

			　昔から貴重鉱石の周辺には魔物が湧きやすく、安定的な供給が難しい金属である。

			　理由としては、戦闘が得意な少数精鋭で行けば、たしかに現地にはたどり着けるだろうが、鉱石を採掘できる人間が少数になってしまう。

			　さらに運搬の問題が大きい。樽にぎっしりの鉱石を採掘しても、鉱山の奥深くに馬車を運び入れられるわけでもない。

			　結果、持って帰れる鉱石は少量となる。

			　このような状況から、今回のように、大量のミスリル鉱石を採掘できたのはとても珍しいことだと、リーファンに道中教わった。

			　今回、短期間で大量の鉱石を確保できた理由は五つある。

			　１・魔力爆弾。

			　２・シャープネスオイル。

			　３・空間収納。

			　４・頼りになる護衛。

			　５・鉱石に詳しい土小人ノームのリーファンがいた。

			　これらの条件をすべて揃えるのは難しいだろう。

			　ちなみに、魔力爆弾に関しては、リーファンの一存で極秘にすることに決まった。

			　レイドックのパーティーメンバーにお願いし、ジタローにも口止めをする。

			　俺としてはどっちでも良いのだが、ギルド長の決めたことなので、反論はない。

			　カイルには説明しておくとのことだ。

			　俺はリーファンを置き去りに、部屋に戻って身ぎれいにしてから外に出ると、リーファンが商人たちに取り囲まれていた。

			「すみませんリーファン殿！　ミスリルは！　ミスリルはいつ販売するのですか!?　鉱石でも、インゴットでも買い取りますよ！」

			　商人連中の中で一番必死なのは、この村に最初の頃から出入りするアキンドーだ。

			　この村を出入りする商人の中で、一番目端が利くやり手でもある。

			　アキンドーは最近増えた他の商人のように、こちらを食い物にしようという商売をしない、長期に付き合えるタイプの男だった。俺も錬金関係の書物などを注文しているが、貴重な本を入手してくる腕前は行商人とは思えない。

			　特に高名な錬金術師ジャビールが執筆した写本は人気が高く、そう簡単に手に入るものではないのだが、何冊か仕入れてきてくれた。もちろんそれに見合うだけの金額は取られたが。

			　アキンドーが入手してくれる書物のおかげで、俺の紋章はさらなる成長をみせているのだ。

			　そんな数少ない信用できる商人アキンドーが、目の色変えてリーファンに迫っているのだから珍しいこともあるものだ。

			「ままま待って待って！　まだ何も決めてないから！　そもそも鉱石の売買にはカイル様の許可が必要ですから！」

			「ああ！　すみません！　ですが、許可が出たらその時はぜひ！」

			　リーファンに迫るアキンドーの肩を、別の商人がぐいと引っ張る。

			「おいアキンドー！　抜け駆けするな！　そのときはぜひうちの商会で！」

			　それが商人たちの戦闘開始の合図となったのか、行商人たちがリーファンに群がっていった。

			「それより俺と取引を！」

			「私なら即金で!!」

			「ひああああああ！」

			　もみくちゃにされるリーファンを放置し、俺はそのままカイル邸へと向かった。

			　見上げると、屋敷の窓からその騒ぎを見ていたカイルが、困った笑みを浮かべていた。

			　屋敷に入り、二階の部屋に案内されると、すでにテーブルにカイルとマイナが座っていた。

			「おかえりなさい、クラフトさん」

			「ああ、ただいま。見てのとおりリーファンはちょっと遅れそうだ」

			「ははは……」

			　俺がカイルの正面に座ると、彼の双子の妹マイナが立ち上がり、とてとてと俺の横にやって来て着席した。いつもはリーファンの座っている位置だ。

			　特に席位置が指定されているわけではないので問題はないが、カイルの横でなくて良いのか？

			　口に出すわけにもいかず、視線だけをマイナに向けたが、なぜかぷいと横を向かれてしまった。

			　解せぬ。

			　そこで、商人にもみくちゃにされたリーファンがようやくカイルの屋敷へと入ってくる。

			「お……お待たせしました、カイル様……」

			「お疲れ様です、リーファンさん」

			　リーファン、髪の毛くっしゃくしゃやぞ。

			　彼女は手ぐしで髪を整えつつ、勧められるままに着席した。

			「それでは報告をお願いします」

			　カイルが促すと、リーファンは衿をただした。

			「はい。これからお話しするのは概要になります。詳細は後日書面にしてお渡ししますね」

			「はい。お願いします」

			「それではまず、魔物の遭遇に関する報告から。移動中の森で出会ったのは、ゴブリン、オーク、ジャイアントスパイダー、はぐれたと思われるヒュドラです」

			「やはり、辺境の森は強力な魔物が多いですね。今まで開拓が上手く行かなかったのもわかります」

			「森の浅い場所ならそこまで強力な魔物は出ないんですが、やはり、奥に行く分だけ危険度が増しますね」

			　今の俺たちならさほど苦戦することもないが、魔物と言うだけで一般人には絶望的なまでの暴力であり、災害なのだ。ゴブリンクラスでそれなのに、ジャイアントスパイダーやらヒュドラが徘徊しているなど、悪夢以外のなにものでもないだろう。

			「はい。特に開拓初期は木材が大量に必要になりますから。過去の開拓村も同じでしょう。もし必要なすべての木材を運び込むとなれば、輸送費だけで国が傾きます。この地の開拓が成功しなかったのもそれが理由の一つでしょう」

			　リーファンが少し悲しそうな表情を見せた。

			　この間のヒュドラ退治で復讐心は大きく薄れたと思うが、やはり過去の村を思い出すと思うところがあるのだろう。カイルはリーファンの変化に気がつかなかったのか、そのまま話を進める。

			「今回は過去の教訓から、加工済みの木材をかなり持ち込みましたが、成功ですね」

			　仮設長屋の材料や、大量の角材が荷物にあったのはそういうことか。

			「新規の村に、木材は必須ですから、危険でも森の側というのは絶対条件ですからね。この場所を開拓地として選んだ辺境伯の判断は正しいと思います」

			「もちろん理解しています。村づくりの初期段階を終えたことから、これからは安定していくと思います。……失礼しました。話を逸らせてしまいましたね。続きをお願いします」

			　脱線していることに気付いてカイルが謝罪する。

			　貴族とは思えない対応だ。

			　あいつらは基本的に偉そうで尊大という印象があったから、カイルという人物を知って貴族に対する考えが少しだけ変わった。カイルだけが特別な可能性は高いが。

			　リーファンが一つ咳払いをしてから、話を戻す。

			「予定していた現地で洞窟を発見したので探索をしました。中にはロックリザード、ウィルオーウィスプ、ジャイアントロリポリ……巨大なダンゴムシの魔物ですね、などが徘徊していました」

			「なかなか難度が高い洞窟ですね」

			「はい。ですがレイドックさんのパーティーのおかげで、怪我人も出ずに進むことができました。強力なスタミナポーションというのが、ここまで戦略に影響を与えるとは思っていませんでした」

			「そうですね。頭ではなんとなく理解していたのですが、実際に成果を聞くと凄まじいですね」

			　それは間違いない。

			　スタミナポーションを常用する冒険者は、もはや兵器というレベルだろう。

			　どこかで一度、スタミナポーションの限界を調査した方がいいかもしれないな。優先度は低いが。

			「そのきわめつけは、サイクロプスの討伐でしょう。クラフト君の魔法攻撃があればこそでしたが、やはり、洞窟の奥まで進んだ段階でも、スタミナ切れという事態が起きていないのが大きかったかと思います」

			「凄いですね。サイクロプスは冒険者殺しとか言われているんですよね？」

			　この辺はリーファンはあまり詳しくないだろう。俺が代わって答える。

			「ああ。サイクロプスは他の魔物と違って、なぜか唐突に一体だけ湧いてることが多いんだ。理由は冒険者ギルドでも不明。ま、魔物の生態調査なんてろくに進んでないからな。とにかく、どこにいるかわからんことと、人間を見るとかなり執拗におっかけてくる習性があってな、準備なしで出会うと、たいていは全滅する」

			「そ、それは厄介ですね」

			「昔の話だが、冒険者時代にサイクロプスと不意遭遇したことがあってな。そんときはソロだったこともあって、命からがら逃げ出したもんだ」

			　そのときは地形などの偶然が重なって逃走に成功したが、普通に考えて、倒せる相手ではない。

			　むしろ出会い頭に戦う判断を下したレイドックが凄い。勇気ある行動だった。

			「スタミナポーション、ヒールポーション、シャープネスオイル、ハードフォージングオイル……これらが揃うと、戦力として一〇倍くらいにはなるように感じます」

			「はい、私もそう思います」

			　リーファンがカイルの感想に賛同するが、感覚に頼りすぎているだろう。

			「俺は何とも答えられないな。一〇倍と決めつけるのは少し危険か」

			「それはそうですね。単純に戦力が増強されると認識する程度のほうが安全かもしれません」

			「そうだな」

			　カイルはこの村の責任者なのだ。用心してしすぎることはない。

			「それで、ミスリルなんだが、さっそく売ってほしいとリーファンがたかられてたぞ。どうするのがいいだろうな？」

			　俺としては、必要な量が手元に残れば売り払ってもいい、あとはカイルの判断に従うつもりだった。

			「しばらく村の外に出すのは止めておきましょう」

			「そうですね」

			　カイルの即断に、リーファンが賛成する。

			「理由があるのか？」

			「えっとね、最近のことなんだけど、ミスリルの加工に大きな技術革新が起きたんだよ。しかもそれが一気に広がっちゃってさ」

			「そうだったのか？」

			「うん。それまでミスリルの加工なんて手が出せなかった鍛冶職人も扱えるようになったから、ミスリルの需要が一気に上がっちゃってね」

			　こういう技術革新は時々起きる。ほとんどの技術は職人や工房が秘伝としてひた隠すのが通例だが、最近は学会という所が、世間に技術を公開したりしているらしい。

			　紋章持ちが公表された知識を書物などから得ると、紋章が成長し、今まで不可能だった技術が使えるようになる。きっと公開された新しいミスリル加工技術とやらは、比較的簡単に身につけられる技術だったのだろう。

			「ああ。それでミスリルを求める職人が増えて、相場が上がり続けていると」

			「そうなんだよ」

			　なるほど。金にするなら、相場が上がりきったタイミングを狙いたい。下手に現状で市場に大量に流すと他の商人に恨まれる恐れもあるか。

			「わかった。だが、これは個人的なお願いなんだが、村に拠点をおいている冒険者に対しては武具の販売を認めてほしいところだな」

			　じゃないと、例の計画も進まない。

			「そうですね。販売方式は考えておきますが、冒険者の皆様には販売できるように何か考えておきます」

			「助かる」

			「レイドックさんたちの稼ぎなら、割とすぐに装備を揃えられそう」

			「だな」

			　今回のサイクロプス素材を売れば、レイドックたちはかなりの金額が手に入る。

			　普段の活躍から考えても、レイドックたちはミスリル装備を揃えていくだろう。

			「じゃあ明日はさっそくミスリルのインゴット作りからかな」

			「ああ、それなんだが、先に作ってもらいたい物があるんだ」

			「なに？」

			「ミスリルと鉄と銅の合金製……大釜だ」

			「大釜？」

			「ああ、錬金釜を作ってもらいたい」

			　いよいよ錬金術は次のステップへと進むことになるのだ。

		

	
		
			　

			信頼関係を築ければ、頼れるって話

			　

			　それからしばらくして、後回しにしていた、生産ギルド館が完成した。

			　村人たちの要請もあり、当初予定していた規模よりかなり大きな建物になっている。今後ギルドの人が増えても充分に対応できるようにだ。

			　真新しい館の中、広く取られた鍛冶部屋に、俺とリーファンはいた。

			「これを混ぜたら良いんだね？」

			「ああ。頼む」

			　すべての事前準備が終わり、いよいよ俺たちは錬金釜を作製することにした。

			　錬金釜を作るのに必要なのはミスリル、鉄、銅、それに別途錬金術で作った、錬金釜作製用の特別なオイルだ。これを合金作製時に混ぜ込むことが必要らしい。

			　錬金術師の紋章が教えてくれる知識だと、合金の割合や、混ぜる錬金薬の量はわかるが、釜を鍛造する技術はない。

			　必要な釜の大きさを伝えると、なぜかリーファンは巨大な粘土を積み上げたのだ。これにも数日が掛かっている。

			「違うよ、クラフト君。今からやるのは鋳ちゆう造ぞうだよ」

			「……違いがよくわからん」

			「鍛造は、ハンマーとかで打ち付けて作ること。鋳造は今やってるみたいに、土や粘土で型を作って流し込んで作ることって覚えておけば良いよ」

			「なるほどな」

			「金属の扱いだと、ドワーフの方が鍛造が得意で、鋳造は土小人ノームが得意って言われてるけど、実際は誤差の範囲かな？」

			「へえ」

			　リーファンに錬金釜の作製を依頼すると、どこからともなく良質の粘土を持ってきて、工房に身の丈ほどの巨大な型を作ったのだ。

			　この型に溶けた金属を流し込んで作るらしい。勉強になるな。

			「うん。こんなものかな。装飾は自由なんだよね？」

			「ああ、基本的に、釜でさえあれば大丈夫のはずだ」

			「腕が鳴るね！」

			　職人にとって、装飾というのは、腕の見せ所である。

			　よほど依頼者から頼まれない限り、美しい装飾を施すのは、職人の本能と言っても過言ではない。

			　この錬金釜も、どんな飾り付けになるか楽しみだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さらに数日がすぎる。

			　リーファンの工房に呼び出され、俺は早足で向かう。

			「完成したよ！　クラフト君！」

			「おお」

			　ワクワクしながら作業場に入ると、大人が二人ほど収まりそうな巨大な金属釜が鎮座してる。

			　すでに型の粘土は取り払われ、綺麗に磨き上げられた錬金釜が輝いていたのだ。

			　材料はミスリルがメインなはずだが、グリーンではなく、どちらかというと紫寄りの深い色味だった。

			　釜に施された装飾は細かくも見事で、素人の俺からして、一級の工芸品であることを確信させる。

			　リーファンの気合いが感じられる逸品だった。

			「どうかな？」

			「これは……想像以上に素晴らしい。芸術なんててんでわからない俺だが、これが素晴らしい物なのは一目でわかるぞ。ありがとう、リーファン」

			「へへへ。必要だから作っただけだよ」

			　なんというか、これだけでも、ミスリルを取りに行った甲斐があったな。

			　リーファンの頑張りは、俺の能力が認められているという証拠だろう。

			　今まで努力が報われたことはなかった。

			　だから。

			「頑張らないとな」

			「うん！　私も！」

			　リーファンは充分頑張ってると思うぞ。

			「それじゃあ、クラフト君の錬金部屋に運ぼうか」

			「ああ。一度、空間収納に入れるか」

			　そして、錬金釜に手を触れた時だった。

			　あｗろｇｗｈｔｇうぇりおがｗせ：ｒｌｊ；ｇはえおれさえりじぇいいえｌ；；!?

			「！！？」

			　唐突に、紋章を通して大量の知識が流れ込んできたのだ。

			　この錬金釜を使うことで新たに作れるようになる薬やその効能などがいっぺんにだ。

			　脳内で知識がバーストして、軽い目眩めまいが起きる。額を押さえてよろけると、リーファンが慌てて支えてくれた。

			「クラフト君!?」

			「だ、大丈夫だ。釜に触れたら、一気に錬金釜関連の知識が頭に流れ込んできて、ちょっとふらついただけだ」

			「ああ、あれかぁ」

			「何か知ってるのか？」

			「うん。始めて特製の金床を作ったときに、同じようなことがあったんだ」

			「へえ」

			　魔術師の紋章だった時はそんなことはなかった。

			　物を作る、クラフト系紋章特有の現象なのかもしれない。

			　……単純に相性の悪い紋章だったから、この現象が発生しなかった可能性も高いけどな。

			　書物や研究、経験で新たな知識を得たときはこんなことはなかったので、おそらく一気に知識が身についたときに起こる現象なのだろう。

			　ふらつきはすぐに収まったし、問題はない。

			　新たに得た知識の方は、何度か脳内で反はん芻すうしないと、きちんと使えなさそうだが。

			　あとで紙にまとめながら知識を整理していこう。

			　そのなかで、特に気になる知識があった。

			「錬金釜で新しく作れる物が増えたんだが、今の俺たちに必要な、実にタイムリーな錬金を覚えたぞ」

			「なになに？」

			　リーファンが興味深げに尋ねてくる。

			　好奇心の強い子供みたいだと口にしたら、きっと俺の命はない。

			「一番気になるのは、ミスリル特化のハードフォージングオイルだ」

			「え!?　何それ!?　凄そう!!」

			「純度の高いミスリルに使うと、硬ミスリルっていう一段階上の金属になるらしいぞ」

			「本当!?　凄い興味あるよ！」

			「じゃあ、錬金釜の試運転をかねて、最初に作ってみるか」

			　ミスリル特化のハードフォージングオイルの製法だけを先に脳内でまとめてから、早速錬金してみることにした。

			　幸いなことに、今まで手に入っていなかった素材のいくつかは、ミスリル鉱石を取りに行ったときに手に入っている。魔の森で採取したものや、レイドックたちが手に入れ、冒険者ギルドが買い取ったものを、生産ギルドが購入している。

			　サイクロプスの牙と爪は今回使うのにちょうどいい素材だった。

			　品質を上げるために魔力を垂れ流しながら素材をすりこぎで混ぜていく。俺の作る薬の品質が高いのはこの辺の理由もある。

			　途中でマナポーションを飲み、魔力を回復しながら、必要な材料をすべて磨り潰した。

			　俺は早速その材料と水、それと通常のハードフォージングオイル用の中間素材である錬金薬を錬金釜に放り込み、混ぜ合わせていく。

			　作業工程が錬金釜になった途端、魔力の消費効率が飛躍的に上がっているのがわかった。

			「これはいいな」

			　もともと俺の魔力はかなり多いのだが、さすがに錬金薬のレベルが上がってくると、使用する魔力も増えていたのでとても助かる。

			　魔術式を脳裏で描き、紋章を通じて魔力を流していく。ここまではいつもどおりだが、ここからの反応が違うと紋章が教えてくれる。

			　通常ならここで最終発動用の魔法陣を空中に描き、魔力を込めて呪文名を唱えるのだが、今回は魔法陣を描かずに、魔力をすべて錬金釜に流し込んでいく。錬金釜がうっすらと発光し、釜を包むようにいくつもの魔法陣が浮き上がる。
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			「わあ！」

			　リーファンがその美しさに手を合わせて喜ぶ。

			　錬金釜の地面に、最終発動用の魔法陣が浮き上がったところで、一気に魔力を流し込んだ。

			「〝錬金術：ミスリル・ハードフォージングオイル〟！」

			　すべての魔法陣が強く発光し、そのまま魔力の塊となって錬金釜に吸い込まれたと思うと、ぼふんとひときわ大きな煙が立ち上った。

			　魔法陣で幻想的な明かりに包まれていた部屋が、一気に薄暗い元の状態に戻る。

			「……終わり？」

			「ああ、完成だ」

			　錬金釜の中には、ミスリル特化ハードフォージングオイルが樽半分ほど完成していた。

			「〝鑑定〟うん。大丈夫だちゃんとできてる」

			　俺はそれを樽に移して、リーファンに手渡した。

			「ありがとう、クラフト君！」

			「使ってみてくれ」

			「うん！　腕が鳴るよ！」

			　鍛冶に関係するものだからか、リーファンはうきうきと鍛冶部屋へ飛んでいく。

			　彼女が最初に作ったのは、硬ミスリルの金床とハンマーだった。

			　なるほど、これから硬ミスリルを鍛造していくなら、それが真っ先に必要だろう。

			　リーファンが完成した金床とハンマーを手にすると、俺が錬金釜に触れた時のように彼女にも新たな知識が流れ込んできたらしく、作製できる製品の幅が一気に広がった。

			「す！　凄いよ、クラフト君！　私、新しい武器や道具の知識が一気に増えたよ！」

			「そうか、良かったな」

			「うん！　よーし！　何から作ろうかな！」

			　はしゃぐ彼女を見て、俺は心の底から思うのだった。

			　うん。錬金術師になって良かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それは宿屋一階にある酒場の光景だ。

			　冒険者や行商人で賑わう店内に、また新たな冒険者がやってきた。彼は談笑する冒険者たちに目が釘付けだった。

			　この村の噂を聞きつけ半信半疑でやってきた彼は、喉の渇きを潤すのと情報収集のため、空いていたカウンターに腰を下ろす。

			「す……すげぇ……なんだあの装備！　ミスリル……なのか？」

			　すぐ隣にいた別の冒険者がニヤリと笑った。

			「お前はこの村に来たばっかりか？」

			「ああ、酒を奢るから、少し話を聞かせてくれよ。ずいぶんと景気が良いって話を聞いてきたんだが」

			「景気？　そりゃ間違いないぜ。魔物退治にしても、土木関係にしても、仕事に困らんだけじゃない。この村である程度功績をあげると、責任者のお貴族様から特別にミスリル装備の購入権が与えられるんだよ」

			　新参冒険者が目を丸くする。

			「マジか！　……憧れるけど、さすがに手が出ないよなぁ……ミスリル」

			「ナイフなんかの比較的お手軽な武器もあるぞ」

			「それなら、半年ぐらい頑張れば買えるかな？」

			　古参の冒険者が酒を頼むと、その代金を新参がカウンターに置く。それを確認してから古参が話を続けた。

			「実はな、この村のミスリルって、普通のミスリルより遙かに品質が良いんだよ」

			「なんだって？」

			　グッと身を乗り出す新参。古参はニヤリと笑い、話を続ける。

			「リーファンっていう腕の良い鍛冶師と、クラフトっていう錬金術師が組んでるらしくてよ、なんと販売品の大半が〝極上〟品質なんだぞ。ポーションに至っては〝伝説〟だ」

			「はぁ!?　極上!?　嘘だろ!?　それと伝説品質なんて聞いたこともないぞ！」

			　古参は新参の予想通りの反応に気をよくする。

			「マジマジ。しかも、村の仕事を受ける冒険者には、街で普及している〝普通〟品質の武具相場より、少し高い程度の価格で冒険者ギルドが販売してくれるんだよ」

			「ほんとかよ!?　ちょっと信じられないぞ!?」

			「俺だって最初はそうさ。だがこの村に数日いればすぐわかるって。ちなみにこの村で家を買うと、朝飯と昼飯の炊き出しを受けられるようになるんだが……伝説のスタミナポーション入りだぞ」

			「嘘……だろ？」

			「これが本当だからとんでもない」

			　肩をすくめてみせる古参の態度に、嘘がないと判断する新参冒険者。

			「やべぇ……ゴールデンドーン村やべぇ……」

			「それで、お前がさっき見ていたのがこの村一番の実力派パーティーだ。あの剣士がリーダーのレイドックだ。あとで挨拶しておくといいぞ」

			「そうするよ」

			「ミスリル装備も、最近の相場からするとかなりお得なんだ。質を考えたらちょっと信じられんほどだな」

			「転売するやつもいるんじゃないか？」

			　至極当然の疑問を口にする。

			「貴族様の許可を得るときに、その辺を禁止されるらしいぞ」

			「そりゃそうか」

			「村への貢献度が高いと、ミスリル武具の購入許可がもらえるんだ。俺もそろそろ許可が下りそうなんだよな」

			「へえ。そりゃめでたいな」

			「ああ。今、仲間と一緒に全力で金を貯めてるところだ。仕事はいくらでもあるからな」

			「よし、俺もしばらくこの村で気合い入れるか！」

			「おう。よろしくな。またなんかわからないことがあったら聞いてくれ」

			「こちらこそ頼むよ」

			　冒険者ギルドや、酒場では、日々このような会話が繰り広げられている。

			　レイドックたちは武具を硬ミスリル装備に替え、それが宣伝となって冒険者がさらに集まってくる。

			　この村を当面の拠点と決めるパーティーが増え、確実に戦力は増強されていった。

			「そろそろ、次の段階にいけるな」

			　頃合いだと、俺はレイドックにある仕事を依頼した。

			　話を聞きに来たレイドックにお茶を出してくつろいでもらう。

			「それで？　改まって何の仕事だ？」

			「依頼内容は調査だ」

			「調査ね。結構な依頼料を提示されてる。普通の調査じゃないんだろ？」

			　さすがレイドック、話が早い。

			「ああ。探ってもらうのはこの辺り」

			　冒険者ギルドから借りてきた、簡易地図を広げ、指を置いた地点を見て、レイドックの片眉が持ち上がる。

			「なるほど、結構な危険地帯だな」

			「ああ。これを頼めるのはお前たちしかいない」

			「で、何を調査すれば良いんだ？　範囲が広いから時間がかかるぞ」

			「こういう薬草を探してきてほしい」

			　生産ギルドの資料から、花のイラストを見せる。レイドックが花の名前を読んで片眉を上げた。

			「アンブロシアの花か……伝説の薬草だな。俺でも名前くらいは聞いたことがある」

			　こちらを見るレイドックの顔には「ただの薬草探しじゃないんだろ？」と書かれていた。

			「そうだ。そしてアンブロシアの花が生息する場所には……」

			　俺は一拍おいてからレイドックを真っ直ぐに見る。

			「ドラゴンがいる」

			「……」

			　目を細めるレイドックだが、隠し事をするつもりはない。むしろ情報を開示することでレイドックたちの安全度は増すだろう。

			「ドラゴンと戦う必要はない。薬草が実在しているかを確認してきてくれ」

			「それができる状況なら、少しくらい採取してこれると思うが？」

			「サンプルが手に入るなら最高だな。だが、俺が作ろうとしている薬には、このアンブロシアの花が結構な量必要になるんだ。魔物やドラゴンの目を盗んで取ってこれる量ではちょっとな」

			「なるほど。理解した」

			「受けてくれるか？」

			「もちろんだ」

			　固く握手を交わす。

			　こうして、大作戦のために、俺たちは動き始めるのだった。

		

	
		
			　

			頑張る理由なんて、大事だからだよなって話

			　

			　レイドックたちは二ヶ月の探索行の結果、とうとうアンブロシアの生息地を突き止めてくれた。

			　今、目の前にあるのは、ひと株だけ採取できた貴重薬草である。

			「間違いない、アンブロシアの花だ」

			　俺、リーファン、カイル、マイナ、ペルシアとアルファード、レイドックが屋敷の応接室に集まっていた。

			「探すのに時間は掛かったが、薬草の生息地は判明した。一直線にいけば、この村から数日で到達できる距離だ。整備された街道があれば一日二日で行けるかもしれん」

			「それはレイドックたちの足で、スタミナポーションを使って全力移動した場合の話だよな？」

			「そうだ」

			　今のレイドックたちの全力移動は馬の全力疾走より速い。彼らの数日だと、一般人が徒歩で一ヶ月くらいかかってもおかしくない距離だろう。

			「それでいたのか？」

			「ああ、いた」

			　カイルが怪訝な顔で俺とレイドックを交互に見やる。

			「レイドック。薬草の生息地にいた魔物の詳細を頼む」

			「ああ。気付かれないように限界まで距離を取っての行動だったが、間違いない。ありゃドラゴンだ」

			　ペルシアとアルファードがぴくりと身を震わせた。

			「羽はなかった。ランドドラゴンってタイプだと思う。全身緑色だったからな。グリーンドラゴンってやつだろう」

			「そうか」

			　ドラゴンを直接見たことがある人間は少ない。だが、その容姿は有名だ。

			　様々な物語に登場するだけじゃなく、芸術品や装飾ではお約束のモチーフだ。

			　この国で生きていれば、何らかの形で、その姿を知っていることだろう。

			「飛ばないのは不幸中の幸いか」

			「その分、タフで強力だって噂だがな」

			「敵がわかってればやりようはあるさ」

			「そりゃそうだ」

			　俺とレイドックが苦笑したタイミングで、カイルが会話に入ってきた。

			「あの、先ほどからいくつか気になることがあるのですが、良いでしょうか？」

			「もちろんだ」

			　カイルが眉を顰めつつ、事情を尋ねてくる。

			「まず、クラフトさんがレイドックさんへ、希少薬草の探索を頼んだんですよね？」

			「そうだ」

			「そうしたら、生息地にドラゴンがいた。ここまでは合ってますよね？」

			「ああ」

			「ですが、どうも話をお聞きしていると、そのドラゴンを倒す流れになっているように感じたのですが」

			「間違ってねぇよ」

			「……え？」

			　肯定する俺に、カイルが驚きの表情を向けた。

			「今から話し合うのは、どうやってそのドラゴンを倒すかって会議だからな」

			「……え!?　いや待ってください！　ドラゴンですよ!?　どうして戦うなんて話になるのですか!?」

			　カイルの言は至極真っ当なものだ。

			　ペルシアも、こちらに視線を投げてくる。

			「なにか理由があるんだろうな？」

			「おい、ペルシア？」

			　ペルシアの態度に、アルファードが反応した。

			「このアンブロシアの花が大量に必要だからだ」

			　俺がペルシアに頷くと、彼女は期待するように続けた。

			「それはつまり」

			「そうだ。カイルの病気を治せる薬……物語にのみ語られる、万能霊薬エリクサーの材料だからだ」

			「クラフトさん!!」

			　叫んだのはカイルだった。

			「いけません！　僕のために危険を冒すなど承服できません！」

			「ま、そう言うと思ったぜ」

			「当たり前です！」

			　普通に考えたら、このカイルの反応も正しいのだ。しかし、引けない理由がありすぎた。

			「だが、倒さなきゃならない理由が他にもある」

			「……え？」

			「まず、距離だな。一般人なら片道で数週間はかかるだろうが、現在の開拓民ならおそらく一週間前後で行ける距離だろう」

			　その言葉にレイドックがゆっくりと頷いた。

			「かなり遠いと思いますが」

			「間違ってはない。だが、遠いと言い切れる距離でもない。さらにな、この生息地なんだが、街道予定地のど真ん中なんだよ」

			「え!?」

			　これにはさすがのカイルも驚いたらしい。

			　この開拓村には様々なノルマがあるが、その中でもっとも重要な任務の一つが街道整備なのだ。

			　特に現在予定しているルートは、隣国二国を結ぶ重要拠点になる予定だ。現時点では最寄りの町までの街道整備に手一杯で、他国につながるための街道整備は手つかずだ。

			　魔の森に隣接する危険地帯だが、危険を排除し、街道が完成したら、物流が大きく変化するだろう。

			「今までの開拓がことごとく失敗していた理由が少しわかりました」

			「ドラゴンのような強力な魔物の周りには、それに比例するように強い魔物が増える傾向にある。逆にいえば、ドラゴンの討伐が叶えば、周辺の危険は一気に減る」

			「理屈は……わかりますが」

			　考え込むカイルをチラ見したペルシアが、俺に視線を戻す。

			「少しいいか？」

			「なんだ、ペルシア？」

			「戦う戦わないの選択は置いておいてだ。そもそも勝てるのか？　ドラゴンに」

			　当たり前の疑問だろう。

			　ドラゴンは倒せないからこそドラゴンなのだ。

			　だが。

			「冒険者にとって、ドラゴン殺しってのは憧れで目標だ。そして挑むからには勝たなけりゃな」

			「意気込みは買う。だが、実際どうなのだ？」

			「ハッキリ言おう、勝算は高いと見ている」

			「なんだと？　相手はあのドラゴンだぞ？　軍ですら、手を出そうなどとは思わん」

			　魔物は数いるが、その中でもドラゴンは別格だ。

			　もし見つけたとしても、災害扱いされるのが普通だろう。

			「まず、冒険者戦力。魔物退治のスペシャリストたちがこの村に集まっていることだな。特にこの周辺の魔物は強力な種が多い。それらを狩り続けることで実力派が揃っている」

			「ふむ」

			「ペルシア？」

			　話を聞き入るペルシアに、アルファードが怪訝な表情を向けた。

			「冒険者の中には危険を度外視した、無茶な狩りをする連中もいる。普通なら自殺行為なんだが、冒険者に販売しているヒールポーションの存在が大きい。無茶が無茶でなくなっているんだ。常に格上と戦うことで、冒険者たちの実力は、想像以上だぞ」

			　頷くペルシア。

			「それは、わかる」

			「さらに、その大半のやつらが、硬ミスリル装備になってるんだ。大人数のミスリル部隊なんて、軍でもそうそう揃えられないだろう？」

			「それは……たしかに」

			「それだけじゃない。敵の居場所も種類もわかってる。事前準備に割く時間もある。これで飛びつかない冒険者はいねぇよ」

			　俺に続いて、レイドックが語る。

			「それは俺も保証しよう。俺たち冒険者は馬鹿の集まりだが、生き残ることに関する嗅覚だけは自信がある。その俺が、やれると確信している。情報公開しても、みな同じことを言うだろうぜ」

			　しばし沈黙が流れる。

			「この村の全勢力をかければ……やれないことはないか」

			「ペルシア!?」

			「アル。カイル様のご病気が治るかもしれないんだぞ？　賭ける価値はないか？」

			「それはっ！」

			　奥歯を噛みしめるアルファード。

			　任務に忠実な軍人としての彼と、カイルを助けたい彼が、その内で激しくぶつかっているのだろう。

			　俺はさらに追い打ちをかける。

			「もし、万能霊薬エリクサーが二つ以上製作できたら、ベイルロード辺境伯に献上できるだろう？　それはカイルの功績として、どうだ？」

			「！！！」

			　それがどれだけカイルの功績になるか、アルファードは理解してしまった。

			　苦悶の表情のまま、アルファードが言葉をひねり出す。

			「クラフト、エリクサーなど、物語でしか聞いたことがないが、本当に作れるのか？　それでカイル様のご病気は治るのか？」

			「アルファード!?」

			　驚いたのはカイルだった。

			「作れる。治る。俺の紋章がそう囁いているんだ」

			　これに関しては確信すらあった。おとぎ話でしか聞かない伝承に聞く万能薬なのだ。効かないわけがない。

			「そう……か。わかった。俺に協力できることがあったら言ってくれ」

			「あんたはカイルとマイナを守る。仕事は変わらないさ」

			「待ってください！　どうして話が進んでるんですか!?」

			　反対してくれると思っていたアルファードまで、話に乗ってきたのだ。カイルが叫ぶのはしょうがない。

			「諦めろカイル。お前はそれだけ好かれてるんだ」

			「認められません！」

			「秘策もあるからな」

			「え？」

			　俺はニヤリと笑いながら、円筒形の物体を取り出す。

			「クラフト君!?」

			　リーファンが思わず反応した。

			「安心しろ、これはダミーだ」

			「驚かせないでよ」

			「それは、前に報告にあった？」

			「そう、魔力爆弾だ」

			　アルファードとペルシアが怪訝な顔をしたので、外でその威力を披露することにした。

			　文章では報告していたが、実物を見せたことはなかったからだ。

			　ことここに至って秘匿する意味はないので、集まってきた野次馬にも隠さずに見せることにする。

			　俺が用意したのは、今回のために改良し、矢の先に魔力爆弾をくくりつけた、特製の爆弾矢だった。

			　すでにジタローと一緒に何度もテスト済みだ。

			　慣れたジタローに来てもらって、実演してもらうことにする。

			「ジタロー。頼む」

			「お任せでさぁ！」

			　ジタローが持つ弓は硬ミスリル製で、どういうわけか、矢を引く力が少なくても、強く撃ち出されるという謎の特性を持つ。

			　リーファンがミスリルの金床とハンマーを作製して得た知識から、作製可能になった物の一つだ。

			　今回のために、特別にジタローに貸与したものだ。

			　ドラゴン退治が成功したら、そのまま報酬の一つとして渡そうと思っている。

			「いきやすぜー！」

			　ジタローの放った爆弾矢が、ばひゅーんとすっ飛んで目標の岩にぶつかると、大爆発を起こした。

			　村人や冒険者からは悲鳴や喝采がわき起こった。

			　商人たちの目がキラーンと光ったのは見なかったことにする。

			　唖然とその光景を見ていたペルシアが、ぐっと拳を握った。

			「これなら……勝てる！」

		

	
		
			　

			成功の秘訣は、事前準備って話

			　

			　ドラゴン討伐のために用意した準備期間は一ヶ月。

			　今まで村として稼いできたプール金はかなりの額になる。その大半を冒険者ギルドに依頼料として支払うことで、一三〇人を超える精鋭冒険者たちが集まってくれた。

			　計画を発表してからこの一ヶ月間、連携を含めた訓練をずっとやっている。

			　前衛はスタミナポーションを水代わりにがぶ飲みし、中衛はフォローと回復。後衛は魔法か爆弾矢で攻撃。補助魔法も切らさない。

			　レンジャーなど弓が使える冒険者は全員、爆弾矢の特訓を繰り返した。

			　大岩をドラゴンに見立てた訓練では、爆弾矢が味方を巻き込むという場面もあったが、それらの問題も、連携も見直してすべて解決済みだ。

			　連携訓練の音頭をとるレイドックが、仕上がりに満足して頷いていた。

			「怖いのはドラゴンのブレス攻撃だ。頼りにしてるぞ、クラフト」

			「なんとかしてみせる」

			　俺の役目は魔法による壁を作り、ドラゴンのブレスを防ぐことにある。

			　いろいろ実験したが、巨大なドラゴンのブレスを防げるほど巨大な壁を即座に作れるのは俺だけだった。

			「いいか、クラフト。お前は絶対に攻撃に参加するな。無茶することも禁止だ。とにかくどんな犠牲が出ても助けるな」

			「……何度も聞いた」

			「お前の役割は、ブレスを防ぐこと。これをミスれば全滅もあり得るからな」

			「大丈夫だ。わかってる」

			「安心しろ。ヒールポーション使い放題なんだ。しかもこのポーション、中毒も副作用もないんだろ？　任せろ、誰も死なせねぇよ」

			「俺も、絶対にブレスを防いでみせる」

			「おう。任せたからな」

			　責任重大だが、絶対に失敗できない。

			　魔術師だった時の経験を、ここで生かせないでどうするというのだ。

			　錬金術師としての仕事はこなした。なら、せっかく使える魔術で貢献しなくてどうする。

			「絶対に、誰も、死なせない！」

			「もちろんだ！」

			　俺たちはこうして特訓を繰り返していったのだ。

			　それと並行して、俺は切り札を用意することにした。

			　黄昏の錬金術師の紋章をもってしても、今手に入る素材からはたった二つしか作ることができなかった。効果時間を考えても、これを使うような事態には追い込まれたくないものだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日、冒険者たちが村のすぐ外に勢揃いしていた。

			　どいつもこいつも癖のありそうな顔つきのやつらばかりだ。

			　そして、どの表情からも自信がみなぎっている。

			　冒険者というのは、あまり大規模な戦闘というものを好まない。

			　理由はいくつもあるが、根っこの部分で、利益を独占したい感情がある。

			　レアな素材だったり、宝だったり、伝説だったり。

			　自分たちのパーティーだけの名誉にしたいものだ。

			　だが、ドラゴン討伐という名声だけは、たとえ何百人と協力しようとも、その名声が薄れることはない。

			　ドラゴン討伐に参加した。

			　これだけでいったいどれだけの名声が手に入るというのだろう。冒険者として一生物の箔となるだろう。

			　加えて、冒険者たちからすると、今回は敵であるドラゴンの情報がかなり詳しく判明しているだけでなく、村の予算から一ヶ月金をもらって訓練するということは、使い捨て扱いされるのが当たり前の冒険者とは思えない待遇だ。

			　そのおかげで万全の事前準備ができた。

			　彼らの自信溢れる表情は、自分たちが必要とされ、それに応えようというそれだった。

			　俺は知っている。

			　必要とされ、それに応えられる喜びを。

			「クラフトさん」

			　早朝、ドラゴン討伐隊が勢揃いしているところへ、カイルがマイナとアルファードを引き連れやって来る。リーファンも一緒だった。

			「最終的にこの作戦を許可はしましたが……やはり決行するのですね」

			「ああ。少し強引だったが、必要なことだからな」

			　もし、カイルの治療だけが目的だったら、絶対にカイルは許可を出さなかったであろうが、この地を強大な魔力で危険にさらしているドラゴンの討伐となれば、首を縦に振るしかなかったのだ。

			「もうお止めしませんが、必ず無事にお戻りください」

			「ああ、約束する」

			「クラフト君、無茶しちゃダメだよ？」

			「大丈夫だ。リーファンはこの村を頼むぞ」

			「うん……」

			　今回、リーファンとアルファードは留守番組である。

			　この村のギルド長を連れていくわけにはいかない。戦闘能力を見ても、村の守りには最適だ。アルファードと一緒なら、たいていのトラブルには対処できるだろう。

			　また、ドラゴン討伐に参加しない冒険者は全員村の守りに雇ってあるので、留守の不安はない。

			　マイナが俺のマントをキュっと掴んで、ぼそぼそと呟いた。

			「……クラ……ト。無事……戻って……」

			　聞き取れないのはいつものことだが、その内容を取り間違えたりはしない。

			「大丈夫だ。必ず戻る」

			「……ん」

			　貴族に対する態度ではないかもしれないが、俺はマイナの頭をくしゃりと撫でた。

			　そのやり取りを見ていたレイドックが、大空に剣を掲げて宣言した。

			「よし！　それでは出立！」

			　指揮官に任命されたレイドックの号令と共に、討伐隊はゆっくりと……いや、かなりの速度で移動を始める。

			「……皆さん、どうかご無事で」

			　背後から風に乗ってカイルの声が流れてきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　早歩き程度のペースで足並みを揃えての行軍が続く。人数が増えれば進む速度は激減するものだ。

			　その日の野営地で、俺はジタローと一緒に夕食をとっていた。

			「もうすぐ決戦ってことで、血がたぎりまさぁ！」

			「張り切るのはいいが、ちゃんと作戦を守れよ」

			「もちろんでさぁ！」

			　ジタローは若いが腕の良い狩人だ。油断しなければ大丈夫だろう。

			　給仕係が肉を多めに入れてくれたスープを二人で食べていると、ジタローの視線が気になった。ちょくちょくと別のたき火あたりを見つめているのだ。

			　そのたき火に集まっているのはレイドックのパーティーメンバーである。ちょうどレンジャーのソラルが立ち上がり移動したのだが、ジタローの視線は明らかにソラルを追っていた。

			　俺はニヤリと笑って、ジタローの肩をグイと引き寄せる。

			「お前、ソラルに惚れてるのか？」

			「うぇぇええ!?　なんでわかるんでさぁ!?」

			「いや、バレバレだろ」

			「ま、マジっすか……」

			「ああ」

			　まぁジタローは悪いやつではない。狩人としての腕もたしかだ。もしソラルにアタックするのであれば、応援しないこともない。俺が惚れていた時期のある女だっていうのが少し引っかかるが。

			　とっくにレイドックとくっついてると思ったのだが、どうやら二人は健全な様子だった。

			　のんびりと考えていたのが、油断だったのだろう。

			　ジタローが発したセリフに、ひっくり返ることになる。

			「俺、無事に戻ったらソラルに告白するんだ！」

			　俺は無言で思いっきりジタローをぶん殴った。

			　やめろ……やめろ！

			　あと、方言どこいった！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日はとても良く晴れていた。所々に岩の転がる広い平原。風が吹くと緑の絨じゆう毯たんが揺れる。

			　視界の先まで続く草の海原に同化するような巨大な緑の物体がそこにあった。

			「で、でけぇ……」

			「この距離からでもわかるって相当だろ」

			「よく見ろ、練習で使っていた大岩と同じくらいの大きさだ」

			「そ、そうかもしれないが、やはり岩とドラゴンじゃ印象が違いすぎる」

			　予定していた平原にたどり着いたその日、討伐隊はとうとうその威容を拝むことになる。

			　目標のドラゴンからはまだまだ距離は離れていたが、そこから伝わるプレッシャーは尋常ではなかった。

			「斥候の情報どおりだな。こっちには気付いているんだろうが、今のところ動きはない」

			　レイドックが目を細めてドラゴンを睨み付けていた。

			　魔物の大半は、どういうわけか人間や亞人を見ると問答無用で襲ってくるのだが、ドラゴンなどの一部の魔物はあまり人間に興味がないらしい。

			　もちろん気まぐれな魔物だ。意思疎通もできるわけじゃないので、いつ襲いかかってくるかわかったものではないが。

			　整列する冒険者たちの先頭で、レイドックが号令をかけた。

			「よし、予定どおりに動くぞ！　陣形！　鶴かく翼よく！」

			「「「おお!!」」」

			　自らを鼓舞するように答えた冒険者たちが、訓練どおりに左右に広がっていく。

			　それは変形の鶴翼陣形だった。

			　中央にレイドックのパーティーと、防御に優れる冒険者が数人。

			　俺はその中央に配置されている。

			　左右に広がったのは爆弾矢を携えた弓部隊と、その直ちよく掩えんという配置だ。

			　攻撃要員として、弓部隊とは別に魔術師も一緒だ。

			　陣形を確認したレイドックが振り向く。

			「クラフト。予定どおり動くぞ、大丈夫か？」

			「ああ、問題ない」

			「よし！　作戦第一段階を発動する！　いいか！　これが失敗したら即座に退却！　絶対に戦闘を続けるなよ!?」

			　作戦の第一段階。

			　今回のドラゴン討伐のキモであり、これが失敗したら、その時点で勝ち目がなくなるという、試金石をかねた作戦だった。

			「よし！　前進！」

			　討伐隊は大きく左右に開いた鶴翼陣形のまま、ゆっくりとグリーンドラゴンに近づいていった。

			　一歩進む度に、その圧力に潰されそうになる。

			　今朝までの士気の高さはどこへやら、息苦しい進軍が続く。

			　最初に確認していたとおりの大きさではあるのだが……頭だけで貴族屋敷ほどある凶悪な魔物なのだ。同じ大きさの岩山とはまったく違うプレッシャーが襲いかかっていた。

			　だが、逃げ出す者も、撤退を進言する者もいなかった。

			　皆が奥歯を噛みしめながら、一歩、また一歩とその巨体へと足を進めていくのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　決戦前日の夜。何度も何度も繰り返してきた作戦の最終確認だった。

			「いいか？　作戦はこうだ」

			　レイドックは戦術図の上にコマをいくつも並べながら、各小隊のリーダーたちに確認していく。

			　もちろんこの時点で全員が完全に理解していたが、誰もが真剣にレイドックの言葉に耳を傾ける。

			「陣形は鶴翼。俺とクラフトを含めた第一部隊が中央になる。お前たちは左右に広がる形だ。ドラゴンを発見したら鶴翼陣形を取り陣形を保ったまま、一定距離までドラゴンへ近寄る。攻撃射程内に入ったら、第一部隊は攻撃を開始、それが作戦開始の合図となる」

			　小隊長たちは無言で頷く。

			「この際、他の小隊は攻撃厳禁、恐怖に負けて攻撃を仕掛けたりするなよ？」

			　集まった者たちが小さく苦笑する。

			　軍隊なら当たり前の話だが、彼らは冒険者だ。この辺りは徹底しておく必要があった。

			「その後、ドラゴンの動きを見ながら第一部隊のみが攻撃を継続。わかっていると思うがクラフト、絶対に攻撃に参加するなよ？」

			「わかってる」

			「適度に距離を空けつつ、攻撃を継続する。おそらくドラゴンは業を煮やしてブレスを吐き出すはずだ」

			　ゴクリと息をのむ音がそこら中から響く。

			　ドラゴンブレス。

			　それは生き物が喰らえば死を免れない脅威の攻撃だ。

			　ドラゴン以外にもブレスを使用する魔物はいる。そんな魔物のブレスですら、冒険者にとっては死の宣告なのだ。ドラゴンの吐き出すブレスともなれば、いったいどれだけの威力があるか、想像もできない。経験したものなどいないのだから。

			「いいか？　ここが作戦のキモだ。ブレス攻撃に対して、クラフトの防御魔法を発動させる。訓練で何度も見ているな？　半円状の壁を発生させる魔法だ。この壁をドラゴンの頭をすっぽりと囲うように発生させることで、ブレスを防ぎ、ドラゴンの視界を奪う」

			　緊張しつつも、全員が頷く。

			「もしも、この時点でブレスを防げないと判断したら、左右の部隊は全力撤退。第一部隊がそのまま時間稼ぎをし、殿しんがりをつとめる。その際、俺たちを助ける必要はない。全力で逃げろ」

			　何度も何度も話し合って決めた作戦だ。今さら文句を言う者はいなかった。

			「ブレスを防げたら、作戦を第二段階へ移行する。俺の合図と同時に、爆弾矢を射かける。タイミングを間違うなよ？　同時攻撃が重要だ。この際、攻撃魔法は禁止する」

			　ここで攻撃魔法を使わないのは、魔術師たちの魔力を少しでも温存するためと爆弾矢の効果を確認するためだ。

			「爆弾矢の効果が確認できたら、作戦は第三段階へ移行。再び第一部隊による攻撃で、ドラゴンの注意を引き、再度ブレス攻撃が出るまでその状態を維持する。あとはこれの繰り返しだ」

			　そしてレイドックは最後にこう締めた。

			「なに、挑発して、ブレスを撃たせて、爆弾を投げ込む。これを繰り返すだけだ。簡単だろ？」

			　そこで全体の空気が弛緩して、落ち着いた笑い声が響いた。

			　勝利を疑わずに。

			　俺も穏やかに笑いつつも、内心では決意していた。

			　絶対に。

			　全員を守ってみせると。

		

	
		
			　

			決意があれば、恐怖は払拭できるって話

			　

			　目の前にそびえるのは、世界でもっとも有名にして最強であり、最凶であり、最狂である魔物であった。

			　それはドラゴンと呼ばれる悪夢であった。

			　俺たちにようやく警戒心を抱いたのか、ゆっくりと頭を上げ、こちらをじろりと睨む。

			　頭部に枯れた樹木のように伸びる複雑な角が、太陽光を反射して輝いた。

			　彫刻や絵画で見るドラゴンの角よりも立派で複雑な形をしていた。

			「ひっ！」

			　思わず悲鳴を漏らしたのは、レンジャーのソラルだ。

			　意外と女っぽい声も出せるんだなぁとか、割とどうでもいい感想を抱いてしまった。

			　レイドックのパーティーを中心とした俺たちの中央第一部隊は、ドラゴンの真っ正面を進んでいるのだ。そりゃあ並みの恐怖ではないだろう。

			　それが歴戦の冒険者であるソラルだったとしてもだ。

			　屋敷と同じ大きさの威容がこちらを睨み付ける。

			　俺も心臓が爆発しそうなほど高鳴ってはいた。

			　だが、不思議と恐怖はあまり感じていない。

			　それよりも、絶対に皆を守るという気持ちが勝り、冷静にドラゴンの動きを観察することができていた。

			「レイドック」

			「ああ……よし！　第一部隊！　攻撃開始！」

			「「「おおおおお！！！」」」

			　戦士のモーダが先頭に立ち、盾を構える。

			　斜め後ろに立ったレイドックとペルシアが叫ぶ。

			「真空飛翔斬!!」

			「斬閃空牙翔！！！」

			　もちろん全員が神官ベップによる魔法で、身体強化済みだ。

			　剣士の持つ数少ない遠距離技を放つのと同時に、レンジャーのソラルと狩人のジタローが弓を放つ。

			　どちらもミスリル合金の鏃やじりという贅沢な矢を放った。

			「画竜点睛!!」

			「くらえっす！」

			　ソラルは弓の一点突破系の技を載せていた。ジタローは普通に弓を放つだけだが、狙いは正確である。紋章はないがかなり腕は良いのだ。

			「業炎弾!!」

			　続いて火球を放ったのは、バーダックだ。紋章持ちでないのに業炎弾を放てるとは！

			　がくりとその場で膝を折ったバーダックだったが、懐からポーションを取り出し一気にあおると、すぐに立ち上がった。

			　マナポーションを飲んで魔力を回復したのだろう。

			　初手に思い切ったことをする。

			　今回用意できたマナポーションのほとんどは俺が持つことになった。

			　冒険者の魔術師たちが、自分たちが飲むのと俺が飲むのとどっちが効率が良いか考えてくれと懇願してきた結果だ。

			　最終的に大半を俺が持ち、次にバーダックとベップが。残りのいくつかを、各小隊に一つ配ることで決着する。

			　さらに、第一部隊に配置された選抜冒険者たちが、各々の持つ最大級の長距離攻撃を叩き込む。

			　左右に広がった部隊は攻撃をせずに、ドラゴンを包み込むように隊列を進める。

			　第一部隊の猛攻撃がドラゴンの頭にたたみ込まれる。

			　並みの魔物なら欠片も残らないような凶悪な集中砲火だ。

			　さしものドラゴンも、これにはダメージを受けたのだろう。首を真上に向け、吠えた。

			　ギャアアアアアアアアアゴオオオオオオオオオ！！！！！！！

			　その咆ほう哮こうは大地を揺らし、大気が爆発したと思うほどだった。

			　音で、殺されると思ったのは初めての体験だぜ！

			　左右に散っている何人かの冒険者が腰を抜かしていた。

			　俺は奥歯を噛みしめた後、怒鳴る。

			　ここは腰を引く場面じゃない！

			「見ろ！　あのドラゴンが痛みで悲鳴を上げやがったぞ！」

			　はっとしたように、冒険者たちがドラゴンの顔に視線を向ける。

			　ここだとばかりにレイドックも続く。

			「そうだ！　目の前にいるのは痛みすら感じない神ではない！　このまま押し切る！　第一部隊！　攻撃続行！」

			「「「おおおおお!!」」」

			　続けて大量の攻撃が飛ぶ。

			　スタミナに依存する攻撃はそのままだったが、魔力に依存する攻撃は全員威力を落としていた。

			　持久戦に備えるためだろう。

			　ゴガアアアアアアアァァァ!!

			　それでも凶悪な攻撃が集中しているのだ。再びドラゴンは悲鳴を上げた。

			　今回の雄叫びは恐怖を感じるより、勝てるという思いが上回った。

			　通る！

			　ダメージが通るぞ！

			「いけるっすね！」

			　ジタローがニヤリと言った。

			　馬鹿！　それはフラグだ！

			　まるでジタローの呟きに反応するように、ドラゴンの太い前足がゆっくりと上がっていく。

			　ある程度距離を取っているというのに、それだけで心臓を鷲づかみにされたような恐怖が走る。

			　城壁に匹敵する高さまで前足が振り上げられる。

			「全員！　後退！」

			　レイドックが力の限り叫んだ。

			　号令とほぼ同時に、巨大な質量を持つドラゴンの前足が、勢いよく地面に落ちた。

			　直撃ではない。

			　が。

			　次の瞬間、俺たちは自分たちの戦法に大きな間違いがあったことに気付く。

			　大質量と桁違いの筋力が大地を抉えぐり、転がっている大岩を砕き、砂のようにまき散らしたのだ。

			　鈍重なドラゴンに、ブレス以外の遠距離攻撃がないと、高をくくっていたのだ。

			　だが、地面に叩きつけられた足により、全軍にこぶし大の砕かれた岩や、大量の土砂がまき散らされる。

			　それは今まで経験したこともないような、死を運ぶ範囲攻撃だったのだ。

			　ドラゴンの遠距離攻撃はブレスだけというもくろみは、この時点で崩壊した。

			「おおおおおお！」

			　口数の少ないモーダがこの時ばかりは咆哮を上げ、盾を構えて全員の先頭で踏ん張る。

			　残りの人間はその盾が生む安全地帯に潜り込むしかなかった。

			　どがどがと岩がモーダの盾に激突するが、モーダは歯を食いしばってそれを辛うじて防ぎきった。

			「どうする!?　レイドック!?」

			　俺の頭に撤退という単語もよぎったが、レイドックはニヤリと笑った。

			「はっ！　最初からこの程度の予想外は起こると思っていたからな！　見ろ！　左右のやつらも上手く防いでいるぞ！」

			　鶴翼陣形の羽となって広がっている各々の部隊も、予想していたのか、盾持ちが前面でに立ち、飛来する石の弾幕をなんとか防いでいた。

			　もちろん完全に防ぎきれるわけもなく、負傷者は続出だが、それらはヒールポーションによって即座に治療されていく。

			　どの部隊にも大量に配布しておいて良かった。

			「一番キツイのはここだ！　俺たちが耐えられるなら大丈夫だ！　引き続き戦闘を継続！　ベップ！　強化魔法はモーダに集中しろ！　俺はいい！　モーダ！　頼むぞ！」

			「はい！」

			「っんむ！」

			　繰り返すこと三度、第一部隊の集中砲火に対して、ドラゴンの前足振り下ろしという反撃がくわえられた。

			　俺たちは、その凶悪だが単調な攻撃に耐えきって見せた。

			　モーダは血反吐をまき散らすほどの怪我を負うが、即座に治療されることで、その猛攻を耐え抜いたのだ。

			「よし！　耐えきったぞ！　第一部隊再度攻撃！」

			「「「おおおおお！」」」

			「火弾!!」

			「飛翔連撃！」

			「閃撃牙襲!!」

			「死ねごらー！」

			　俺も攻撃に参加したい。その思いを奥歯を食いしばって我慢する。

			　スタミナポーションで無制限の動きを得た冒険者の連続攻撃。

			　だが、レイドックとペルシアに汗が浮いているのが見えた。

			「おい!?　お前らスタミナポーションを飲んでないのか!?」

			「いや！　だが、限界を突破した状態を維持すると、さすがに疲労するらしいな！」

			「なんだって!?」

			　それは、想定外の事態である。

			　たしかに、レイドックにしても、ペルシアにしても、訓練時とは次元の違う威力の技を放っていた。

			「大丈夫だ！　心配するな！」

			「ああ！　むしろ戦っているという実感が出てちょうどいい！」

			　頼もしいセリフではあるが、そんな状態で長期戦になったら……。いや。それほどの威力を込めたからこそ、ドラゴンに怪我を負わせられたのか。

			　ああ！

			　無理してでもダメージを与えられることを証明しなきゃいけないってわけか！

			　このメンバーで最大級の攻撃力を持つ二人が、先頭に立って無理をしなけりゃならん相手ってことだ！

			「「旋風鳳斬!!」」

			　レイドックとペルシアが同時に剣技を放った。

			　剣での遠距離攻撃としては最大級の技の一つだ。

			　十字に飛んだ高威力の技を額に受けた、ドラゴンが、ひときわ甲高く咆哮を上げる。

			　ギャゴギャアアギゲガアアアアアアアア！！！

			「見ろ！　やつの額を！　少しだが……血が出ているぞ！」

			　レイドックが剣をドラゴンに向ける。

			　とうとう、目に見える外傷を負わせることができたのだ。

			「「「「うおおおおおおおお！！！！！」」」」

			　それは歓喜の叫びだったのか、昂揚による雄叫びだったのか。

			　自分たちでもわからない奇声を発するほどの戦果だ。

			　それまで、ドラゴンに対して攻撃が通っているのかわからず、不安が拭えなかったが、目に見える負傷を確認することで、一気にアドレナリンが沸騰する。

			　まだ俺たちは手札を一枚も切っていないにもかかわらず、手応えを感じたのだから。

			　ドラゴンが唸り声を上げながら、四つの足から大地に深く爪を立てた。

			　元冒険者の経験が、最大級の警告を鳴らす。

			　俺より先にレイドックが叫んだ。

			「ブレスが来るぞぉ！」

			　それは半ば確信だったのだろう。一瞬の躊躇もなく、レイドックが俺に振り向いていた。

			　俺は、マントを翻ひるがえし、杖を大きく空へと掲げた。

			　大きく開かれた竜の顎。

			　喉奥に凶暴な魔力が集まるのを感じる。

			　青白い輝きが、牙の並ぶ竜口から、絶望を伴って吐き出された。

			　それは、すべてに死を約束する輝きだった。

			「万里土城壁！！！！！！」

			　俺は渾身の魔力を込めて、魔法を発動させた。

			　目の前に突如せり上がる、分厚い土の壁。

			　いや、城壁と比べても遜色ない高さと厚みのある土壁であった。

			　作戦どおり、半円状にドラゴンの頭をすっぽりと包みながら展開される土の城壁。

			　頭を丸ごと蓋したようなものだ。

			　ドラゴンの青く輝く炎のブレスは、土壁に反射され、暴れた炎がすべて、ドラゴンへと巻き戻っていくのだ。

			　高熱によって、がりがりと削られていく万里土城壁。形を維持するために魔力を湯水のように注ぎ込むが、わずかに崩壊の方が早い。

			「……ぐっ！　長くは保たない！」

			　持てるすべての魔力を土城壁に注ぎ込んでいるが、ブレスの熱量で土壁は一瞬でガラスになり、猛烈な勢いで削られていく。

			　レイドックが大きく頷いた。

			「よし！　作戦を第二段階へ移行する！　全隊！　爆弾攻撃構え……放て！」

			　今か今かと待ち構えていた、左右に散った弓持ちたちが、購入したり、今回だけレンタルしたミスリル弓を引き絞り、渾身の力を込めて、爆弾矢をドラゴンの胴体へと撃ち込む。

			　ソラルとジタローも、素早く、土壁を越える山なりの軌道で、爆弾矢を撃ち放った。

			　連続する爆発の回旋曲ロンド。

			　それは、神々しいまでに大爆発だった。

			　今までとは比べられないほどの咆哮が大気を揺らした。

			「お……おおおおお！　効いてる！　効いてるぞ！」

			　煙が晴れて、ドラゴンの姿が見えると、全軍の士気は最高潮となった。

			　胴体のそこかしこの鱗が剥げ、肉が剥げ、身体中から血を滴らせていたのだ。

			　逆にあれだけの爆発でも、その程度で済んでいると感心するべきか。

			「いける……いけるぞ！」

			「やれる！　俺たちならやれる！」

			「勝てる！」

			　高まる勝利の確信。

			　ドラゴンが腕を振り上げ、視界を邪魔する土壁を破壊する。

			　ブレスが切れた時点で、魔力の流し込みは止めているので、土壁はあっさりと砕け散る。

			　瓦が礫れきとなって崩れ落ちる壁の向こうから、激憤しているドラゴンの顔が現れた。

			「よし！　作戦を第三段階へ移行！　再び第一部隊による、牽制攻撃！　もう一度ブレスを封じたら、それ以降、魔法攻撃を解禁する！」

			「「「おおおおおお！！！」」」

			　俺たちは自らを鼓舞するように腹の底から声を絞り出した。

			　気合いの入った第一部隊が攻撃を加えると、明らかにドラゴンは嫌がり、怒りを増していた。

			　俺はその隙にマナポーションを一気にあおる。

			　自分たちの分を辞退した他の部隊に応えなければならない。

			　勢いに乗った俺たちの猛攻に、ドラゴンが怒りの咆哮を上げた。

			「来るぞ！」

			　レイドックが手を横に振り抜く。

			　四肢を踏ん張ったドラゴンから、再びまき散らされる凶悪なブレス。

			　青白く輝く高熱の炎の眼前に、マナポーションで全快した魔力をすべて注ぎ込んだ土の城壁を再び発現させた。

			　半円状に展開された土壁によって、ドラゴンは自分自身の身を焼くように、己のブレスを全身にあびることになるのだ。

			　怒り狂うドラゴンがブレスを吐くのを諦めると同時に、レイドックが吠えた。

			「よし！　全軍全力攻撃！！！　魔法攻撃も解禁！！！」

			「「「おおおおおお！！！」」」

			　並みの魔物であれば肉片すら残らないだろう暴力の嵐が巨体を襲う。

			　ありったけの爆弾矢と、ここぞとばかりに繰り出された魔法や技を見て、冒険者たちは勝利を確信した。

			　だが。

			　俺たちは、とても重大なことを忘れていた。

			　敵があのドラゴンであるという事実を。

		

	
		
			　

			予定が狂うと、慌てるよねって話

			　

			　三度目のブレス攻撃はそれまでのブレスと比べると、遙かに威力が弱まっていた。

			　見た目だけは、最初と変わらなかった。

			　派手なブレスは土壁で反射され、ドラゴン自らの身体を焼いたように見えただろう。

			　それは違和感だった。

			　土壁を展開している俺にしかわからないほどの、小さな違和感だ。

			　レイドックに伝えるべきか、俺が迷っているうちに、レイドックの攻撃号令が出されてしまう。

			　全軍による様々な魔法や爆弾矢が放たれた瞬間、ドラゴンのブレスがピタリと止まる。

			「なんだ？」

			　レイドックもその違和感に気がついたのだろう、一人攻撃を止め、相手の動きを観察する。

			　ゴギャアアアアアアアアアア！

			　ドラゴンがそれまでと違う咆哮を上げた。

			　怒りの咆哮とは明確に違う、意志を持った叫びだった。

			　今の俺にはハッキリとわかる。アレは、魔法の一種だ！

			　咆哮が魔術式を構築し、ドラゴンの頭上に生える、枯れた樹木のような枝分かれした角に膨大な魔力が流れ込む。ドラゴンの角が魔力を受け、強い閃光を発した。

			　何かの攻撃かと思い、思わず身を固くしたが、特に何も起きなかった。

			「……あれ？」

			　レンジャーのソラルとジタローがぱちくりと目をまたたかせる。

			　疑問に思ったのは二人だけではない。

			　静かすぎたのだ。

			　理由はすぐに判明する。

			「……爆発は？」

			　目の前に聳そびえ立つ巨大な土壁で、ドラゴンの様子をうかがうことはできないのだが、ここまで何度も同じタイミングで響き渡っていた爆発音が、ただの一つも起きていない。

			　それだけではない。魔法攻撃に伴う音も光も発生していない。こんな静かに終わるはずがないのだ。

			「ま！　魔法がかき消えたぞ!?」

			「爆弾矢が爆発せずに燃えちまった！」

			　左右に広がる攻撃部隊の悲鳴で、ようやく状況を把握した。

			「なんだと!?」

			　レイドックの叫びと、ドラゴンの前足によって土壁が砕かれるのは同時だった。

			「先ほどの咆哮か!?　何かの防御的魔法効果があるというのか!?」

			　状況から、正解に近い答えを導き出すレイドック。

			「可能性は高い！　どうするレイドック!?」

			「さすがに未知数すぎる！　一時撤退……」

			　そのとき、ドラゴンが、突然方向転換した。

			　それまで俺たちを踏みつぶすべく、ゆっくりと前進していたドラゴンがだ。

			　方向転換といっても、角度を変えるという動きではない。

			　その場で、身体を軸に、九〇度向きを変えたのだ。

			　それまでのとろくさい動きからは信じられない速さだった。

			「な!?」

			「まずい！」

			　ドラゴンは右翼を正面に、くるりと回転するように向きを変更すると、その四肢を踏ん張ったのだ。

			　牙の間から、凶悪に青白い炎が漏れる。ドラゴンが大きく息を吸い込むと、すべてを燃やし尽くすブレスが仲間たちに放たれた。

			　俺は右翼側に全力で走る。

			「くそぉ！！！！　届けええええぇぇぇ!!　〝万里土城壁〟！！！」

			　あらん限りの力を振り絞り、杖を突き出して魔法を発動させる。ギリギリで、放たれたブレスを土壁で遮ることに成功したが、わずかにブレスの出始めが右翼に届いてしまったらしい、たったそれだけで、前衛の大半は焼け焦げていた。

			　無事な人間がヒールポーションをぶっ掛け、怪我人たちはすぐに立ち上がったが、その表情は恐怖に塗りつぶされていた。

			　ドラゴンがグルルと唸り、俺に視線を向ける。

			「クラフト！」

			　第一部隊と右翼の部隊から、俺を守ろうと防御に長けた戦士たちが飛び出してくる。

			　だが、ドラゴンの行動はその上をいった。

			　先ほどのように、素早くその場で方向転換したのだ。

			　今度は左翼に向かって。

			　完全に逆を突かれた形に、俺はあらん限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを神に吐き出した。

			「クソがぁぁぁああ!!　ベップ！　加速の魔法を寄越せ！」

			「え？　は、はい！　〝増速付与〟！」

			　神官のベップによる支援魔法をもらい、俺は加速して、全力で左翼に向かって走る。

			　俺を守ろうとこちらに向かって走っていたレイドックとすれ違う。

			「指示を出せ!!」

			　急ブレーキを掛けたレイドックが、俺の横を併走する。

			「くっ！　負傷者が多すぎる！　今撤退したら……」

			「なら戦うしかない！」

			　撤退することには賛同したいが、今引いたら犠牲者が出る！

			　逃げるにしてもどうにかトカゲ野郎に一撃加えないとダメだ！

			　慌てる俺たちをあざ笑うように、ドラゴンが四肢を踏ん張った。

			　左翼に向かってブレスが放たれる！

			　土壁の魔法を発動させるには、距離が離れすぎている！

			「クソがっ！」

			　間に合わない？

			　ふざけるな！　絶対に……絶対に間に合わせる！

			　訓練の途中、あいつらに言われたのだ。頼りにしてると。

			　俺は死んでも応えなければならない！

			　妙案が閃ひらめき、併走するレイドックに怒鳴った。

			「レイドック！　突進技で俺を押せ！」

			「何だと!?」

			「時間がない！」

			「ええいクソ！　〝身突轟弾〟！」

			「ぐほっ!?」

			　身体を弾丸としたレイドックが背中に突っ込んでくる。

			　想像以上の威力に、一瞬気が遠くなりそうだった。

			　だが。

			「……っ！　〝万里土城壁〟！」

			　俺はレイドックに吹っ飛ばされ、地面に一回転しつつも、起き上がりながら、土壁の魔法を放った。

			　ドラゴンの頭を包むような器用なことはできない、ただ、その場から真っ直ぐに土壁を置くのが精一杯だった。

			　それでもギリギリで、ドラゴンのブレスは左翼を直撃することを免れた。

			　だが、右翼のときと同じように、わずかに届いた熱風によって、被害が拡大していた。

			「右翼！　怯むな！　攻撃開始！」

			「このトカゲ野郎がぁ！」

			「ぶち殺してやる！」

			　なんとか立て直した右翼の攻撃陣が、歯を食いしばりながら爆弾矢や魔法を放つ。

			　左翼が参加していないが、これで動きを止められれば勝機はまだある！

			　そんなわずかな希望を打ち砕くように、ドラゴンがまたもや意志ある咆哮をあげた。

			　呪われた樹木のような角が、大量の魔力を受けまばゆい光を放つ。

			　今度は見た。

			　爆弾矢がドラゴンの身体に届く前に、小さく燃え上がって消滅するのを。

			　攻撃魔法が、かき消えるのを。

			「で……デタラメだ！！！」

			　思わず、叫んでしまった。

			　あまりにも理不尽すぎる！

			「クラフト！　あれはなんなんだ!?」

			「おそらく！　魔法の無効化だ！　魔力爆弾は魔石を暴走させる魔法攻撃の一種だからな！」

			「魔法無効化だとぉ!?」

			　ハッキリ行って反則すぎる。

			　ドラゴンの名は伊達ではなかったのだ。

			　しかし、今から撤退するとなれば、誰かが犠牲にならなければならないが、当初の予定を実行するにしても、左右が引き終わる前に、どちらかが落ちかねない。

			　体勢を立て直した俺の横に、ペルシアが走り込んできた。

			「クラフト！　弱点はないのか!?」

			「ペルシア!?　おそらく……あの角を落とせれば、魔法無効化は使えなくなると思うが……」

			　それは今までの冒険者としての勘だ。

			　魔物の持つ特殊能力が発動するとき、その根源たる器官が発光するのは良くあることだった。

			　魔力の流れを見ても、発動体としてあの角を使っているように見える。

			　だが……。

			「確証がない上に、魔法が効かないんだぞ！　どうするっていうんだ!?」

			「はっ！　魔法が効かぬのなら叩っ切れば良いではないか！」

			「簡単に言うな！」

			「私が……このペルシア・フォーマルハウトがやってみせよう！」

			「やってみせるって……」

			「クラフト！　やつの頭を地面に落とせ！」

			「なんだって!?」

			　トカゲ野郎の頭を地面に叩きつけるような魔法はいくつか使える。

			　だが、その魔法が無効化されるのだ！

			　魔法を使わなければ無理な話を、魔法無効化能力を持つドラゴンにどうやって使えというのだ！

			　俺が歯を食いしばる中、諦めない冒険者たちが攻撃を続行する。

			「死ねやおんどりゃー!!」

			　チンピラのような叫びと共にジタローが放ったミスリル矢が、ドラゴンの胴体に刺さったのが見えた。

			　魔法はかき消されていたが、槍や矢はドラゴンの身体に届いているのだ。

			　物理なら……通じる？

			「それなら方法はある……だが、それは……」

			「クラフト！　方法があるならやれ！　このままじゃジリ貧だ！」

			　今度はレイドックが叫んでいた。

			　方法はある。しかし、それは……。

			「犠牲は初めから覚悟の上！　あやつを倒せるなら本望だろう！」

			「くっ……！　ブレスを……ブレスを一発でいい！　耐え抜いてくれ！」

			　他に方法はない。逃げるにしても倒すにしても、デカイ一撃が必要だった。

			「「承知!!」」

			　ペルシアとレイドックが力強く了承する。

			「みんな聞け！　今から博打を張る！　一撃でいい！　ブレスを……各々の力で耐え抜け！」

			「「「「うおおおおおおおお！！！！」」」」

			　俺はマナポーションとヒールポーションをがぶ飲みし、魔力をかき集める。

			　ドラゴンがそれに呼応するように、身体の向きをこちらに向けやがった！

			　俺に狙いを付けるドラゴンに、左右の冒険者たちが青ざめる。同時に彼らはドラゴンに対してあらん限りの罵詈雑言を吐き出した。

			「ちくしょう！　このトカゲ野郎！　こっちを向きやがれ！」

			「てめぇ！　そっちじゃねぇよ！」

			「クソが！　クラフトを狙わせるな！」

			「なんでもいい！　挑発して！」

			　俺が何かをやるとすぐに理解したのだろう、左右の部隊がドラゴンの注意を引こうと、ありったけの技や矢を射かけ、罵声を飛ばして挑発する。

			　魔術師の中には石を投げる者すらいた。

			　だが、ドラゴンは中央。つまり俺のいる第一部隊に向かってその顎を大きく開いたのだ。

			　俺は……。

			　仲間を信じてただただ魔力をかき集める決断を下した。

		

	
		
			　

			仲間がいたから、やりきれたって話

			　

			　ドラゴンが持つのは魔法無力化能力。

			　それはほぼ間違いない。

			　今大量にかき集めている魔力をどう使っても、そのままぶつけたところで無意味だ。

			　だが、あの能力には大きな弱点がある。

			　それは効果範囲！

			　あれだけの強力な能力だ。辺り一帯を埋め尽くすほど広範囲に届かせることはできないはずだ。

			　それが証拠に、補助魔法などには一切影響がないようだ。

			　ならば！

			　俺はかき集めた魔力を、土魔法の基礎魔術式へ流し込む。

			　魔法は万能だ。やろうと思えば、あらゆる自然現象を起こすことも可能だろう。

			　だが、漠然としたイメージで世界の理に干渉すれば、大量の魔力を消費し暴走するのが落ちだ。

			　だからこそ、固定の魔法が存在し、それに特化した魔術式があるのだ。

			　俺が今やっているのは、土を操る魔法の発動だ。

			　だが、固有の魔法としては存在していない。

			　だから土魔法の基礎のみ利用し構築しなおす。固定魔法を利用していることと、今からやるイメージはハッキリしている。これなら暴走する危険は少ないだろう。俺はぶっつけ本番で魔力を操作する。

			　脳が焼き切れそうだった。

			「クソが！　土砂が来るぞ！」

			　ドラゴンが振り上げたのは、もちろん前足だ。

			　直撃する距離ではないが、やつの狙いは……。

			「ぬおおおおお！」

			「頼むぞ！　モーダ！」

			　俺を守るように盾を構えて真っ正面から噴き上がる土砂を受けるモーダ。

			「ぐあああああ！」

			　すべての土石を防いだと思ったが、モーダは最後に飛んできた大岩に耐えきれず、衝撃の勢いで回転しながら吹っ飛ばされた。

			「モーダさん！」

			　神官のベップが慌ててモーダに駆け寄ろうとするが、レイドックがそれを止める。

			「ベップは来るな！　回復は俺がやる！　あのトカゲ野郎、完全にクラフトに目を付けやがったな！　ベップはクラフトに付け！」

			　左右からの攻撃を完全に無視して、その図体を前に。つまり俺たちに向けて進めるドラゴン。

			「ちくしょう！　こっちを向きやがれ！」

			「ミスリル矢だ！　ミスリル矢と剣技を放て！」

			　左右の冒険者たちが必死で攻撃するも、一顧だにしない。

			　そしてとうとうドラゴンがその四肢の爪を、大地に深く沈めた。

			「来るぞ！　ブレスだ！　死んでも防ぐぞ！　モーダ！」

			「うおおおおおおおおお!!」

			　大盾を構えるモーダの後ろにレイドックとペルシアが潜り込み、二人がかりでモーダの身体を支える。

			　さらに二人はヒールポーションの入った水袋を手にする。

			「〝耐火付与〟!!　〝耐熱付与〟!!」

			「〝土隆盾〟!!」

			　ベップが補助魔法をモーダに飛ばし、魔術師のバーダックが小型の土壁を生む魔法を唱える。

			　俺の〝万里土城壁〟に比べたらささやかな防御壁だが、モーダの身体を守るには充分なサイズだ。

			　直後、世界が真っ白に染まった。

			　ドラゴンのブレスが俺たちを包み込んだのだ。

			「うおおおおおおおおおお!!」

			「耐えろ！　モーダ！」

			　モーダが土壁を支えるように盾を突き出す。

			　だが、俺の上位土魔法を使って、辛うじて抑えられる威力のブレスだ。

			　バーダックの放った土壁は見る間に削りきられる。

			　しかし、俺たちの気力は奇蹟を起こした。土壁とモーダの盾が、ブレスに死角を生み、辛うじて俺たちを守ってくれた。

			　熱風が肌を焼き、全身に耐えがたい痛みが走るが、奥歯が砕けるほど噛みしめ耐える。

			「クラフトさん！」

			　神官のベップが自らの怪我を無視して俺にヒールポーションをぶっかける。

			　レイドックとペルシアも、モーダにヒールポーションを湯水のようにぶちまけて、治療した。

			　満まん身しん創そう痍い。

			　だが！

			　耐えた！　耐えきって見せたぞこの野郎！

			　俺たちが耐えきったのには理由があった。

			　明らかに、ブレスの威力が落ちていたのだ。

			　今までの攻撃は無駄ではなかったのだ。ドラゴンといえど疲労はあったのだ！

			　ドラゴンがブレスを吐ききり、ブスブスと牙の間から音を漏らす。

			　その表情は明らかに怒り猛っていた。

			　怒りに任せ、ドラゴンはもう一度ブレスを吐く態勢を取る。

			　だが！　遅い！

			　トカゲ野郎は気がついていなかった。その巨大な頭がすっぽりと不自然に陰っていることに。

			　仲間たちが決死の防御と、攻撃をおこなってくれたおかげで、トカゲ野郎は気がつけなかったのだ。

			　俺が魔力でかき集めた石で作った巨大な岩の塊が、その頭上へと移動していたことに。

			　ズドスン!!

			　大地を揺るがす轟音と共に、ドラゴンの頭へと巨大な岩の塊が落下する。

			　俺が膨大な魔力で作り上げたのは、巨大な岩だった。

			　それを無理矢理空中に浮かべ、それをドラゴンの頭上に移動させ、重力のままに叩きつけてやったのだ。

			　グギャアアアアアアア!?

			　巨大な岩の質量に不意打ちされたことで、さしものドラゴンといえど、頭を地に着けるしかなかった。

			　魔力が無効化されるなら、物理で殴れば良い!!

			「行ける！」

			　ペルシアがモーダの背後から飛び出す。

			「ペルシア！　飲め！」

			　俺はあらん限りの力で、ポーション瓶をペルシアに投げた。

			　用意していた秘策、たった二瓶しか用意できなかった瞬間増強薬ブーストポーシヨンだった。

			「わかった！」

			　ペルシアはそれが何かも聞かず、一切の躊躇なしにそれを飲み干した。

			　一瞬ペルシアの身体が発光する。

			「力が……これならば！」

			　大量の魔石を必要とする、そのポーションは、人間の限界を超える力を一瞬だけ与えてくれる特別なポーションだ。

			　効果時間が短く、使い所の難しいポーションだが、今この場面で使うのがもっとも相応しいだろう。

			　ペルシアの身体中に魔力によって増強された力がみなぎる。

			「行け！　ペルシア！」

			「うおおおおおおおおおお！」

			　ペルシアが雄叫びと共に飛び出し、巨大なドラゴンの頭を駆け上る。

			　そして一気に大木のような角へと迫った。

			「喰らえ!!　旋風鳳斬！　轟撃襲斬!!　一輝一閃！！！　無影連撃！！！！」

			　恐ろしい威力の技を繋ぎ目なしでコンボとして叩き込む。

			　しかし相手は世界最強のドラゴンであり、目標はその角だ。

			　一度の猛攻で破壊できるのか!?

			　だが、俺のそんな心配は空回りすることになる。

			　世界最硬の物質である、ドラゴンの角が、見事に、叩き折られたのだ。いや、その切り口は見事に鏡のごとく輝いていた。

			「な!?」

			　俺は思わず声を上げてしまった。

			　硬ミスリルとシャープネスオイル。それにペルシアの技が合わさると、あそこまで壊滅的な威力になるのか!!

			　俺の驚きをよそに、レイドックが号令をかけた。

			「チャンスだ！　全員ありったけの攻撃を叩きつけろ！　前衛も突っ込め！　誤爆を恐れるな！」

			「「「うをををおおおおおおおおお！！！！！！」」」

			　ペルシアに負けじと冒険者たちがありったけの技と爆弾矢を撃ち放つ。

			　さらに前衛たちが決死の覚悟で突っ込んでいった。

			　ドラゴンの身体中で連続して爆発が起きた。たまに前衛が巻き込まれすっ飛ばされていたが、死んでいなければ良いとばかりに、全員がありったけの攻撃を叩き込んでいく。

			　荒れ狂ったドラゴンの前足でペルシアが吹っ飛ばされた。

			　全身から血を吹き出しながら地面をバウンドしていく。

			「ペルシア！！！」

			「か……かまうな！　とどめを……刺せ！！！」

			　俺は一度奥歯を噛みしめた後、マナポーションを飲み干す。

			　一瞬、土壁のために攻撃を控えるかとも考えたが、今こそが攻める時だと、杖を掲げた。

			「死ね！　このトカゲ野郎が！　〝雷神の稲妻槌落檄〟！！！！」

			　俺が持ちうる最凶の魔法の一つ。特大の電撃魔法を放った。

			　辺り一面を真っ白にするほどの強力な稲妻が、天空からドラゴンの身体を穿つ。

			　身体中の傷から入り込んだ稲妻が、ドラゴンの内臓を直接焼いた。

			　ギャアアアアアアアゴオオオオオオオオオオオオォ！！！！！

			　天に届くその声は、悲鳴だった。

			「殺れる！」

			「レイドック！」

			　俺の守りを捨て、突っ込もうとしたレイドックにポーション瓶を投げつけた。

			　受け取ったレイドックはすぐさま理解し、そのブーストポーションを飲み干す。

			「くたばれ！　このトカゲ野郎があああああ!!　〝岩崩激甚玄武斬〟んんんん！！！」
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			　レイドックの渾身の技を受け、ドラゴンがとうとう断末魔を上げたのだ。

			　その緑に輝く巨体がゆっくりと傾き、どうと倒れ、地面を揺らす。

			　沈黙が訪れた。

			　しばらく、冒険者たちは動けなかった。

			　そして、ゆっくりと理解した。

			　俺たちは勝ったのだと。

			「「「「うおおおおおおおおおおお！！！！！」」」」

			　それは魂の雄叫びだった。

			　伝説のドラゴンを相手に死者はゼロ。

			　まさに奇蹟だった。

			　いつまでも、いつまでも、勝利の勝ち鬨ときが響き渡っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それで、アンブロシアの花は残さず摘んで良いんだな？」

			「ああ。何度も鑑定したが、この花はドラゴンがいなければ育つことはない。残していてもいずれ枯れる」

			「そうか……この地で育てられたら良かったんだがな」

			「どうして伝説の植物と言われていたのか理解したよ」

			　ドラゴンを倒して全員がしばらくぶっ倒れていた。

			　伝説品質のスタミナポーションですら補いきれない疲労に、全員が倒れていたのだ。

			　皆が限界を超えた頑張りをしてくれた証拠でもある。

			　俺はとても誇らしかった。このドラゴン討伐に参加できたことが。

			　今は動けるようになった連中と、目的だった薬草を集めていた。

			「なに。踏みつぶされてない花は多い。必要な分には足りるんじゃないか？」

			「たぶんな」

			「それでドラゴンの素材だが……」

			「契約どおり、皮と肉と鱗は冒険者ギルドの物だ。その他はすべてカイルに渡す」

			「了解だ。今、必死で解体してるから、収納は頼むぞ」

			「ああ。……だがこんなでかいもん、収納できるのか？」

			「お前にわからんことが俺にわかるかよ……」

			「そりゃそうだ。入りきらなかったら、冒険者にここを見張ってもらって往復するしかないな」

			「そうだな」

			　冒険者ギルドとの取り決めは、あらかじめ渡した報酬と、ドラゴンの肉と皮。それと鱗を渡すことになっている。

			　ギルドはそれらで得た利益、または等価値の素材を、参加した冒険者に分けるのだ。

			　そういう手続きは面倒なので全部ぶん投げたのだ。

			　ちなみに冒険者ギルドに加入していない、俺とジタロー、それにペルシアもちゃんと報酬をもらえることになっている。

			「うをおおおおおおおお!!　すげぇ！　これを見ろ!!」

			　解体作業をしていた冒険者の一人が叫んだ。

			　そいつが空高くに掲げていたのは、人間の身体ほどもある巨大な魔石だった。

			　普通魔石は大きくてもこぶし大なのだが、ドラゴンの魔石は神々しいまでに巨大で美しかった。

			「こいつぁ……カイルにいい土産ができたな」

			「むしろトラブルの元になるんじゃないか？」

			　……レイドック。お前までフラグを立てに来るのかよ。

			　こうして、俺たちのドラゴン退治は見事、成功に終わったのだった。

		

	
		
			　

			凱旋報告は、誤解が生まれるって話

			　

			　傷を癒やした冒険者たちが頑張ってくれたおかげで、巨大なドラゴンの解体はとてもスムーズに進んだ。

			　ドラゴンの素材に捨てる場所はまったくないので、用意しておいた防腐剤を混ぜながら樽詰めしていく。もちろん防腐剤は〝伝説〟品質なので、一般流通している防腐剤に比べると利点が多い。

			　まず、保存した物を食べる場合だが、一般流通している防腐剤だと、大量に摂取すると健康に影響が出ることが多いが、俺の錬金した防腐剤では健康被害が一切出ない。

			　それだけではなく、伝説品質の防腐剤は、錬金するときにも影響が出ないのだ。

			　もっとも、さすがドラゴン。素材も一筋縄ではいかず、必要な部分に限って防腐剤を使っても長持ちしなかったりする。

			　そういう特殊素材は防腐剤で時間稼ぎしつつ、帰ったらすぐに錬金するしかない。素材のグレードが高いので錬金釜が必須なのだ。

			　アンブロシアの花も似たような物だった。

			　こうして俺たちはほくほく顔でゴールデンドーン村へと戻るのであった。

			 

			　もうすぐ村に到着するという距離で、俺たちに気付いた村人たちがにわかに騒ぎ出す。だが、凱旋する俺たちを見て、全員が青ざめていた。

			　なぜだろうと首を捻ったが、よくよく考えてみたら、全員が全員、装備といい、見た目といい、とても勝利者とは見えない姿だったのだ。

			　ミスリルの鎧はドラゴンブレスの熱によって融解し、マントは焦げて千切れ、顔は煤だらけ。

			　武器にしても防具にして無事だったやつは一人もいない。

			　よくもまぁ、死者が一人も出なかったもんだ。さすがに死んだら復活させる手立てがない。

			　特にこの距離では、負け戦にしか見えないかもしれない。

			　どう説明したものかと思案しながら村へと近づいていくと、カイルとリーファンが飛び出してきて、慌ててアルファードが追いかけてくる。

			　マイナはアルファードにおんぶされていた。

			「ク！　クラフト君!?」

			「クラフトさん!!」

			　カイルは走るな。

			　リーファンとカイルが来たことで、村人たちも騒ぎ出す。

			「うわぁ！　戻ってきたぞ！」

			「見ろ、あの姿を……」

			「やっぱりドラゴンに勝てるわけがなかったんだ……」

			「生きて帰れたやつは何人だ……？」

			「棺桶はいくつ必要だ？」

			「ぐうう……俺も一緒に行っていれば！」

			「Ｅ級の冒険者がなんの役に立つんだよ」

			　好き勝手言ってるなあ。

			　そんな中、討伐隊の苦笑に気がつく村人が出てくる。

			「ん？　なんか人数多くね？」

			「あれ？　たしかにみんなぼろぼろだけど……出発時とたいして変わってないような？」

			　頭に疑問符を浮かべる村人の間から、カイルが俺の下へと到着する。

			「クラフトさん！」

			「よう。ただいま」

			「良かった……本当に良かったです……ごほっ！　ごほっ！」

			「アホ。いきなり走るからだ」

			　もうすぐ治してやるから、無理しないでくれ。

			「す、すみません。皆様が戻ってきたと報告を受けたら、いてもたってもいられなくなって……」

			「気持ちはわかるが、無理すんな」

			「無理はどちらですか！　そんなぼろぼろになるまで……」

			「あー。水浴びくらいはするべきだったか」

			　ドラゴンの討伐に成功した俺たちは、その勢いのまま一気に村まで戻ってきたからな。テンション高すぎて、村に到着する直前くらいで、やっと冷静さを取り戻したくらいだ。

			「いえ、そんなことはどうでも良いんです！　無事に……無事に戻ってきてくれたのですから！」

			「ああ。それで報告なんだが……」

			「大丈夫です！　みなまで言わないでください！　戻ってきてくれた！　それだけで充分なのですから」

			「ん？」

			「ドラゴンを相手に生きて帰ってきてくれた……それだけで、それだけで良いんです！　冒険者の皆様方も充分な名誉となるでしょう」

			「うんうん。見た感じだと、あまり人は減ってないみたいだね。撤退の指示が出せるのは凄いことなんだよ！」

			　カイルとリーファンが拳を握って力説している。

			　俺たちの負けを前提に。

			　横にいたレイドックと顔を合わせると、お互い無言で苦笑した。

			　肩をすくめるレイドック。説明は任せたと言わんばかりだ。

			　村人たちに流れる、無事で良かったという空気と、やっぱり負けたのかという空気が混じり合った何とも言えない雰囲気を崩すには、言葉では足りないな。

			「まぁ、これを見ろ」

			　論より証拠。

			　俺は空間収納から、ドラゴンの頭を広場のど真ん中に取り出した。

			　突如村の中央に現れたのは、凶悪なドラゴンの頭だ。

			　カイル邸と変わらぬサイズというだけでも迫力満点だというのに、傷だらけの血だらけ。表情は怨えん嗟さに満ちている。

			　一瞬の沈黙の後、村人たちはごく当たり前の反応を見せた。

			「ぎゃああああああああああ！」

			「うわああああああああ！」

			「ひぃいいいいいいいいいい！」

			　大人はひっくり返って悲鳴を上げる。逃げ出す、絶望に明け暮れる。

			　子供は泣き出す。漏らす。気絶する。

			　ジタローがソラルに抱きついて殴られる。

			　村は一瞬で阿鼻叫喚の地獄絵図となった。

			　うん……ごめん。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一度、家に戻って、軽く水浴びしてからカイル邸へ向かう。

			「クラフト君……」

			「はい……」

			　額を押さえるリーファンの前で、俺は大人しくリビングで正座した。

			　なぜかマイナが俺の膝の上にちょこんと座った。

		

	
		
			[image: p301.jpg]
		

	
		
			　あの……痺れるのが早くなるので……いえ、なんでもないです。

			「あ、首の件はちょっとあれだけど、そこまでしなくていいんだよ。無事に戻ってきてくれて嬉しいんだから！」

			　リーファンが笑顔を見せる。

			　良かった。怒ってるわけじゃなかったのか。

			　立ち上がろうとしたら、マイナが俺をじっと見つめる。

			　……え？　立っちゃダメ？

			　なんとなく成り行きで、そのままの姿勢を崩せなかった。

			　嬉しそうなマイナを見て、一緒に呼ばれたレイドックとペルシアも苦笑するだけだった。

			「気を取り直して、報告をお願いします」

			　マイナの様子を嬉しそうに眺めた後、姿勢をただすカイル。うん。お前が嬉しいならそれでいいんだ。それで……。

			「ああ、まずは大まかな概要だ。見てのとおり、ドラゴン討伐は成功。死者なし。ただし装備品関連は壊滅的損害が出た」

			「死者ゼロ……凄い……あんなドラゴン相手に……」

			　リーファンが窓の外……というかほぼ隣に鎮座している竜の頭に目をやって呻いた。

			　すでに村人が総出で飾り付けを始め、宴会の準備を始めている。

			　今夜は祭りで決定していた。

			「それと、最大の目的であったアンブロシアの花も、相当量確保した。他にもいくつか希少薬草が手に入っている」

			「やはり、最大の目的は……」

			「おっと、目的はドラゴンの排除だったな。薬草はついでだついで」

			「まったくクラフトさんは……」

			　俺は片目を瞑って誤魔化す。

			　アンブロシアの花以外の希少薬草も鑑定済みだ。ドラゴンの素材と組み合わせたら、いろいろ作れるので楽しみだ。

			「続きだ。平野にいるドラゴンだから、すっかり頭から抜けてたんだが、あのトカゲ野郎、結構な量の財宝を隠していてな」

			「え？」

			　ドラゴンが財宝を溜め込むというのは割と有名な話だ。

			　だが、たいていは巣……洞窟などに溜め込むという思い込みから、俺たちはその可能性を完全に見落としていたのだ。

			　そもそもドラゴン退治の事例そのものが少なすぎて、可能性がすっぽ抜けていたのだ。ドラゴンの素材だけで充分に財産だからな。

			「さっき、軽く冒険者ギルド長と話してきたんだが、案の定、所有権を主張してる」

			「だよねぇ」

			　リーファンが目を細めた。冒険者ギルドががめついわけではない。危険を冒して手に入れた物は、ほとんどの場合冒険者の取り分というのが基本だからだ。

			　ただ、今回は、討伐報酬があらかじめ払われている上に、成功報酬としてドラゴンの肉、皮、鱗が割り当てられている。これだけでも相当な額になるのだ。さすがに冒険者ギルドの主張をまんま飲むわけにはいかないだろう。

			「そうですね……錬金の素材に使える物以外をお渡しするのではどうでしょう？」

			　カイルが思案して零す。

			「使おうと思えば、金銀銅も使えるぞ？」

			「それはさすがに屁理屈になるかと。貴金属はお渡ししてしまいましょう」

			「そうだな……魔法の武具もいくつかあったがそれはどうする？」

			　無謀にもドラゴンに挑んだ英雄の遺産か、ドラゴンがどこからか咥えてきたのかはわからないが、かなり良い武具もお宝に混じっていた。

			「宝石やお金以外で、何かめぼしい物はありましたか？」

			「貴重な鉱石がいくつか。後は購入可能な魔法の品だな。魔力ランプとか」

			　ドラゴンに「お前使わないだろう！」と突っ込みたくなるような品々のオンパレードだった。伝承どおりドラゴンは価値のある財宝を集めるのが好きだったらしい。

			「鉱石は私たちがいただき、魔法の品、貴金属、武具全般をギルドにお渡ししましょう。これで交渉可能でしょうか？」

			「大丈夫だと思うよ」

			　リーファンが頷く。

			　落としどころとしては、むしろ向こうに譲歩してるくらいだろう。

			「決まりだな。交渉はリーファンに任せる。戦闘詳細はレイドック、頼む」

			「わかった」

			　ドラゴン戦の詳細を、レイドックが語り、顔を赤くしたり青くしたりするカイル。

			　マイナは楽しそうに足を揺らしていた。

			　あの、それ、とても痺れます……。

			　すべての報告を終え、ようやくマイナが膝から降りてくれたことで、正座から解放されたのだが、一〇分以上その場を動けずに、マイナのツンツン攻撃を受けていたことを、ここに記しておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村の中央広場に鎮座した恐ろしげなドラゴンの首が、村人総出で見事に飾り付けられていた。

			　大量の篝かがり火びで、暗闇に明るく浮かび上がったドラゴンの首は、どこか寂しげにも見える。

			　俺たちが話し合いを終え、広場に出ると、「やったね！　ドラゴン倒したよ祝賀会」はすでに始まっていた。

			　誰だこんなネーミングしたやつ！

			　とりあえずあとでジタローを問い詰める決意をする。

			　カイルが住人や冒険者たちによって、中央広場のお立ち台に案内されると、広場がわっと沸いた。カイルは騒ぎが収まるまで笑顔で待ち、静かになったところで語り出した。

			「今回、皆様のおかげで、辺境に巣くっていた大きな脅威を取り除くことができました」

			　それまでの騒ぎが嘘のように、静かにジッと住人たちはカイルの言葉を待つ。

			「今まで人類の生存圏を広げようと、何度も開拓村をおこしては失敗してきました」

			　お立ち台の背後で聞いているリーファンは笑っているとも泣いているとも判別のつかない表情をしていた。

			「ですが！　今回のドラゴン討伐によって、私たち人類の生存圏は大きく広がりました！」

			　広場に並ぶ全員の表情がより明るくなる。

			「この偉業を成し遂げた開拓民！　冒険者！　商人たち！　ゴールデンドーン村に住むすべての人間にお礼申し上げます！」

			　カイルはそこで手にしていたカップを高く掲げた。

			「それでは！　ドラゴン討伐の成功を祝って！　乾杯！」

			「「「「乾杯！！！！」」」」

			　すでに勝手に始まっていた会場で、カイルが改めて音頭を取ると、村中が揺れるほどの唱和が起きた。

			　乾杯の熱気冷めやらぬなか、俺たちもお立ち台の裏から表に出ていく。

			　俺やリーファン、レイドックがみんなの前に姿を現すと、会場中から喝采が起きた。

			「やーっと主役が来たよ！」

			「レイドックさん！　クラフトさん！　こっちこっち！」

			「おいこら抜け駆けすんな！　お二人こちらにどうぞ！　酒も肉もありますよ！」

			　一緒にドラゴン討伐した冒険者たちがこぞって席を勧めてくる。

			「えー！　レイドックさーん！　こっち来てくださいよぉ！　そんなむさ苦しい所に行っても楽しくないですよぉ！」

			「きゃー！　クラフトさーん！　こっちこっち！　私と一緒に飲みましょう！」

			　いつの間にやら村に増えた若い女性たちが集まっているテーブルからも声が掛かる。有望な冒険者や商人狙いと行ったところだろう。

			　一見軽いが、故郷を飛び出すのはどれだけの決意が必要だったか。

			「あー、俺は仲間と飲むよ」

			「えー！　レイドックさんのいけずぅ！」

			「じゃあ、クラフトさん来てよぉ！」

			「はは……俺はあっちで飲むよ」

			「「「えー!?」」」

			　しなを作って誘ってくる女性をかわして、適当におっさんたちが集まっている席に着く。

			　割と好みの娘もいたが、こんな所で手を出したら、問答無用でくっつけられそうだ。

			　さすがにまだ結婚とか考えてない。

			「おう！　クラフトさん！　これこれ！」

			「ん？　これは？」

			「ドラゴンステーキだよ！」

			「え？　なんで？」

			　今回の祭りに、ドラゴンの素材など提供していない。もちろん飾っている首から切り出すのも厳禁だ。

			「なんか冒険者ギルドが、宴会用に少し出してくれたとかなんとか」

			「それなら良いんだが……えらい気前がいいな」

			　冒険者ギルドは見た目より維持に金の掛かる組織だ。儲けられるときにはがっつり儲けると思っていたのだが。

			「なんでも、魔法なんかで傷んだ周辺の肉を渡されたらしいですよ。村人総出で食える部分を切り分けていったんだよ」

			「ああ、なるほど」

			　ちゃっかりしてやがる。

			　痛んだ肉は処理に手間の掛かる部分だから、いっそ村への好感度稼ぎに使ったか。

			　ま、それでも高級品には違いないから、大盤振る舞いなのは間違いない。

			　せっかくだから相伴にあずかる。

			　てっきり筋張っているかと思いきや、噛みしめると口の中にじゅわりと肉汁が広がる。その味は複雑にして清廉。にもかかわらずコクがあるという、尋常ではない美味さだった。今まで食したどんな飯よりも美味い。

			「これは美味いな！」

			「でしょう!?　こんな美味い肉、初めて食べましたよ！」

			「てっきり大味かと思ったが、細部まで甘い脂と柔らかい赤身がほどよく入り交じって、肉汁が溢れ出る！　なんだこれ、美味いなんてもんじゃないな」

			「おい！　お前ら！　ちゃんと冒険者の皆さんに食べてもらえよ!?」

			「おっおう！　ほらほら！　そっちの兄ちゃんも食べな！」

			「ありがとな！」

			　ドラゴン肉をがっついていた村人がもう少し冷静な村人に注意され、慌てて近くの冒険者に肉を持っていく。

			　酒がカイルから提供されているらしく、屋敷の倉庫から次々と酒樽が運び出されていた。

			　さすがにドラゴン肉だけでは足りないのだろう、倉庫からは干し肉や塩漬け魚、熟成途中のイノシシ肉なども運び出され、どんどんと焼かれていた。

			　食欲旺盛な冒険者が一〇〇人以上いるのだ、肉も魚も見る見るうちに減っていく。見ていて気持ちが良いくらいだ。

			　今回のドラゴンの素材を売れば、村には大金が手に入るのだ、このくらい問題ないだろう。

			　それがわかっている村人たちは一様に笑顔だった。

			「ってわけでよ、クラフトさんがこう、呪文をぐわっとっつーわけでさぁ！」

			「全然わかんねーよ！　飲みすぎだ、ジタロー！」

			　いつの間にかジタローとペルシアも席に巻き込まれていた。酒を飲みながら自慢話をまき散らすジタローとは対照的に、ペルシアはひたすらにドラゴンステーキを口に運んでいた。

			「焼いただけなのに、どこまでも溢れる肉汁。魔物の肉だというのに野性味をまったく感じさせず繊細。細かく入った脂が溶けて、どこまでも肉の甘みを感じられる。だがしつこさは一切なくただただ味覚を満たしていくこの感覚は……」

			　なんかペルシアが饒じよう舌ぜつだ。

			「わはははは！」

			「ペルシアさんも飲んでくだせぇ！」

			　ジタローが彼女に酒の入ったカップを押しつける。

			「充分いただいている！　そっ！　そんなには飲めん！　それよりもう少し肉を！」

			　どう見ても酒より肉のペルシアだったが、ジタローは気がつかないようで無理矢理酒を押しつけていた。

			「今回の立役者だったんですから遠慮しないでくだせえ！」

			「いや！　そういうわけでは……！」

			　そこにさらに別の村人が酒を持って集まってくる。

			「おーい！　ペルシアさんがおかわりだぞー！」

			「あああああ……」

			　カップから溢れ出る酒に困り果てるペルシア。村のやつら悪のりしすぎだろう。ペルシアも律儀に付き合ってどうする。

			　ま、いっか。

			　無理矢理飲まされた酒で、謎の踊りを披露しはじめたペルシアを置いて、俺はその場を去った。巻き込まれたらたまらんしな。そのまま適当に歩き回りながら、冒険者たちに挨拶していく。

			　どこでも酒や肉を薦められるが、適当にかわして進む。全部を相手してたら胃が一〇〇個あっても足りない。

			「よう、英雄」

			「ん？　なんだよ、そりゃお前のことだろう？」

			　いつの間にかレイドックたちが集まる一角へやってきていたらしい。

			「何言ってんだ。今回、この偉業を成せたのは、一から十までクラフトのおかげだぞ？」

			「俺は自分がやれることを手伝っただけさ」

			「自覚があるのかないのか……お前、このために装備の充実や冒険者を集めてたろ」

			「……まぁな」

			「お前の慎重な計画があってこそなんだよ」

			「こいつに感謝だな」

			　俺は黄金に輝く、黄昏の錬金術師の紋章を掲げた。

			「それが勝利に大きく貢献したのはわかってる。だがな」

			「なんだ？」

			「お前、それがなくても、なんとかしたんじゃないのか？」

			「なに？」

			「やり方は思いつかないが……そうだな、もっと大量の冒険者を集めるとかよ」

			　レイドックに指摘されて考える。

			　たしかに、カイルのためならそういう行動を取った可能性は否定できない。

			「だからよ。やっぱりお前が今回の立役者なんだよ。お前がいなけりゃ始まらん」

			「お前たちがいてこそだ」

			「それは否定しない」

			　レイドックがニヤリと酒を掲げたので、俺もカップを打ち付ける。

			「あー、なんかむさい男が二人で笑ってる〜」

			　割って入ってきたのはレンジャーのソラルだ。

			「酔ってるのか？　ソラル？」

			「そりゃ酔いますよー。悪酔いよー！」

			「ま、ほどほどにな」

			　遠くで、カイルが村人に捕まって、崇められていた。

			　さすがに未成年に酒を勧める馬鹿はいないようだが、悪のりという意味では変わらない。

			　カイルと一瞬目が合った時、たぶん俺には笑みが浮いていたと思う。

			　俺はレイドックのパーティーからも離れ、人気のないところに座り込む。

			　少し風が涼しい。酔い覚ましにはちょうど良かった。

			「休憩？」

			　見上げると、ツインテールが揺れていた。

			「ああ、さすがに飲みすぎた」

			　横にちょこんとリーファンも座る。樽のような大ジョッキを手にしていた。さすが土小人ノームの血が入っているだけある。

			　しばらくそのまま、無言の刻がすぎる。

			「ねえ、クラフト君」

			「なんだ？」

			「ドラゴンが退治されたことで、村が襲われる可能性は減ったかな？」

			　夜風が揺れる。

			「……ああ。大きく減ったと思うぞ」

			「そっか」

			　視界の先に、篝火が燃えていた。

			　火の粉が夜空を焦がし、星空も嫉妬しているようだった。

			　こつんと、リーファンの頭が俺の腕にもたれ掛かってきた。

			「パパ……ママ……」

			　リーファンは吐息のように呟いた。

			　彼女は今、何を思っているんだろう？

			　過去の開拓村か、未来の俺たちか。

			　ただ……。

			　うん。そうか。

			　誰かの役に立てたのか。

			　俺はそっと紋章を撫でた。

		

	
		
			　

			おまけ

			　

			　宴もたけなわ。

			　中央広場の隅に、妙に着飾ったソラルが一人で立っていた。

			　先ほどとは違う服装で、慌てて着替えてきたことがうかがえる。

			　ソラルは妙にそわそわしていた。

			　これはと思い、俺は離れたところから様子を見ることにした。

			　と少し観察していたら、案の定、身ぎれいにしたジタローが花束を抱えてソラルに向かって歩いているのを発見した。

			　おお、やるのか、ジタロー。

			　緊張した面持ちで、ゆっくりとソラルに近づいていくジタロー。

			　そろそろソラルが気付く距離という所で、それは起こった。

			「よう。待たせたか？」

			「う、ううん？　今来たところ」

			　ん？

			「その、用事っていうのは……」

			「う、うん」

			　んんんん？

			「あー、その、なんだ」

			「う、うん！」

			　ソラルと男の間に緊張が走る。

			「ええい！　クソ！　男は度胸！　ソラル！　俺はお前に惚れてる！　付き合ってくれ！」

			　すげぇ！

			　なんて男らしい告白だ！

			　予想外の展開ではあったが、すべてを忘れて見入ってしまう。

			「あ……えっと……」

			　ソラルが顔を真っ赤にして言葉を詰まらせた。

			「俺は本気だ！　こ……答えは……その、後日でいい！」

			　ちょっと待て！　さっきまでの勢いはどうした！

			　いきなり弱気になって答えを後回しにする。男は度胸じゃなかったんかい！

			　いろいろとツッコミが追いつかない。

			「……馬鹿。い、今答えるわよ」

			「お、おう」

			　やべぇ、ソラルの方が男らしいじゃねーか！

			　俺は息を飲んで続きを待つ。

			「うん……その、よろしくお願い……します」

			「うおおおおおおおおおおおおおおお！！！！」

			　男が歓喜に叫びを上げる。

			　うおおおおおおおおおお！！！

			　俺も思わずガッツポーズを取ってしまった。

			　同時に飛び出して来たのは、ベップにバーダックにモーダだ。

			「おめでとう！　リーダー！」

			「んっ！」

			「ふん。ようやくか。今までもどかしいにも程があったぞ」

			「いや、それは」

			「え!?　みんな知ってたの!?」

			「まぁまぁ。細かいことはいいではないですか！　今日はお祝いですよ！」

			　ソラルたちの騒ぎに気付いた村人たちも集まってくる。

			「おー！　兄ちゃんめでたいな！」

			「ドラゴン退治の立役者だって？　飲め飲め！」

			「よーし！　ドラゴンステーキお代わりだ！」

			「「「わははははははは！！！」」」

			　こうして、ソラルと待ち合わせをしていたレイドックは無事告白を成功させた。

			　祭りはさらに燃料を投下され、熱く燃えていく。

			　追加されたレイドックという肴を燃料に。

			　物陰からそれを見ていた人物がいた。

			　ジタローという男である。

			　やつは見事に燃えカスとなっていた。

			　なむ。

		

	
		
			　

			目標が達成されると、満足できるって話

			　

			「よし、準備完了だ」

			　その日、俺とリーファンはエリクサーの作成に入った。

			　数日かけてすべての準備を終えた俺たちは、錬金部屋に並べられた材料を見て頷いた。

			　リーファンが感嘆の息を漏らす。

			「材料だけでも凄いよね」

			「ああ。ドラゴンハートの秘薬、ドラゴンレバーの秘薬、ドラゴンブラッド錬金薬、そしてアンブロシア錬金薬」

			　他にも希少薬草を乾燥させた物や、高品質の魔石などが並んでいる。

			「錬金薬ってなに？」

			　あれ？　説明してなかったか？　そうか。素材として使用しているのは見ていても、それが錬金薬とは知らなかったのか。

			「それ自体に効果はないが、素材として使用する中間薬だな」

			「なるほど」

			「さて、じゃあやりますか。準備は？」

			「見てのとおりだよ」

			　リーファンに頼んでおいたのは、特製のポーション瓶やら、小瓶やら、ツボやらだ。

			　どれも、ドラゴンの内臓や血を混ぜた、リーファン渾身の品々だ。

			　今から作る薬のランクを考えると、このレベルの入れ物が必要だろうと念のため用意してもらったのだ。

			「それはわかるが……作りすぎだろ」

			「だって、ドラゴンの内臓とか、とてもじゃないけど使い切れないよ」

			「まぁな……」

			　伝説級の防腐剤をもってしても、腐るのを止められない素材がいくつか存在したのだ。もったいないからなんとかすべてを使い切る。

			「今後も必要になるだろうと思って、作れるだけ作っちゃった」

			「それにしてもまぁ……」

			　俺の錬金部屋を埋め尽くすほど、大量の容器を作ることもないだろうに。

			「これだけ品質が良ければ、このままでも販売できるからね」

			「それもそうだな」

			　高品質の瓶というのは、それだけで価値がある。

			　しかもリーファンが作った瓶だけあって、装飾も見事な物だ。

			「さて、気を取り直して作るぞ！」

			「うん！」

			　俺は錬金釜に、ミスリルのかき混ぜ棒を突っ込んで、必要な素材を突っ込んでいく。

			　いくつか気になっていることはあるのだが、問題はないだろうと、作業を進める。

			　魔術式を構築し、錬金釜に魔力を注いでいった。

			「よし！　〝錬金術：エリクサー〟！！！」

			　魔法陣が発現し、貴重なドラゴン素材や、薬草が混ぜられた液体が、魔法によって変質していく。

			　錬金釜から、ぼふんと乳白色の煙が浮かぶ。

			　釜の中には、煙と同じ乳白色のクリームができ上がっていた。

			「あれ？　エリクサーって、飲み薬じゃないの？」

			「いや、実は塗り薬なんだ。患部に塗り込む」

			「病気の場合は？」

			「食べる」

			「……」

			　いや！　そんな目で見られても！　そういう薬なんだからしょうがないだろ!?

			「とりあえず、詰めようか」

			「ああ。いや、違う、それじゃない」

			「え？」

			　リーファンが手にした容器は、ジョッキほどのツボだ。

			「これで充分なんだ」

			　俺が取ったのは、スプーンに山盛り程度で一杯になる、とても小さな瓶だった。

			「え？」

			　固まったリーファンをよそに、せっせと瓶詰めしていく俺。

			　最初の予定では、二つも完成すれば充分だと思っていたのだが、錬金釜でアンブロシア錬金薬を作ったら、想定より大量にできちゃったんだよな……。

			　作成途中で、紋章の囁きからそうなるとは思ってたのだが、案の定だ。

			　最終的に並べられたのは、四七個の万能霊薬エリクサーだった。

			　絶句するリーファンを置き去りに、さらに別の薬を錬金していく。

			　アンブロシア錬金薬の寿命が短いため、取り置きしておくことができないからだ。

			　ちなみに、竜の血から作ったドラゴンブラッド錬金薬には、消費期限はない。

			　取りあえず、手持ちの材料で作れる、神話級の薬を量産していく。

			　完成したのは万能霊薬エリクサーの他に二種類。

			　一つが、伝説の能力向上薬であるスラー酒。

			　一つが、若返りで有名なアムリタだ。

			　スラー酒はドラゴン戦で使った瞬間増強薬ブーストポーシヨンの最上位薬だと思ってもらえば良い。

			　三つの薬をアホほどの数を机に並べる。

			　結局リーファン特製の容器はほとんど使い切ることになってしまった。

			　俺はリーファンに顔を向ける。

			「作りすぎちゃった。てへ」

			「やりすぎよぉぉぉおおおおおおおお!!」

			　どうしてまとめて作製するしかなかったのか、アンブロシア錬金薬の特性と一緒に説明したが、リーファンからは「こいつわかってない」という視線をいただくことになるのだった。

			　解せぬ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺の説明に、ゴールデンドーン開拓村の総責任者であるカイルは絶句して固まっていた。

			　彼の後ろに控えるペルシアとアルファードも似たようなものだった。

			　マイナだけが俺の膝の上で、卓上のそれを突つついていた。

			　最近、俺の膝がマイナの定位置になっている気がする。

			「えー、もう一度言うぞ。完成したのは、万能霊薬のエリクサーが四七個。全能力を一時的に大幅に引き上げるスラー酒が一二九個。一瓶で約一年若返るアムリタが七三個だ」

			「「「……」」」

			　リーファンが横で思いっきり頭を抱えてしゃがみ込んでいた。

			　うん。まぁ。な？

			「あ、あの、クラフトさん？　世界に喧嘩を売る予定なんですか？」

			　カイルの表情が引き攣っていた。

			「ま、これを世間に流したらそうなるだろうな」

			「クラフト……」

			　ペルシアから向けられる表情は、すべての感情をすっ飛ばし、すでに哀れみの域に達していた。

			　アルファードが疲れたように言葉を漏らす。

			「こんな物が市場に流れたら、他国の侵略を促しかねないぞ？」

			「クラフト君。そろそろ自分のやったことが理解できた？」

			「だから！　貴重なアンブロシア錬金薬を使い切るために仕方なかったんだよ！」

			「それはわかるんだけどね？」

			「ま、まぁ。すでに完成してしまった物はしょうがありません。これからのことを考えましょう」

			　カイルが擁護に入って、全員が落ち着く。

			「大丈夫だ！　ちゃんと考えはある！　これは全部ベイルロード辺境伯閣下へ献上するんだよ！」

			「それしかないよねぇ」

			「それ自体は大歓迎なんだが……」

			　アルファードが額を押さえる。

			「と、とりあえず、エリクサーを一つだけ、カイルに使わせてもらうぞ！」

			「これだけあれば、まったく問題はないと思うが……」

			「一つしかできなかった可能性を考えたら、よっぽどマシだろ!?」

			「これはこれで問題よ……」

			　自覚はあるが、しょうがないだろ！

			　アンブロシア錬金薬の消費期限に合わせて、作れる物を作っただけだよ！

			「アムリタは、ごく稀にダンジョンで見つかることもあるけど、冒険者が見つけたら、売ってそのまま引退するレベルよ」

			「貴族が大金積むからな」

			　冒険者の成功譚でもっとも現実味が高いのがアムリタかもしれない。

			「まあいい、クラフト。それでこのエリクサーという薬で、カイル様は治るのだな？」

			「ああ。鑑定もしたが、中度の呪いを含めたすべての病気が治る」

			「呪いまでもか」

			「さすがにそっちは限度があるようだがな。それで、さすがに物が物なんで、試してはいないんだが……」

			「いえ、それは問題ありません」

			　アルファードとペルシアが一瞬視線を合わせたが、決意したように頷いた。

			　さすがにここに至って、カイルが使うことを止めるつもりはないらしい。

			　小瓶を手に取ったカイルが首をかしげる。

			「それで、塗り薬……ですか？」

			　カイルが瓶の中身を見て、不思議そうな顔をする。

			「ああ。だが、カイルは病気だからな。食べてくれ」

			「「「……」」」

			　沈黙が痛い。

			　しょうがないだろ！　そういう薬なんだから！

			「い、いえ。大丈夫です。いただきます」

			「塗り薬を……食べる」

			「深く考えないことにしましょう」

			　アルファードが額を押さえ、ペルシアがすべてを諦めたようにメイドを呼んだ。

			　待機していたメイドがどこからかスプーンを取り出し、小瓶の中のクリームを残らずすくい上げた。

			　ちょうどスプーン山盛りの分量だ。

			　一見すると、甘いクリームにも見えるが、薬である。

			「……う」

			　金のスプーンを受け取ったカイルが、くぐもったうめき声を漏らす。

			　気持ちはわかる。

			　しばし、クリームとにらめっこしていたカイルが、意を決してスプーンをパクリとくわえた。

			「うう……むぐ！」

			　全員の視線がカイルに集まる。

			「……」

			「カイル様？」

			「！」

			　カイルが目をカッと見開いた。

			「ど、どうしました!?」

			「甘くて美味しい……」

			「「「……」」」

			　そ、そうか。

			　エリクサーは美味しいのか。

			　なんというか、いろいろ常識がおかしくなっていくな。

			　全員が安堵のため息を吐く。

			　カイルはちょっとはしたなく、名残惜しそうにスプーンを舐め取った。

			　そんなに美味かったのか。

			　テストと称して食べてみたら良かったな。

			「あ……ああ……ああ！」

			「どうしました!?」

			　今度こそ、ペルシアが慌てた。

			　唐突に、カイルの瞳から涙が溢れ出たからだ。さすがにこれは俺たちも身体を硬直させる。

		

	
		
			[image: p327.jpg]
		

	
		
			「効かなかったのですか!?　逆に体調が悪くっ!?」

			「ちっ、違うんです」

			　慌てふためくペルシアに、涙を滂ぼう沱だと流しながらカイルが答えた。

			「か、身体の……芯に残っていた、疲労や痛みが……まるで水で流される砂のように……綺麗に……すべてが消え失せて……」

			　その後は言葉にならなかった。

			　目を真っ赤にして泣き腫らすカイル。ペルシアがそっと頭を抱えると、カイルは外聞もなくペルシアに抱きついて泣き続けた。

			　俺たちはそっと、部屋を出る。

			　良かったな。カイル。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クラフトさん」

			　客室でリーファンとマイナと一緒にお茶を飲んでいたら、カイルが入ってきた。

			「よう。落ち着いたか？」

			「はい。先ほどはお見苦しい姿をお見せしました」

			　何一つ、見苦しいことなどない。いったいどれだけの苦痛を我慢してきたというのだ。

			「長い間よく頑張ったな」

			「はい」

			「それで話の続きか？」

			「いえ、その前に一つお願いがあるのです」

			「なんだ？　俺にできることなら協力するぞ？」

			　有力貴族であるベイルロード辺境伯の三男に生まれるも、その虚弱体質のせいか、兄に疎まれて育ったカイルだ。できることがあるのなら叶えてやりたい。

			「その……ちょっと言いにくいのですが……」

			「なんだよ。今さら遠慮するような仲じゃないだろ？」

			　貴族相手にこの態度だ。

			　何を今さらというものだ。

			「では……その。クラフトさん！　僕の兄になってください！」

			「………………は？」

			　意味不明なんだが!?

			「あ、いえ、本当の兄になってくれというわけではなく、その……僕はクラフトさんを兄のように慕っています！　ですから！　その！　兄と呼ばせてもらえませんか!?」

			「お、落ち着け、カイル！」

			「僕はもう健康体です！　ですからこれから迷惑をお掛けすることもありません！　ですから……！」

			「待て待て待て！　たしかにカイルのことは弟のように思ってはいるが……」

			「では！」

			「いや、さすがにそれは……」

			　どうなんだろう？

			「個人的には本当に兄様になってもらったら良いと思いますが……」

			　カイルが俺の膝に座っている双子の妹マイナに目をやる。

			　釣られて俺もマイナに視線を移すと、ぷいと横を向かれた。

			　うん。そりゃそうだろう。

			「えっと、その。今すぐそういう話というわけではなく、とにかく僕が兄様を兄様と呼びたいだけであって……」

			「だから落ち着けカイル」

			「あ、はい」

			「なんというか、慕ってくれるのは嬉しいんだが……」

			「はい！」

			「う……」

			　キラキラとした瞳で俺を見上げるカイル。

			　そこに一点の曇りもない。

			　どうするんだよこれ。

			　俺は腕を組んで延々と思案する。

			　カイルはすぐに返事をもらえず、表情を硬くしていた。

			「……僕は、生まれたときからずっと身体が弱かったそうです」

			　ぽつりと、カイルが語り出した。

			「父は手を尽くして治療を試みてくれましたが、どれも効果がなかったそうです」

			　俺は無言で続きを促した。

			「僕はあまり長生きできないと思い、せめて家族の役に立とうと、必死で勉強して、いくつかの政策を手伝うことになりました。そしてそれは上手く行ったそうです」

			　その割りには、浮かない表情だな？

			「父は……それを僕の成果として発表してくれました。特に貧しい領民に喜ばれたそうです」

			　それはつまり、大半の領民ってことだろ？

			「ですが、それは兄の……特にザイード兄様にとって気に入らないことだったようです」

			「……」

			　俺は無言で腕を組む。

			「僕は、成果を出したということで、体調が良くなったのなら、もっと成果を出すべきだというザイード兄様の強い進言により、開拓の責任者となりました」

			　あのふざけた兄貴だな。とても肉親とは思えない。思い出しただけではらわたが煮える。

			「本当は、僕はこの地で死ぬつもりだったのです。ですが……」

			　カイルがいつの間にか眠っていたマイナの頭を撫でる。

			「ちょうどいいとばかりに双子のマイナまで一緒に来ることになってしまいました。正直細かい理由はわかりません。いつの間にか決まっていました」

			　マイナがすやすやと吐息を奏でていた。

			「それで簡単には死ねなくなっていました。ザイード兄様に反抗したかった。でも、それは叶いません」

			　貴族の三男だ。簡単なことではないのだろう。特にカイルの性格では。

			「でも！　そんな時クラフトさんに出会ったんです！　ザイード兄様に一歩も引かず！　僕を助けてくれたクラフトさんに！」

			　マイナが身じろぎしたのを見て、カイルが慌てて声を落とす。

			「その時、僕は救われました。初めて、僕のことを見てくれる人がいてくれたと」

			　ザイードのことがむかついただけだ、とは言えなかった。

			　実際、カイルにどこか俺と同じ物を感じていたのだから。

			　それに、アルファードもペルシアも、ずっとカイルを見ていたはずだぞ。

			　……いや、二人は開拓が始まってからの護衛か？

			　その割りにペルシアはカイルのことを知っていたようにも思えるが、今聞くことではないな。

			「それ以来、僕の心はずっと楽になりました。こんなに頼れる人はいません。それはスタミナポーションという形でも現れたのですから」

			　あれは、別にお前のために作ったわけじゃなかったんだけどな。

			「そして……クラフトさんは僕の病気を治すためにドラゴンに……凶悪な竜に立ち向かってくれました。僕がどれほど心配して……嬉しかったか」

			　そうだな。

			　あれは、お前のためだった。

			「クラフトさん……僕の感謝と尊敬を、せめて兄として受け取ってください！」

			　頭を大きく下げるカイル。

			　貴族のする態度じゃない。

			　俺は盛大にため息を吐くしかなかった。

			「……ちゃんと自制できるんだろうな？」

			「それでは！」

			「ストップだ！　間違っても他の貴族の前では使うなよ！　面倒なことになるからな！」

			「もちろんです！　クラフト兄様!!」

			　カイルの、とびっきりの笑顔に、俺は何も言えなくなった。

			　その笑顔に、困るよりも嬉しさの方が勝ってしまったから。

			　その後、みんなと話し合いの続きをすることになり、廊下に出ると、アルファードとペルシアが頭を抱えてしゃがみ込んでいた。

			　うん。

			　なんかすまん。

			　こうして俺は、カイルの兄になったのだ。

			　なってないけどな！

		

	
		
			　

			終わりよければ、すべて良し！　って話

			　

			　その日、ゴールデンドーン村の広場に、住民が全員集まっていた。

			　すでにドラゴンの頭は空間収納に納められ、いつもの村へと戻っていた。

			　では、どうしてこんなに人が集まっているかと言えば、カイルが報告のためベイルロード辺境伯の下を訪れるからだ。

			　見送りのために、村人が集まり、馬車を囲んで万歳三唱している。

			　そんな中、カイルがレイドックに声を掛ける。

			「レイドックさん。僕たちが留守の間、村を頼みますね」

			「ええ、任せてください」

			「お前がいてくれて助かったぜ」

			「充分な報酬もいただいてるからな」

			　レイドックは片目をつむって、腰の剣を叩く。

			　それは、村の護衛代として、リーファンがドラゴンの爪を砕いた粉と硬ミスリルを使って作り上げた特製の剣だ。

			　通常の硬ミスリル剣より、さらに強力な武器となっていた。

			　普通に考えて、国宝級の武器だ。

			　ちなみに意匠は違うが、同じ材質の武器をアルファードとペルシアも受領している。

			　馬車が用意され、カイルとマイナ。それに護衛の二人が馬に乗って横に立つ。

			　荷物はすべて空間収納に納められているので、他のメンバーは歩きだ。

			　メンバーは俺、リーファン、カイル、マイナ、アルファード、ペルシア。それとなぜかジタローだ。

			「ううう……しばらく村にいたくないんでさぁ」

			「あー、わかったわかった」

			　ソラルに告白すらできなかったジタローが強く同行を希望して来たので、苦笑まじりに一緒に行くことにしたのだ。

			　それと護衛の冒険者パーティーがいる。

			　彼らはドラゴン討伐で活躍したパーティーの一つで、実力は保証済みだ。

			　レイドックのパーティーには村の護衛を依頼してあるので、それに次ぐ実力派を選んである。

			「シールラさん、しばらく大変だけど頑張ってね」

			「は、はい！　努力します！」

			　雑貨屋の店長である、未亡人のシールラが不安ながらも力強く返答した。

			　現在、ポーション類を扱う唯一の店舗なので、大忙しなのだ。

			　ありったけの在庫を渡しておいたので、帰ってくるまでは大丈夫だろう。たぶん。

			　そこに商人のアキンドーが割り込んでくる。

			「カイル様。ぜひ、ミスリルの販売許可を！」

			「その辺りも父と話し合ってきますので、少しお待ちくださいね」

			「その時はこのアキンドーを頼っていただけたら、損はさせませんから」

			「おいこら！　抜け駆けすんな！」

			「カイル様！　うちならもっと……」

			「お前たちの気持ちはわかったが、カイル様は忙しい！　陳情は文章で頼む！」

			　カイルの前に滑り込んだペルシアが、商人たちを一喝する。

			「あ、ペルシアさん……」

			「わ、わかってますって。ただ、つい……」

			「はあ。商売熱心なのは認めるがな。今までこういう手合いと話したことがなかったから、どう対処したものか」

			「それで良いと思うぞ」

			「そうか？」

			　ペルシアが鋭い視線を向ければ、商人たちは距離を置くのだから、充分だろう。

			「クラフトさん！」

			「ん？」

			「あんたのおかげで俺たちはやってこれた！　頼むから辺境伯の所に残ったりしないでくれよ!?」

			「はは。そのつもりはないよ」

			　俺は、カイルを助けてやりたい。

			　理不尽に健気に耐えていたあの少年の力になってやりたいのだ。

			　それでも不安そうな表情の村人たち。それほど俺は受け入れられたという証拠だろう。胸が熱くなる。

			「でも……」

			「大丈夫だ。ギルドとの契約もあるからな」

			「そっ！　そうか！　カイル様をよろしく頼むぞ！」

			「任せろ」

			　俺は自信を持って答えた。

			　言われるまでもない。

			　可愛い弟だからな。助けてやるさ。

			　むしろいじめるやつがいたら、ぼっこぼこにしてやんよ！

			「皆さん、そろそろ良いですか？」

			「ああ」

			「それでは……行ってきます！」

			「「「うおおお！　カイル様万歳！　クラフトさん万歳！　カイル様ばんざーい!!」」」

			　村人が万歳三唱で送り出してくれるのはいいのだが、俺の名前はいらんだろ。

			　こうして、俺たちはベイルロード辺境伯の元へと旅立ったのだ。

		

	
		
			　

			書き下ろし番外編　リーファンの輝く日

			　

			　その日は突然訪れた。

			　長屋形式だけど、暮らすには充分な住宅が揃い、ようやくほんの少しだけ時間的余裕ができた頃の話だ。

			　カイル様を中心とした村の中心人物が集まっての定例会議。今日は村の様子も確認したいと、特別にジタローさんも呼ばれていた。村の雰囲気などを説明してもらったあとは、業務連絡が続く。

			「――以上で生産ギルドからの連絡事項は終わりです」

			　木板に建築、生産、錬金の品目。それぞれの経費を記入した物をカイル様に内容を読み上げながら渡した。

			　そのリストに記載されている建築物の数は、とても少人数の村で作っているとは思えないものだった。クラフト君のスタミナポーション恐るべし。

			「それでは、本日の本題に入ります。皆様へは通達済みですが、あと一〇日前後で新たな移住希望者が大勢この村にやってきます。そこで、移住者のキャラバンが到着した次の日に、この村の慰労もかねたお祭りを開催しようと思っています」

			「良いんじゃないか？　この村の連中も働きづめだったしな」

			　クラフト君、それはスタミナポーションのおかげで疲れないからだよ。

			　それでもお祭りは良いと思う。きっとみんなの活力になるから。

			「私も賛成です、カイル様」

			「お祭りっすか!?　いいっすね！　俺っちも手伝いやすぜ！」

			「ふふ、気合い充分ですね。それでは三人にはお祭りの準備をお任せします。ぜひ盛り上げてくださいね」

			「わかった。任せとけ」

			「頑張るっすよ！　あ、酒は出るっすよね？」

			「ジタローさん、そういうのを決めるのも私たちの仕事だからね？」

			「そうっすか！　やっぱ樽っすよね！　樽！」

			「それはあとで三人で決めましょうねー」

			「頼もしいですね。それではお祭りは三人に一任しますので、よろしくお願いします」

			「おう」

			　こうして、私たちは開拓村初のお祭りということで張り切ったんだけど……。

			　うん、お祭りのテンションって怖いよね！

			　今思い出しても、顔から炎が吹き出そうだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「んー、篝火が三〇に薪が三〇〇束。酒と料理はどうなってる？」

			　クラフト君が木板片手に必要品目を上げていく。

			「酒場のデザイルさんにお願いしたから、予算だけ渡せば大丈夫だよ」

			「了解だ。……準備するもんはこんなもんかな」

			「うん。これで大丈夫だと思うよ」

			　この村の自給率はとても高いので、余裕を持って準備できただろう。

			「いやいや！　待ってくだせいよ！」

			「なんだ、ジタロー？」

			「見世物が何一つないじゃないですかい！」

			「え？」

			「見世物？」

			「そうでさぁ！　祭りには見世物が必要でしょうや!?」

			　クラフト君が私に振り向いてくる。暗に「どうする？」と尋ねていた。

			　祭りの催し物って意味だよね？

			「今から大道芸人を呼ぶのは……無理だな」

			「ごめんね。私も思いつかないや」

			「なら、俺っちが何か考えますぜ！」

			「ああ頼むぞジタロー。なんかこう、楽しいやつがいいな」

			　どうやらクラフト君は丸投げするつもりのようだ。

			「そうだね！　ジタローさんに任せるよ！」

			「任されやした！　お二人も協力してくだせぇよ！」

			「おう」

			「もちろん！」

			　こうして、私はとんでもない空手形を切ってしまったのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ってわけで、こんな感じの服を作ってほしいんでさぁ」

			「ずいぶんフリフリだね。貴族のお嬢様……でもこんな服は着ないよね？」

			「そりゃあ、俺っちの考えた理想の服ですからねぇ」

			「え!?　これ、ジタローさんが考えたの!?」

			「そうでやすが？」

			　斬新で前衛的で、でも可愛い衣装のイラストに、私は息を呑む。

			　もしかしてジタローさんって、狩人よりデザイナーに向いてるんじゃ……。

			「リーファンの姉さん？　それで製作してもらえるんで？」

			「ああ、うん。お祭り用だよね？　もちろん！」

			「良かったですぜ。サイズがこれで、色はこうで……」

			　指定されたサイズから、成人前の女の子用だろう。お祭り用といっているから、少しくらい派手でもいいよね？

			「ここはピンクで」

			「いいでやすね！　スカートはもうちょい短くてもええですかねぇ？」

			「可愛いんじゃないかな？　パニエをいれたら問題ないし」

			「おお！　いいでやんすね！　それでいきやしょう！」

			「だったら、合わせてこっちも短くして」

			「おお！　おお！」

			　誰の服かわからないけど、斬新なデザインだったから張り切っちゃったよ。

			　もの凄く派手だけど、凄く可愛い服ができ上がったのは、それから数日後だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ジタローさん！　服ができたよ！」

			「さすが姉さん！　早かったでやんすね！」

			「ふつーだよ。ふつー」

			　絶賛するジタローさんに、ちょっと照れてしまう。しかし彼の続く言葉で、私は完全に固まることになった。

			「それじゃあ着てみてくだせい」

			「……え？」

			「……？　着てくれやせんと、このあとの歌とダンスレッスンに響くんでやすが？」

			「……え？」

			「姉さん？　練習する時間がなくなっちまいやすぜ？」

			「……え？」

			　なんかジタローさんが変なこと言ってるんだけど？

			「お、ジタローここにいたのか。ステージは完成したぞ」

			「おお、クラフトさん！　良いタイミングですぜ！」

			「簡単な覆いはしておいたから、あとは頼むぜ」

			「お任せでさあ！　さあリーファンの姉さん！　早く着替えてくだせい！」

			　……え？

			　どういうことかな？

			　思考が固まっている私に業を煮やしたジタローさんが、村の女性を呼び込んで、私を勝手に着替えさせた。思考停止していた私はされるがままにフリフリの衣装を身に纏っていた。

			「え……ちょ!?　これ！　私!?　え!?　なんで!?　サイズ！　なんでジタローさんがサイズ知ってるの!?」

			「え？　そんなの見ればわかるじゃないでやすか」

			「はぁあ!?」

			　こんなところでジタローさんのダメ能力なんて知りたくなかったよ！

			「服のサイズを伝えた段階で、リーファンの姉さんしかあのサイズは着れないじゃないっすか！　了承してくれたってことっすよね？」

			「なにが!?　何にも了承してないよ!?」

			「うーん？　なんか微妙に行き違いがあるような気もしやすが、もう準備しちまったんで、諦めてくだせい」

			「何を!?　私何を諦めるの!?」

			　ピンクを基調とした、派手派手フリフリの衣装で!?　何させられるの!?

			　パニックに陥ってるあいだに、いつの間にやら中央広場に作られた、木製のステージへと引っ張られていた。

			　そこにはクラフト君をはじめ、カイル様、マイナ様。さらにはペルシアさんもいた。

			「え、何このステージ？」

			「村のみんなで作ったんでさぁ。そんでクラフトさんは低音リュートは弾けるようになりやしたかい？」

			「まぁなんとか。弦の数も少ないしな。しかしペルシアが楽器をできるとは思ってなかったぜ」

			「ふん。幼い頃に淑女の嗜たしなみだとな。まさか本当に役立つ日が来るとは思わなかったぞ」

			　ペルシアさんがリュートの調律をしながらクラフト君につまらなそうな視線を向けた後、ステージを覆う幕を潜ってきた私に顔を向けた。

			「……な!?　なんだその格好は!?」

			「ふわっ!?　や、やっぱり変ですよね！　ね!?」

			「か……可愛いじゃないか！　ジタロー！　やはり私も歌うべきだったのでは!?」

			「だからペルシアの姉御。楽器できる人が少ないのと、もう衣装を増やすだけの時間がないって言ったじゃないっすか。リュートとコーラスで我慢してくだせい」

			「うう……いや、だが私も着てみたい……」

			「なんか言いやしたですかい？」

			「い、いや！　なんでもない！」

			　慌てるペルシアさんだったが、ジタローさんは特に気にせず、みんなの準備を確認していた。

			　まって！　状況が飲み込めないの！

			「カイル。無理はするなよ。練習回数は一日二回だけだ。お前は上手いからあとは本番だっていう条件は覚えてるな」

			「はい。大丈夫です。無理はしません」

			　ニコリと答えるカイル様の前には、小型のピアノがあった。持ち運びのできる魔導具の一種で、かなりお高いやつだ。

			　貴族は嗜みで音楽や書、芸術を学ぶんだよね。

			　身体の弱いカイル様は、てっきりそういうのとは無縁だと思ってたよ。

			「よし、こっちも調律できた……と思う。ペルシア、確認頼む」

			「うむ。大丈夫だろう。カイル様、マイナ様も準備はよろしいですか？」

			「はい」

			「ん」

			　マイナ様が手にしているのは、タンバリンだった。うん。可愛いです。……いやそうじゃなくて！

			　満足げに頷いたジタローさんが、私に振り向く。

			「そんじゃあ今から歌と踊りを教えますんで、覚えちまってくだせえな」

			「は？　歌!?　踊り!?」

			「んじゃ、まずは俺が歌って踊りますんで、見て覚えてくだせい」

			「え？　ジタローさんが？」

			「いきやすぜ！」

			　私が混乱の極みに陥っているのを無視して、ペルシアさんがリュートを激しくかき鳴らすと、一気にアップテンポの音楽が流れ始めた。

			　同時に、ジタローさんが歌い出す。

			　

			　ようこそ★辺境

			　世界の果てに♪

			　星空きらめく素敵な土地へ♪

			　

			　さあ切り拓こう、星屑ドリーム♪

			　スターダスト♪　スターダスト♪

			　

			　たそがれ超えて、星空眺め

			　新たな夜明け、そこは黄金

			　

			　でもね♪　でもね♪

			　もしも♪　もしも♪

			　

			　あなたがサボり魔だったら

			　星屑★ハンマーおみまいしちゃうぞ♪

			　きらっ★

			　

			　なんか、ジタローさんがめっちゃめちゃ切れの良いダンスと共に、ちょっと気持ち悪い裏声でアップテンポの歌を披露したのだ。

			　見たこともないポーズのオンパレードで、無駄に可愛いところがちょっとムカつく。

			　え、これ、なに？

			「とりあえず、一番だけですが覚えちまってください。三番だけちょいと変調がはいりやすが、基本を覚えたら繰り返しでさあ」

			「え？　どういうこと？」

			　クラフトが少し息の荒くなったカイルに優しく声を掛ける。お願いだから私にもその優しさを向けて！

			「カイル、リーファンがある程度覚えたら、通しでやるから、それまでお前は少し休んでろ」

			「わかりました。リーファンさん！　頑張ってくださいね！　ここで応援してますから！」

			　カイル様がもの凄い良い笑顔でグッと手を握った。

			　はい。逃げ道はなくなりました。

			「はは……頑張ります……」

			　こうして私は、めっちゃめちゃ恥ずかしい衣装で、めっちゃめちゃ恥ずかしい踊りを、めっちゃめちゃ恥ずかしい歌と一緒に練習することになったのだ。

			　ジタローさんが、舌をてへぺろしながら逆ピースサインで「きらっ★」と決める度に、ハンマーをおみまいしたくなった。星屑になれ★

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そしてその日、待ちわびていた新たな開拓民がやってきた。

			　驚くほどたくさんの開拓希望者と、商人たち。それに冒険者。どうやらこの村の噂は遠くまで響いているようだった。

			　ギルド長などという大役を任されていた私は、嬉しさに涙が出そうになる。

			　冒険者の中にはレイドックさんのパーティーもいて、ここを拠点に活躍してくれるそうだ。とても心強い。

			　初日は開拓民をテントに案内したり、冒険者たちに宿を案内したり、村の設備や仕事の説明で終わった。

			　そして次の日、カイル様が仮設ステージの上で演説をしていた。

			　とても立派な演説のあと、とうとうお祭り開催を宣言したのだ。

			「それでは皆様、どうぞお楽しみ下さい！」

			「「「わああああああ！！！」」」

			　用意されていた料理の数々に、開拓民や冒険者たちが群がる。

			「うめぇ！　こりゃあ良い肉だな！」

			「量もたくさんだ！　これが喰えるのはお祭りだけなのか？」

			　新たにやって来た開拓民たちが笑顔で料理をほおばっていると、初期開拓民が親しげに近寄っていく。

			「さすがに今日は豪勢な料理も多いが、普段から肉はたっぷり食べれるぞ！」

			「何!?　本当か!?」

			「ああ！　うちの狩人連中は優秀なやつが多いし、森も豊かだから調味料になる香草もたくさん採れるんだ」

			「そいつはいいなぁ」

			「ただ、やっぱり森は危険だから、こんなに冒険者が来てくれて俺たちも嬉しいんだ」

			「なるほどな。じゃあ俺らも頑張らないと」

			「ああ、よろしく頼むよ」

			　握手するみんなを見て、私は俄然やる気になっていた。今考えると、どうしてこのとき逃げ出さなかったのか……。

			「リーファンの姉さん！　準備できやしたぜ！」

			「あ、うん」

			「じゃあ、打ち合わせどおりに頼んまさぁ！」

			　ステージ脇で、合図を待つ。

			　クラフト君がステージに仕込んだ仕掛けを発動していく。

			「いくぞ」

			　彼の合図と同時に、今回の為に特別に調合された、音と煙を発する液が、次々と魔力に反応し、ステージに水蒸気を巻き上げる。

			　どん！　どん！　どん！　と連続する爆発音に、開拓民が驚いてステージに注目が集まる。

			　そのタイミングで、ペルシアさんがリュートをかき鳴らし始めた。

			「〝浮遊光球改七色〟」

			　さらにクラフト君が色とりどりの照明魔法をステージ上に並べる。

			　身構えていた冒険者たちだったが、煙が晴れ、これが催し物だと理解すると、途端に楽しそうに騒ぎ出した。

			　カイル様がピアノの演奏を始めながら、楽しげに曲名を大声ではりあげた。

			「ようこそ辺境スターダスト！」

			　私はジタローさんに押され、ステージの中央に立たされる。いつの間にかクラフト君も定位置に戻り、低音リュートを奏でていた。時々調子のずれたマイナ様のタンバリンが入る。

			（なにやってんすか、姉さん！　早く振り付けを始めてくだせぇ！）

			（え？　あ、うん）

			　私はさんざん練習させられた踊りを始めると、ふりふりの服がきらきらと揺れた。

			　同時に観客のテンションが一気に上がる。

			　私はこの熱気にあおられるように、恥ずかしい歌と、恥ずかしい踊りをやり遂げたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからしばらくの間、私は村のみんなから「星屑姫」と呼ばれるようになった。

			　もちろん、ジタローさんには星屑ハンマーをおみまいしておいたのは、言うまでもない。

			　

			　――　おしまい　――

		

	
		
			佐々木さざめき（ささき さざめき）

			みなさま双葉社では初めまして！　なんとこのたび、三シリーズ目の書籍化です！　びっくりですね！　これは頑張らないといけない！　よーし！　面白い物語書くぞー！（二〇一九年二月現在）
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